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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　平日の昼間、自宅の庭先。

　そこでオレこと倉くら田た優ゆう樹きは、なぜか女性と二人で餅もちつきをしていた。

「ペッタン、ペッタン、餅ペッタン♪　ペッタン、ペッタン、餅ペッタン♪」

　楽しそうに唄うたいながら大おお杉すぎ睦む月つきさんが、杵きねで餅をつく。

　彼女は同じクラスメイトで、悪友の大杉太た一いちの姉だ。

　オレより二年上の十九歳で、今年大学一年生になる。

　そんな年上で美人のお姉様が、なぜかバニーガール姿で餅をついていた。

「ペッタン、ペッタン、餅ペッタン♪　ペッタン、ペッタン、餅ペッタン♪」

　美お味いしそうなふとももを包む網タイツに、赤い光沢のある大人おとなっぽいハイヒール。頭にはかわいらしいうさみみのカチューシャ、豊満な胸の谷間が露出する肩から背中まであいた色っぽい赤のレオタード。

　まさに完かん璧ぺきなバニーガール姿だ。

　しかしなぜだろう……裸や水着のほうが肌の露出面積は広いはずなのに、バニーガール衣装のほうが男の本能に訴えかけてくる。

　例に漏もれずオレも、目の前のうさぎさんに本能をちくちくと刺激される。

　さらにこちらを誘惑するように、杵きねを振りおろすたび胸元の白いふたつのお餅もちがぷるるん、ぷるるんと揺れる。

　そのお餅を文字通り食い入るように見つめていると、睦む月つきさんが手を止めて尋たずねてくる。

「優ゆう樹きくんは、お餅好き？」

「は、はい！　もちろん大好きです！」

「そうなんだぁ～。そんなに好きなら、私のお餅、食べてもいいよぉ」

　彼女は前かがみになると、腕ではさんだふたつのお餅をむにゅむにゅ動かす。

「はい、いただきます！　いただきます！」

　ぴょ～んとカエルのように飛びはね、バニーガール姿の睦月さんを押し倒す。

「睦月さんのつきたてお餅をふたつも食べられるなんて！　ありがとう！　ありがとう！　おかわりもしていいですか――って、あれ？」

　抱きつきお餅のあいだに顔をうずめようとしたが、なぜか空気を抜いた風船のように小さくしぼんでしまった。

「へぇ～、知らなかった。優樹ってそんなにお餅が好きだったんだ」

　睦月さんとは違う声こわ音ね。

　いつのまにか押し倒した相手が、猫ねこ柳やなぎ愛め衣いに変わっていた。

　彼女は近所に住む幼なじみで、現在はある事情で親元を離れ、遠縁の親しん戚せきにあたる猫びよう桐どう茜あかねさんの家に居い候そうろうをしている。

　城じよう南なん中学の二年生で、ハチミツ色の髪をツインテールにしばり、首には鈴付きチョーカーをつけている。

　生まれたての赤ん坊のようなきめ細かい肌に、艶つややかな桜色の唇。深い赤色をした瞳ひとみの上にある眉まゆは、不機嫌そうに傾かしいでいる。

　そんな表情をしていても、彼女はこちらの息が止まりそうになるほどの美少女だ。

「め、愛衣!?　どうして!?」

　慌あわてて飛びのく。

　愛衣もバニーガールの格好をしていた。

　うさみみカチューシャ、黒の網タイツに、シミひとつない真っ白な肩を露出させたピンク色のレオタード。お尻しりにはまん丸の兎うさぎの尻尾しつぽをつけている。

　鈴付きチョーカー以外は、先程の睦月さんと同じ完かん璧ぺきなバニーガール姿だった。

　しかし彼女とは違い、胸のお餅は絶望的なほど小さい。

「そんなにお餅が好きなら、イヤになるぐらい食べさせてあげるわね」

　彼女は立ち上がり、どこからともなく、トゲトゲの鉄球玉がついたハンマーを取り出す。

　愛衣は苦もなくその凶悪な代しろ物ものを振りあげる。

「さぁ楽しくお餅もちを作りましょうね～。ぺったん、ぺったん、ぺったんこ～って、赤いお餅をね！」

「ちょッ、待って！　それは餅じゃなくて、挽ひき肉にくじゃねえぇかぁあぁぁぁぁッ！！！」

　だが、そんなツッコミもむなしく愛め衣いは迷いなく鉄球を振り下ろした！




「うぎゃぁぁあぁぁぁぁぁあぁあッ！！！！！！」

　絶叫して、飛び起きる。

「あ、あれ……ここってオレの部屋だよな。ってことはさっきのは夢？」

　それを証明するようにカーテンの隙すき間まから朝日がこぼれる。

　枕まくらもとの目覚ましはまだ起床までに時間があると告げていた。

「あぁ、よかった。本当に夢でよかった」

　早はや鐘がねをうつ心臓を落ち着かせるように深い息を吐き出す。

　寝直すため布団を肩までずりあげる。

「途中までは最高にいい夢だったのに。たく、愛衣の奴やつよけいなことしやがって」

「愛衣ちゃんがどうかなさったんですか？」

「それがさ、オレと睦む月つきさんが餅つきしてたら愛衣の奴が――って、小さ夜よちゃん!?」

　睡魔が一瞬で蒸発する。












「おはようございます、優ゆう兄にいさん。それで睦む月つきさんと餅もちつきをしていたら、愛め衣いちゃんが何をなさったんですか？」

「いや、何をなさったじゃなくて……小さ夜よチャンガ何ヲナサッテイルノデスカ？」

　なぜか布団の中に、戌いぬ威い小夜ちゃんがもぐりこんでいた。

　腰まで流れる髪は黒くろ蜜みつのように艶つややかで、桃色の唇に、血色の良いほほ、布団に潜もぐりこんで熱かったのか小さな耳たぶが赤く火ほ照てっていた。

　オレは彼女の全すべてに目を奪われる。

　さらに視線を釘くぎ付づけにさせるのは、その胸だ！

　手足や腰は健康的にほっそりしているのに、胸だけは大きい。

　そんなワンピース型の制服に包まれた胸が、呼吸をするたびにみぞおちに当たってくる。

「実は優兄さんを起こしに来たのですが、あまりに幸せそうな寝顔だったので、私もご一緒したくなりまして。それでつい、布団の中に……」

　と、彼女はイタズラっぽく微笑ほほえむ。

　これが年上のお姉様だったら最高なのに！

「じゃなくて！　いくら仮婚約した仲だからって、男の布団に無防備に入ったら――」

「入りましたら？」

　小夜ちゃんが距離を縮めてきたせいで、ふにぃと、より胸が押し付けられる。

　彼女の黒髪からただよう甘いシャンプーの香りが、理性をごりごり削けずり取っていく。

「それで、一緒に寝ていたら、どうなるのでしょうか？」

「い、いやだから、そのつまりオレも一応健全な高校生なわけで、小夜ちゃんみたいな魅力的な女の子が一緒の布団で寝てたら、年下とはいえその色々抑えきれなくなるというか……」

　しどろもどろに説明すると、彼女は意図を理解したのか恥ずかしそうにほほを染める。

　よかった。これで布団から出て行ってくれる。

「い、いいですよ」

「へ？」

「私は優兄さんになら、どんなことをされても……いいですよ」

　さらに彼女は体をぴったりと寄せ、胸を押し付けてくる。

　そのあまりの色気と柔らかさに、理性という名の防壁があっという間に崩壊していく。

「さ、小夜ちゃん……本当に……ダメだよ」

　口ではそう言いながらも、彼女の黒こく曜よう石せきみたいにキレイな瞳ひとみから目をそらせずにいた。

　むしろ吸いこまれるように、折れそうなほど細い腰に手をまわし唇を近づけてしまう。

　そうだ、唇ならまずいが、額ひたいやほっぺたなら……。

　ほっぺにキスなんて海外では挨あい拶さつなわけだし、ちょっとずれて唇にあたっても、むしろそれは不可抗力というもので――

「優ゆう兄にいさん……」

「小さ夜よちゃん……」

　唇が触れそうになる瞬間、壊れるほど勢いよく扉が開けられる。

「小夜ちゃん！　ダメ人間一人起こすのにどれだけ時間かかって――」

　さきほど夢の中にも出てきた猫ねこ柳やなぎ愛め衣いが、小夜ちゃんと同じ制服の上にエプロンを着てお玉を片手に部屋に怒鳴りこんできた。

　彼女と目があう。

　愛衣は最初、状況を理解できずぼんやりしていた。

　しかし、砂漠が水を吸いこむようにすぐに把握すると、拳こぶしを小こ刻きざみに震わせる。

　慌あわてて、布団から飛び出し小夜ちゃんと距離を取る。

　正座して弁解した。

「愛衣さん、あのこれは違うんです。起きたらデスね、布団の中に小夜ちゃんがいてデスね。その柔らかい上に、おっぱいも大きくて、これはまあ年上好きとしては範囲外だけど、可愛かわいいからほっぺたにキスぐらいはしないと逆に失礼かなーとか思って……」

「全然言い訳になってないでしょうが！　このバカ、ヘンタイ！　ダメ人間！」

「ぐらっぱぁぁあぁぁッ！」

　愛衣が脳天にギロチンのようなかかと落としをしてきた。

「きゃぁ！　優兄さん！」

　その一撃で意識を失ってしまう。

　最後に見た光景は愛衣のピンクの花柄パンツだった。





　◇






　いつもの通学路を三人で歩きながら、かかと落としをされた部分をなでる。

「いてぇ、これ絶対にこぶになってるぞ」

「優ゆう樹きが朝からヘンタイ行為してるのが悪いんでしょ。小夜ちゃんも、布団の中に入っちゃダメだよ。男なんて獣けものなんだから、小夜ちゃんみたいな隙すきの多い子はすぐに食べられて、ぽいって捨てられちゃうんだから。もっと自分を大切にしなきゃ」

「すみません。優兄さんの幸せそうな寝顔を見ていたらつい、えへです♪」

　か、可愛い！　これが年上だったら最高なのに！

「じゃなくて、オレが小夜ちゃんを襲うはずないだろ！　だいたいどっちも正式な婚約者に選んでもいないのに！」

　先々月、オレは二人の正体を偶然知ってしまい、結婚して身内にならなければ殺すと脅おどされたため、どちらとも婚約をしてしまった。

　その秘密とは、愛め衣いは猫ねこ又また一族の猫又で、小さ夜よちゃんは犬いぬ神がみ一族の犬神だ。

　しかし、そんな歪いびつな関係が長続きするはずもなく、二ふた股またをかけていたことがばれ愛衣と小夜ちゃんを酷ひどく傷つけてしまった。

　二人はそんなオレを許してくれた。

　だが、その条件として、いつか絶対にどちらかを婚約者にすると約束させられた。

　おかげでオレは、二股をかける前の日常を再び手に入れることができたのだ。

　現在は答えを保留にしているため、二人とも仮婚約者の扱いになっている。

「ふん、嘘うそばっか。わたしが入ってこなかったらチューするつもりだったくせに。発情したキモイ顔で中学生に迫る姿は、今思い出しても気持ち悪いわ。おぇ」

　愛衣は胸を押さえて吐く動作を大げさにする。

「そんな顔してねぇよ。捏ねつ造ぞうすんな！」

「いいえ、してました。この目で見たもん！」

「いいや、絶対にしてないね！」

　と、そんな会話をしながら公園入り口を抜ける。

　城じよう南なん中学、高校は中高一貫のため校舎は同じ敷地内に建てられている。

　そのため二人とは、途中まで通学路が一緒なのだ。

　前はこの公園入り口を待ち合わせ場所にしていたが、ショウの事件以降、小夜ちゃんも朝起こしに来るようになったため使わなくなった。

　朝から口ゲンカするオレと愛衣を見て、小夜ちゃんはなぜだか口を尖とがらせる。

「優ゆう兄にいさんずるいです。愛衣ちゃんとばっかり仲良くして」

「仲良くって、これのどこが仲良く見えるんだよ……」

「そうよ！　だいたい優ゆう樹きは、わたしの下げ僕ぼくでしょ！　ちょっとは主あるじにたいする口の利きき方を覚えなさいよね！」

「誰だれが下僕で、主だ――おぉッ！」

　非難の声こわ音ねをあげると同時に、強い風が吹き抜け、二人のスカートをめくりあげる。

「「きゃぁ！」」

　彼女たちは反射的に押さえるが、下着はばっちり拝おがませてもらった。

　愛衣がピンクの花柄で、小夜ちゃんは一部シースルーの黒だ。

　しかし……しかし！　オレはあることが我慢しきれず、気が付けば小夜ちゃんの肩を両手で掴つかんでいた。

「ダメだよ、小夜ちゃん！　中学生で黒なんて！　早すぎるよ！」

「す、すみません。でもその、優兄さんはこういう大人おとなっぽい下着がお好みかなと思いまして……」

「好きか大好きかって聞かれたらむしろ愛してるけど！　しかも一部シースルーになっててとても似合ってるし、できれば、スカートのはしを口にくわえてもらった格好でじっくり観賞したいけど、やっぱり黒は早すぎる！　ちゃんと愛め衣いを見習って白か花柄ぐらいにしておかなきゃ！」

「アホかああぁぁっぁぁぁぁぁぁぁっぁッ！！！！」

「ぐっはぁ！」

　すかさず愛衣が怒ど声せいとともに殴りつけてくる。

「こ、このド変態！　中学生のパ、パンツを見てなに力説してんのよ！」

　だが、愛衣の罵ば声せいを聞く余裕がオレにはなかった。

　彼女の拳こぶしがいい感じに入ったため、その場に崩れ落ちてしまう。

「優ゆう兄にいさん！」

　小さ夜よちゃんは反射的に抱きかかえてくれるが、支えきれず彼女を押し倒す形で倒れる。

　そのとき偶然、たがいの唇が触れあう。

「ンっ」

　ぽん！　というもう聞き慣れた破裂音。

　小夜ちゃんが元の姿である犬耳に戻る。

「ご、ごめん小夜ちゃん！」

　オレは謝罪の言葉を叫ぶと、慌あわてて彼女から飛び退のく。

「ゆーうーき～～～～ッ」

　地面に座り込んだまま、声がするほうに顔を向ける。

　そこには怒りのせいで髪の毛が逆立った愛衣がいた。

「下着を力説しただけじゃなく、さっきあれだけ怒ったのに本当にキスするなんて！」

「ちょ、ちょっと待て！　それはオマエが殴ったせいだろ！　冤えん罪ざいだ！」

　だが、そんな言い訳で納得するはずもなく、彼女は指の骨を鳴らし近づいてくる。

　背後に仁王像の幻を見る。

「…………」

　助けを求めようと元の姿に戻った小夜ちゃんに視線を送るが、彼女は耳も尻尾しつぽも隠さず、唇に指をあて難しい顔をしていた。

　その姿は何か記憶を探っているように見える。

　彼女は座り込んでいた地面から立ち上がり、愛衣よりさきにオレの前に膝ひざをつく。

　最初、彼女は指先でこちらの唇に触れてきた。

　その意図が分からず首をかしげる。

「小夜ちゃん、どうかした？」

「……優兄さん、失礼します」

「んっ!?　んんんッ！！！？」

　と、今度は彼女のほうから唇をかさねてくる。

　しかもさきほど偶然触れた一瞬のキスではない。

　まるで恋人同士のように、小さ夜よちゃんはオレのほほを両手で押さえ唇をかさねてくる。

　そのやわらかさに、脳がとろけそうになる。

　同時に、いままでしたキスとは異なり不思議な熱が体全体に流れ込んでくる。

「ちょ、ちょっと小夜ちゃん！　何してんのよ！」

　突然の事態に茫ぼう然ぜん自じ失しつだった愛め衣いは、慌あわてて親友を引き剥はがしにかかる。

　オレと小夜ちゃんの肩を右、左手で掴つかみ外へと押す。

　小夜ちゃんは抵抗をみせず素直に唇を離した。

　そのほほは紅潮し、息も荒く妙に色っぽい。

「どういうつもりよ！　いきなり優ゆう樹きに、ちゅ、チューするなんて！」

「いえ、少々確認したいことがありまして」

　抗議の声も軽く受け流し、立ち上がる。

　予想外の返答に愛衣はさらなる怒ど声せいを浴びせず、疑問を口にする。

「確認したいこと？」

「はい、そうです。その説明をするまえに、人の姿に戻りますね。愛衣ちゃん、公園のトイレまで行きたいので手伝ってくださいませんか？」

「あ、うん、分かった。それじゃわたしが尻尾しつぽを隠すから、小夜ちゃんは耳をお願いね」

「はい♪」

　そんな会話をかわし、二人は公衆トイレへと駆ける。

　いまだ地面に座り込んでいるオレは、自身でも分かるほど赤い顔で二人の背中を見送った。




　我に返ると、立ち上がり制服についた埃ほこりをはらう。

　ちょうどキレイになったところで、愛衣と小夜ちゃんが公衆トイレから出てきた。

　オレたちは再び学校へ向かう。

　道すがら小夜ちゃんが、さきほどのキスの理由を説明する。

「結論から申しますと、どうやら優ゆう兄にいさんは唇から妖力を吸収する特異体質になったようです」

「「とくいたいしつ？」」

　と、オレと愛衣が仲良くハモる。

　通学途中にある長い坂を歩きながら、小夜ちゃんがさらに続ける。

「はい、さきほど偶然私たちの唇が触れたとき、違和感があったんです」

「違和感？」

「前にご説明したと思いますが、私たち妖あやかしはなんの準備もなく異性の気が突然入ってくると『陰の気』と『陽の気』が反発しあって術がとけてしまうんです」

　中国に昔から伝わる陰いん陽ようなんとかってやつだな。

「ですが、さきほど唇が触れ合ったとき、『陽の気』が入って来たのではなく、『陰の気』を奪われたため術がとけてしまったんです。私の勘違いかと思い、再度ためしてみましたら、やはり力を奪われました。しかもどうやら唇以外からは力を吸収されないようです」

「あっ、だからキスするまえに指で触れたのか」

「はい、そうです」

「えっとつまり優ゆう樹きはどうなったの？」

　愛め衣いはいまいち状況が理解できず、混乱した頭をかしげる。

　そんな彼女に、小さ夜よちゃんは端的に告げた。

「つまり、優ゆう兄にいさんはキスをすると相手の妖力を吸い取る体質になったんですよ」

　なにそのアホみたいな体質は!?

　自分のことながら頭がくらくらする。

「しかもキスされているあいだはとっても気持ちよくて、あと三十秒口づけをしていたら、腰が抜けて立てなくなるほどでした」

　と、小夜ちゃんはそのときの快楽を思い出したのか、赤く染まったほほに手のひらを添える。

　その横顔は中学生にしては艶つややかで、色っぽい。

　無意識に唾だ液えきを飲み込んでいた。

「で、でもどうして突然、そんな体質になったんだ？　オレ、なんかしたか」

　そんな自分をごまかすため、思いついた疑問を口にする。

「これは私の推測ですが、ショウを倒すとき優兄さんは仙せん狸りの力を使った愛衣ちゃんの手を握り締めていたんですよね？」

「うん、まぁ」

　愛衣の婚約者だと名乗る男――ショウが彼女を連れ去った。

　オレは小夜ちゃんたちの力を借りて、彼女を奪ったショウの前に立つことができた。

　最終的に愛衣が鈴付きチョーカーをほどき、封印されていた神に匹敵する力でショウを倒した。そのときたしかにオレは彼女の手を握り締めていた。

「そのとき神様の力が優兄さんの体にも流れて、体質を変化させてしまったんだと思います。しかも妖力を吸収する珍しい体質に」

「そんなことありえるのか!?」

「断言はできません。ただそれ以外、原因はおもいつきません」

　たしかにそれ以外、こんなアホな体質になる原因は思いつかない。

「はぁ、まあなってしまったものは仕方ないか。で、妖力を吸収する体質ってそんなに珍しいの？」

「はい、とても珍しいです。もしこのことが百ひやつ鬼き夜や行こうに知れたら、お抱えの研究所で実験動物として体をバラバラにされて研究しつくされるぐらい珍しいです」

「なにそれ怖すぎるんだけど！」

　思わず自分で自分の体を抱き締め震える。

　小さ夜よちゃんはそんなオレの手を優しく握り締めてくれた。

「ご安心ください。秘密が漏もれないよう私も微力ながらご協力しますから」

「小夜ちゃん……」

「それにもし研究標本兼モルモットとして連れ去られ二度と会えなくなるようでしたら、そうなる前に心中して差しあげますからね」

　その声こわ音ねは抑制がなく、金属のように硬かった。

　思わず、聞き返してしまう。

「さ、小夜ちゃん、その、それってもちろん冗談だよね？」

「私が、こういうことで冗談を申し上げると思いますか？」

　彼女は素晴らしく誇らしい笑顔で、返答してくれた。

　それ以上問い詰めなくても、彼女が本気だということを体の芯しんまで理解する。

「わたしだって、優ゆう樹きと二度と会えなくなるなら、この手で殺してやるんだから！」

「ちょ！　愛め衣い！　そこは張り合うところ違うから！」

　成り行きを見守っていた愛衣が、我慢しきれないという勢いで割って入る。

「二度と会えなくなるってことは、わたしとの約束を破ったのと一緒よ。だから、もし優樹と二度と会えなくなるなら、そうなる前に絶対殺すから。絶対よッ」

　朝の通学路でオレは中学生の幼なじみとその親友に、二度と会えなくなるなら殺すか、無理心中を決行すると力強く宣言される。

「優ゆう兄にいさん？」

「優樹、どうかした？」

　二人はオレが突然立ち止まったため、首をひねる。

　その原因が自分たちにあることなど、わずかほども理解していない。

　そんな二人の顔を見つめ返し、胃酸過多による痛みに眉まゆ根ねを寄せた。
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　城じよう南なん高校、二年三組。

　そこがオレのクラスだ。

　窓際の一番後ろの席に座ると、すぐにクラスメイトで悪友の大おお杉すぎ太た一いちが話しかけてきた。

「よぉハーレム野郎。今日もご機嫌に年下はべらせてご登校かい？」

　こいつは名字と名前に『大』が入っているが背は低く、制服を着ていなければ中学生と見間違えてしまう。

「よぉリトルブラザー。なんだか昨日きのうより縮んだんじゃねぇか？」

　そのため身長の話題をふると、すぐに機嫌を悪くする。

「身長の話はすんな。せっかく、特ダネ情報を仕入れたから教えてやろうと思ったのによ」

「スギがアホなこというからだろ。んで、その特ダネ情報ってなんだよ」

「それがどうやらこのクラスに転校生がくるらしいんだよ。しかもすげーキレイな女の子！」

「この時期にか？」

　始業式から約二ヶ月。季節は梅つ雨ゆ入りした六月だ。

　こんな中途半端な時期に転校してくるヤツがいるなんてな。

「理由は知らねぇけど、転校生が来るのはマジバナだって。たしかな情報筋からのネタだからな。げんに優ゆう樹きの隣に新しい机があるだろ？」

　言われてみれば、隣には今まで何も無かったのに、新しく席が用意されている。

「その情報源はどこからだ？」

「企業秘密だ。愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんのスクール水着か、下着姿の写真を撮ってくるなら教えてやるぞ。それどころか、礼金も出す」

　そんな情報と二束三文のはした金で、命をドブに捨てるマネなんてしたくない。

　愛衣がチョーカーをはずして手のひらを向けてくる姿と、小夜ちゃんを心底溺でき愛あいしている彼女の叔お父じが目を血走らせ日本刀を振り回す姿が容易に想像できる。

「交渉決裂だな。スギ、あんまり犯罪っぽいマネはするなよ。リポーターにマイク向けられたら、昔からそういうことしそうな人でしたとしか言わねーからな」

「安心しろ。俺おれがばれるようなヘマするわけないだろう」

　いや、そこは自信たっぷりに笑うところじゃないから。

　悪友と馬ば鹿か話ばなしをしていると、ホームルームをつげる鐘が鳴る。

「み、皆さ～ん。予鈴はもう鳴ってますよ。席に座ってくださ～い」

　タイミングよく担任の赤あか川がわまゆ美みが、出席簿を胸に抱え教室へ入ってくる。

　彼女は今年初めてクラスを受け持った若い女教師だ。

　栗くり色いろの髪を三つ編みにして、黒のスーツとタイトスカートに袖そでを通し、野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけている。背は低いが、反比例して胸は大きい。それが恥ずかしいのか、胸が目立たない服を好んで着ている。

　地味で、いつもおどおどして自信なさげで、まるで小動物のような女性だ。

　睦む月つきさんのような甘えさせてくれるお姉様の方が好みだが、これはこれで年上好きとしてはアリだとは思う。

「もう知っている人もいるかも知れませんが、今日このクラスに皆さんの新しいお友達が転校してきました。兎うさ月つきさん」

　先生が声をかけると、扉が開き一人の少女が教室に入ってくる。

『おぉ～』

　クラス全員が静かな声こわ音ねをあげる。

　教室に入ってきたのは緩ゆるいウェーブがかかった銀色の長い髪の少女だった。

　高校の制服の基調色である白がよく似合う。その伏し目がちの横顔は、触れてはいけない神聖さを持ち、同い年とは思えない大人おとなびた雰ふん囲い気きをかもしだしている。

　さらに驚いたことにその少女のあとに、背の高いメイドが入ってきた。

『え、なんでメイドがこんなところに……』

『まさかメイド服の転校生ってわけじゃないよな』

　クラス全員の頭に疑問符が浮かぶ。

　担任の説明によると、彼女は銀髪少女の付き人らしい。

　紺こんのロングスカートに洗い立てのような真っ白なエプロン、頭に乗せたカチューシャ姿の彼女はまるでメイドの手本のようだった。

　髪をポニーテールにまとめ、背中に鉄棒でも入っているようにピンと立たせ、兎月と呼ばれた少女の影のように付き従う。その鋭い瞳ひとみが教室を見回し、危険物がないかを入念にチェックする。

　そのメイドが、白い手袋をはめた手でチョークをつかみ、黒板に何かを書く。




　兎月ありす




「今日から一週間の短期留学でこちらにご登校される、兎月ありすお嬢様です」

　と、メイドが女性とは思えない静かだが迫力のある声音でつげる。

「お嬢様の母方はイギリスの高名な貴族で、本来なら貴方あなたがた庶民とは口を聞くのもはばかられる高貴な血筋のお方。くれぐれも粗そ相そうのないよう注意するように」

『…………』

　あまりの自己紹介にクラスが静まりかえる。

「梓あずさ」

　そこで初めて兎月ありすが口を開く。

　ピアノの音ね色いろのような、キレイで澄すんだ声。

『梓あずさ』と呼ばれたメイドは、兎うさ月つきありすに視線を向ける。

「これからお世話になる級友に失礼な口をきいてはダメですわよ」

「失礼しました」

　メイドの謝罪に、花が咲きこぼれるように微笑ほほえむ。

「皆さま初めまして、兎月ありすと申します。どうぞよろしくお願いしますわね」

　メイドがつねに側そばにいるほどのお嬢様なのに、その笑顔は気さくで親しみをいだかせるものだった。

「そ、それじゃ席は、あそこの倉くら田た君のとなりに新しく机を運んでおいたので、そこに座ってもらえますか？」

「では、お嬢様」

　先生の指示を受けたメイドにうながされて、兎月ありすが歩き出す。

「教科書とかまだ持っていないでしょうから、倉田君、見せてあげてね」

　オレは先生に返事をするのも忘れて見み惚ほれてしまう。

　ふわふわの銀髪。気品を直接彫り作り出したような横顔に、真まっ赤かなルビー色の瞳ひとみ。出ているところは出ている、均整のとれた体。

　なにより同い年とは思えない、年上のお姉さまのような落ち着いた物腰と雰ふん囲い気きが、好みどストライクだ。

　彼女の前では教壇の上にいる女教師の魅力など、どこかへ吹き飛んでしまう。

　その兎月さんがオレの隣の席に、メイドにイスを引かれ腰掛ける。

　クラスメイトの嫉しつ妬ととやっかみの視線を無視して、さっそく教科書を見せるため机をくっつけようとする。

「！」

　すると彼女はジッと、こちらを見つめていた。

　その瞳は機械的で、まるで文字資料で読んだデータを、人物と照らし合わせているような感じだ。

　机を掴つかんだまま、思わず尋たずねる。

「あ、あのどうかした？」

「いえ、なんでもありませんわ。それよりユウキさんにお願いがあるのですがよろしいでしょうか？」

「なんでも言ってくれよ！　兎月さんのためなら、庭の草むしりから宇宙飛行士まで何でもこなすぜ！」

　……あれ？　何で彼女はオレの名前を知っているんだ？

　今週の土曜日に行われる城じよう南なん創立記念祭について、担任が連絡事項を告げているのを聞き流しながら首をひねる。

「あの、一時間目の授業が終わりましたら少々お時間をいただけませんか？　折り入ってお話ししたいことがあるのですが」

　兎うさ月つきさんは、オレにしか聞こえない小声でささやく。

「廊下の一番端にある空き教室へお越し下さい……」

　要件だけ伝えると、彼女は恥ずかしそうにほほを赤く染め、黒板に視線を向ける。

　あんず型の大きな瞳ひとみは今にもあふれそうなほど潤うるんでいた。

　その瞳で確信する。

　彼女はオレに一ひと目め惚ぼれしてしまったんだ！

（おいおい、どうするよ。一目惚れかよ。モテ期は三回来るっていうけど、ようやくその一回目が来たわけだ！）

　ふつふつと喜びが湧わきあがってくる。

　歓喜の雄お叫たけびをあげそうになるのを必死におさえた。

　そして先生が最後の注意を呼びかける。

「そ、それでは一時間目の担当の先生が来るまで静かに待っててくださいね。それから、その兎月さんのメイドさん」

「はっ、なんでしょうか？」

　兎月ありすの背後に立っているメイドが、先生の呼びかけに反応する。

「そろそろ授業が始まるので、保護者の方は席を外していただけますか？」

「いえ、自分は保護者ではありません」

　一拍おいて、断言する。

「軍用メイドです」

「ぐ、軍用メイドさんですか」

「はっ、水陸両用です」

　そのあまりの力強さに先生は困惑する。

「あの、その、ですが……」

　一時間目の始まりを告げる鐘が鳴り響く。

　経験浅い女教師は軍用メイドがおとずれた場合の対処が分からず、それ以上の注意を諦あきらめうなだれた。

「そ、それでは皆さん今日も一日頑張ってください……」

　まるで捨てられた子犬のように先生は教室を後にする。

　まぁベテランの教師でも、軍用メイドですとか言われたらどうしようもないと思う。

　オレはそんな細かいことを気にもせず、ピンク色に染まり天使が舞う脳みそで、一時間目が早く終わることを祈っていた。
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　一時間目が終わると兎うさ月つきありすさんが、メイドをともない先に空き教室へと向かう。

　一緒に空き教室へ行くと目立つため、オレは時間差で出た。

　空き教室へと滑すべりこむと、兎月さんは埃ほこりを払ったイスに腰を下ろしていた。

　メイドはそこが定位置のように主あるじの背後に立っている。

　告白するのにメイド付きかなのか？

　やっぱりその辺は、お嬢様で世間とはズレてるな。

「そ、それで来たけど。用ってなに？」

　緊張で声が上うわ擦ずってしまう。

　兎月さんは桜色の唇を動かし恥ずかしそうにつぶやく。

「あの、そのワタシ…ユウキさんの……」

　ああ、でも告白されても困るな。

　オレには愛め衣いと小さ夜よちゃんという婚約者が二人もいるのに。

　しかし兎月さんは同い年とは思えないほど落ち着いてて、物腰も丁てい寧ねいで柔らかく、包容力のあるお姉様タイプだから、滅め茶ちや苦く茶ちや好みなのに。

　ふってしまうのはもったいないな。

　――だが、そんなオレの考えとはうらはらに、彼女の口から出てきたセリフはまったく予想外のものだった。




「ワタシ……ユウキさんの秘密を存じているんです」




「……はい？」

「ユウキさんが猫ねこ柳やなぎ愛衣と戌いぬ威い小夜が妖あやかしという秘密を知って、二ふた股またをかけていたこと。そして、現在どちらを正式な婚約者に選ぶか答えを保留していることも」

　驚きで鳥肌が立つ。

「なんで転校初日のお嬢様が、そんなことまで知ってるんだよ!?」

　まさか告白だと思っていたが、脅迫をするために呼び出したのか!?

　兎月さんはその反応が楽しかったのか、さきほどまでの完かん璧ぺきお嬢様という仮面を崩す。

　足を組み直し、冒険者の前にあらわれた魔王のように微笑ほほえむ。

「オマエたちはいったい何者だ？　何が目的だ！」

　腰を落とし、警戒しながらたずねる。

　兎月ありすはそんな反応を愉たのしんでいた。

「ワタシは兎うさ月つきありす――けれどそれはこの現世の字あざな。我が魂の真ま名なは銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト。我が白き夜の下に存在するモノは、神すら秘密を暴かれる。ふっ、あなたの秘密を知るのなんて造ぞう作さもないわ」

　銀色の白夜ッッッ！

「って、なんだよ、そのあからさまな嘘うそ設定は！　そんなモノを本気で信じる奴やつなんて、今時幼稚園児でもいねぇよ！　だいたいナイトなのか、プリンセスなのかはっきりしろ！」

　その反論に彼女は石像のように固まり、数秒ほど反応が返ってこなかった。

「！」

　突然、兎月ありすは顔を両手で押さえると、その場にうずくまる。

　銀髪からのぞく耳がペンキを塗ったように赤くなり、彼女が照れていることを理解する。

「オマエはいったい何がしたいんだ？」

「……ごめんなさい、先走り過ぎたわ。まさか『銀色の白夜』を知らないなんて」

　彼女はイスに座り直すと、ひとつ咳せきをする。

　先程の絵に描いたようなお嬢様から一変、冬の空気みたいに雰ふん囲い気きが引き締まる。

「マンガやアニメを少しはたしなんでいると聞いてたから、『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラツド・ブルー』の話ができるのを楽しみにしてたのだけど。残念だわ」

　表情の起き伏ふくはそれほど激しくないが、彼女が心底落胆しているのが伝わってくる。












　どうやら、さきほどまでのお嬢様っぽい仕し草ぐさや言動は演技で、こっちがら本性らしい。

（好みの年上タイプかと思ってたのに、だまされた……）

　オレの中にあった『お淑しとやかで可愛かわいらしいお嬢様』という好みのイメージ像が、音をたてて崩れ去る。

　そして、さきほどは反射的に勢いでツッコんでしまったが、タイトルを聞いて『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』という名を思い出す。

「『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラツド・ブルー』って、もしかして日曜深夜にやっているアニメのことか？」

「知ってるの？」

　彼女は、微かすかな驚きをあらわす。

「ああ、一度だけ観みたことがあるから。深夜にＴＶをつけたらやってたんだ。ぼーっと観てたからそれっきりだったけど、キャラにインパクトがあったから憶おぼえてたんだよ」

『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥ』というアニメは確か、王族の印である青い血を引く六人の王女が、王座をかけて戦うバトルロワイヤルものだ。

　各王女と使い魔の衣装デザインが独特で、男女問わず人気でマンガにもなっていた気がする。

「もったいない。『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥ』を観ないなんて人生の一六〇パーセントを損してるわよ」

「おい、一〇〇％越えちゃってるぞ」

「来世の分も入ってるの」

　そんなものまで入れるなよ。

「それで、アニメの話をするためにわざわざ呼び出したのか？」

「ごめんなさい。少し熱くなりすぎたわ」

　彼女は髪をかき上げ、いったん気持ちを落ち着ける。

「もちろんアニメの話をするために、呼び出したわけではないわ。梓あずさ、例のモノを」

「はっ」

　ありすの後ろに控ひかえていたメイドさんが、一枚の紙を差し出してくる。

「妖あやかし調査委員会、調査委任状？」

「挨あい拶さつが遅れてごめんなさい。ワタシは兎うさ月つきありす、こっちが稲苗代いなわしろ梓。ワタシたちは、百ひやつ鬼き夜や行こうの妖調査委員会から派遣されてきた調査員よ」

　百鬼夜行って、たしか愛め衣いや小さ夜よちゃんの一族も所属している妖組織じゃなかったっけ？

　そこの調査委員といえば、たぶんかなりの権力や情報を持っているんだろう。

　だからオレの名前のことも、二ふた股またをかけていたことも知ってたのか。

「で、その百鬼夜行の人たちがなんでわざわざ学校に転校してきたんだ？」

「簡単に説明すると、百ひやつ鬼き夜や行こうは猫ねこ又また一族・猫ねこ柳やなぎ愛め衣いと犬いぬ神がみ一族・戌いぬ威い小さ夜よが一般人に正体がばれたという報告を受けて、その調査をしに来たの」

「ちょっと待て。その件はもう解決したんじゃないのか？」

「猫又、犬神一族内では、ね。でも百鬼夜行としてはそうもいかないのよ。だから詳しい調査をするためにワタシが派遣されたの」

「詳しい調査？」

　首をひねると、ありすが足を組み直し説明してくれる。

「一般人に正体がばれているという現在の状況を詳しく調べて、もし猫柳愛衣と戌威小夜に問題があるようなら二人を強制送還させるためよ」

「な、なんだよ、その強制送還って」

「百鬼夜行内にある妖あやかし教育センターまたは収容所に入ってもらうことよ。そうなったらもう二度とここには戻って来られないし、ユウキや知り合いにも会えなくなるわ」

　意味を理解すると、顔から血の気が引いていくのが分かる。

　不意に二人のセリフを思い出した。




『それにもし研究標本兼モルモットとして連れ去られ二度と会えなくなるようでしたら、そうなる前に心中して差しあげますからね』




『わたしだって、優ゆう樹きと二度と会えなくなるなら、この手で殺してやるんだから！』




　北極に裸で放ほうりこまれたように体が震える。

「安心しなさい。絶対に二人を強制送還するために派遣されたわけじゃないわ」

　オレの顔色があまりに悪くなったせいか、ありすがフォローを口にする。

「それってどういうことだ？」

「今回の調査はあくまで形だけってこと。だから一週間っていう短い期間しかこちらにいられないし、ワタシみたいな若じやく輩はい者ものが派遣されたの」

「……つまり、愛衣と小夜ちゃんの一族のメンツもあるけど、妖組織のメンツもあるから、形だけの調査に来たってことか？」

「正解。勘がよくて助かるわ」

　なんだ、だったらそう構える必要ないじゃないか。

　オレはあからさまに安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

　でも――と、彼女は若者らしい使命に燃えた熱い声こわ音ねで続ける。

「だからといって手を抜くつもりは無いわよ。上の偉い人がどういう考えを持っていようと、調査を任されたからには、猫柳愛衣、戌威小夜、倉くら田た優樹を詳細に調査するつもりだからよろしくお願いね」

「オレも？」

「ええ、そうよ。なんて言ったって、今回の事件の中心人物なんだから。それに本当に二人の正体を他者に口外しない人かどうか調べる必要もあるしね」

　たしかに彼らからすれば、それは重要な部分だ。

　実際に人を派遣して、本当に秘密を口外しない人物か調査したい気持ちは理解できる。

「えっとそれじゃオレも何かさせられるのか？」

「ワタシの側そばにいればいいわ」

　……そんなんでいいのかよ。

「少しだけ調査に協力してもらうからよろしくね。あとワタシが百ひやつ鬼き夜や行こうの妖あやかし調査委員会の人間だと関係者・第三者に漏らしたら、無条件で二人を強制送還するから気をつけて」

　自分の命がかかっているんだ。文字通り口が裂けても話せない。

「それじゃ他に質問はあるかしら？」

　これから試験があるのなら、この二人のどんな小さなことでもいいから知っておいた方がいいよな。

「えっと、ありすや梓あずささんも百鬼夜行の一員なんだよな。二人はどんな妖なの？」

「妖調査委員会は、確かに百鬼夜行に属する組織だけど、人間でも実力さえあれば要職に就つくことが許されているのよ」

「そうなんだ」

「ワタシが人間と妖、どちらなのかたしかめてみる？」

「たしかめるってどうやってだよ」

「ユウキはしたことあるでしょ？　二人の正体を暴いたようによ。こうやって、ね」

　と彼女は一歩近づいてきて、胸元を腕ではさみ、人差し指で自身の唇をなぞる。

　妖は人の姿に化けているさい、なんの準備もなく異性の気が入ってくると元の姿に戻ってしまう。過剰な接触やキスがそれにあたる。

　つまりありすはオレにそういった行為をしてみたらと言ってるのだ。

　彼女の形のいい胸の谷間が、腕に挟まれることで形を変え、誘惑してくる。

「そ、そんな会ったばっかりの女性と、そ、そんなことをするなんて！　冗談いうなよな！　で、でも、もしその本気なら……」

「ええ、もちろん冗談よ。こんなジョークをまに受ける人なんているはずないわよね？」

「だよな！　冗談に決まってるよな。あはははっは！」

　く、くそ、つい釣られてしまった！

　しかしこいつ、表のお嬢様づらとは違い、本性は意地が悪いな。

　ありすに調査期間中ずっとつきあうのは、大変そうだ……。

「お嬢様、そろそろ」

　梓あずささんの声と同時に、次の授業が始まる鐘が鳴り響いた。

「ええそうね。ちょうど時間みたいだし質問タイムはお終しまい。それじゃ今日の放課後から調査の協力よろしくね――『我が銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイトの名において誓う、そちを我が軍ぐん閥ばつの一員に迎え、我が白き夜を全界へと導かん』」

　ありすはアニメ台詞せりふを言いながら席を立ち、握手を求めてくる。

　一瞬、その手を握ることにためらいを覚えたが、他ほかに選択肢はない。オレはためいきをつき、黙ってその手のひらを握りしめた。





■第二章　犬猫狂奏曲







　兎うさ月つきありすが転校してきた当日の放課後、さっそく調査がおこなわれた。

　最初は愛め衣いの調査をすると言うので、彼女の家の喫茶店『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』をおとずれる。

「で、調査っていったい何するんだ？」

　コーヒーをすすりながら、正面に座るありすにたずねる。

　店内にいる他のお客さんたちは話に夢中で、こちらのことなど気にしていない。いつもだったら好みのお姉さんを捜しているところだが、今日はさすがにそんな暇ひまはなさそうだ。

　茜あかねさんも店が忙しく、厨ちゆう房ぼうの奥で作業をしている。

　そのため周囲を気にせずこんな話ができるのだ。

「調査と言っても鉛筆で答案用紙を埋めるとか、そんなモノではないわ。調査員が対象者の側そばにいて妖あやかしであることを示し唆さする行動、またそれに類することを普段していないかチェックするの。最初は持ち点一〇〇。調査期間内にそれをゼロにしなければ合格よ」

　ありすは質問に答えて、優雅に湯気がのぼる紅茶に口をつける。

　さすが腐ってもお嬢様、さまになるな。

「なるほど減点方式か。分かりやすいな。それに話を聞く限り、よっぽどのポカ、例たとえば大勢の目の前で元に戻るとかじゃなければ、一発アウトにならないわけだ」

「そうね。いちいち施設送りにしていたらすぐ満杯になるし、不満も高まる。よほどのことがない限り失格にはならないわ」

　たしかにいちいち失格にしていたら怨うらみをかうし、効率も悪い。

「けど、この審査方法は問題がひとつあるの。対象者の側そばにいないといけないんだけど、突然知らない人間に張り付かれたら、どんな人でも怪しむでしょ？　だから、ユウキという協力者が必要なの。ついでに、側にいれば貴方あなたの人となりが分かるしね」

　なるほど、オレの知り合いということで愛め衣いや小さ夜よちゃんの側に居てもおかしくない状況を作るつもりだったのか。

　空き教室で言っていた協力とはこのことらしい。

「だから、ワタシをユウキの遠縁の親しん戚せきって紹介してほしいの」

「でも、そんなすぐにばれそうな嘘うそをついてもいいのか？」

「大丈夫よ。どうせ一週間しかいないし、本人たちが言えば親戚ではない証拠を見付けない限り否定できないでしょ。そんな面倒だれもわざわざしないわよ」

「なるほど、了解。遠縁の親戚って紹介すればいいんだな」

　しかし、調査の内容を聞けて少し肩の荷が下りた。

　愛衣や小夜ちゃんが失格になるのは、なにか事件が起きない限りありえないだろう。

「とりあえず、一安心だな」

「何の話？」

「いや、こっちの話」

　と、苦笑する。

「それより飲み物だけじゃあれだから、なんかケーキでも頼もうぜ。茜あかねおばさんが作るケーキは美う味まいって評判なんだ」

「茜おばさんって、たしか猫ねこ柳やなぎ愛衣の保護者よね？　資料に書いてあったわ」

「この店のオーナー兼パティシエだよ。ちなみに趣味は可愛かわいいモノ集め」

「可愛いモノ集め？」

「そっ、洋服とか、小物とか可愛いモノならついつい買っちゃうんだよね。でも本人はカッコイイ系の美人だから、全然似合わないんだよ。なのに茜おばさんはこりもせずすぐまた――ぐぼぶげらぁ！！？」

「おばさん言うなって言ってんだろうが！」

　背後から突然、なぐられる。

　振り返ると、そこには猫びよう桐どう茜さんが立っていた。

　茶色の髪を少年のように短く切りそろえ、形のいい耳を惜しげもなくさらす。鋭い猫科の瞳ひとみを不機嫌そうに釣り上げ、オレを睨にらみ付けていた。

　彼女は厨ちゆう房ぼうで働いていたため、パティシエの白い制服に袖そでを通している。

　服の上からでも分かるほど胸が大きく、少年っぽい髪形とはどこかアンバランスな印象をうけるが、それも彼女の魅力のひとつだろう。

　彼女も愛め衣いと同じ猫ねこ又また一族の猫又だ。

　オレは殴られた頭をかかえながら、非難の声をあげる。

「さっきまで厨房で働いていたんじゃないのかよ！」

「女は自分の悪口には敏びん感かんなんだよ」

　マジかよ！　こえぇ～。

「冗談だよ。ったく、人がせっかくサービスでケーキを持ってきてやったのに悪口なんか言いやがって」

　悪口って、自分で『あたしにはこういう服は似合わないんだよな』とか言ってたじゃないか。

「全く、優ゆう樹きは目を離すとすぐこれだ。それで、こっちの方々とはどういう関係なんだ？」

　茜あかねさんが三人分のケーキをテーブルに置きながら尋たずねてくる。

「あっ、えっと、この人たちは今日うちのクラスに短期留学してきた転校生。で、こっちの兎うさ月つきありすが実はオレの遠縁の親しん戚せきなんだ。だから、この辺の案内をしているんだよ」

　すかさずありすがお淑しとやかなお嬢様の仮面を被かぶり、言葉を重ねる。

「初めまして兎月ありすと申します。こちらはメイドの稲苗代いなわしろ梓あずさです。ケーキありがたくいただきますね」

　ありすの紹介に、梓さんも一礼をする。

　しかし、一瞬で白いパラソルと大きな犬が似合う清せい楚そなお嬢様の皮をかぶれるな。

　実際はオタクお嬢様のくせに。

「へぇー、優樹の親戚にこんなお嬢様がいたとは。知らなかった」

「かなり遠縁だからね。オレも最近になって知ったし」

「ふ～ん。しかし、めんどくさがりの優樹にしては珍しいな。感心、感心。こいつは常に暇ひま人じんだから、存分にこき使っていいからね。ありすちゃん、梓ちゃん」

「おい、茜おばさ」

「あっ!?」

「じゃなくて茜お姉様。もういいだろ、頼むからあっちに行ってくれよ」

「はいはい、わかったよ。邪魔して悪かったね。それじゃゆっくりしていってよ」

　茜さんはからかうように笑って、再び厨房の奥へと戻った。

　ありすはさっそくケーキを口にする。

「このケーキ、お世辞抜きでうちのパティシエより美お味いしいわ」

「そりゃよかった。梓あずささんもよかったら食べてください」

　気を利きかせてすすめると、ありすが否定する。

「何言ってるのユウキ。梓がケーキを食べるはずないでしょ」

「ないでしょって、梓さんはケーキアレルギーかなにかなのか？」

「違うわよ。仕事中だからよ。それにメイドが主あるじと食事を同席できるはずないでしょ」

「なんだそれ。別にいいじゃないかケーキぐらい」

「ダメよ。そういう決まりなの」

　オレは梓さんに視線を向けると、彼女もそれが当然だと首を縦にふった。

「じゃぁ、どうすんだよあまったケーキは」

「もちろんワタシがいただくわ」

「……太っても、ぐっううぅっっっ！！！」

　セリフの途中でテーブルの下で、ありすに足を蹴けり飛ばされる。

「ユウキはもっと女性の扱い方を勉強したほうがいいわね」

「ぜ、善処します」

「よろしい。けど、あんな自然にワタシを紹介したのは、立派だったわ」

　オレは蹴り飛ばされた足をなでながら答える。

「さっきのアドリブっぽいセリフとかは、色々あって得意になっちまったんだよ。で、あんな感じで愛め衣いや小さ夜よちゃんに紹介して、側そばにいても不自然じゃないようにすればいいんだな？」

「ええ、そうよ。頼りにしているわ」

「頼りにねぇ～」

　どこか胡う散さん臭くさいそのセリフに、溜ため息いきをつく。

　すると、ケーキに向かっていたありすのフォークが動きを止める。

「……どうやら今回の調査対象が帰宅したようね」

「愛衣が？　でも、なんでそんなことがわかるんだ？」

「玄関が開く音と『ただいま』っていう声が聞こえたのよ」

　その返答に首をひねる。

　ここから玄関は真逆だし、店内のざわめきで声が聞こえるとは思えない。

　ありすはほんの少し眉まゆを動かす。

「とりあえず、調査対象が店にくるまで、仲のいい知り合いっぽく話をしましょう」

「仲のいい知り合いって、どんな話をすればいいんだよ？」

「こういう時は、紳士のほうから話題をふるものよ」

　悪かったな。

　こちとら日本男児。イギリス紳士にゃなれないよ。

　話題を探していると、ありすがため息をつく。

「それじゃワタシが話すから。さっきみたいに適当に会話を合わせて」

「了解、お嬢様のご指示通りに」

　おどけて首をすくめる。

　彼女は返事を聞くと、フォークを置いて見詰めてきた。

　雰ふん囲い気きが変わる。どうやらここからはお嬢様モードでいくらしい。

「あのね。実はですね……ユウキさんの子供ができたから、認知して欲しいんですの！」

「ぶぅー！」

　飲んでいたコーヒーを吹き出す。

「安心してください、責任をとってとは申しませんから。この子はワタシだけで育てます。一人で病院に通うのは心細いですが、お腹なかの子のためにも頑張りますわ」

「ちょっ！　おまえ！　何言ってんだよ！」

　ありすが自身のお腹をなでながらセリフを続ける。

「でも、子供のために父親だということは認めて欲しいんです。それ以上は絶対に望みませんから！　だからお願いします。この子のこと、認知してあげてください！」

　この会話に店内にいた他ほかのお客さんも聞き耳を立てていた。

『あの子たちってまだ高校生ぐらいでしょ。なのにあの年でもう……』

『男のほうは最低ね。女の子に全部の責任をおしつけて』

　そんなひそひそ話が否いや応おうなしに耳に入ってくる。

「ちょ！　ちょっと待ってくれ誤解だ！　彼女とは今日会ったばかりで！」

　訂正しようと周りに視線をむけると、すぐ側そばに愛め衣いが立っていた。

　その顔は真まっ赤かに染まり、瞳ひとみは釣り上がっていた。

「め、愛衣さん……あのとりあえずお話をきいてくださ――」

　最後までセリフを言うことができなかった。

　なぜなら、愛衣の右ストレートが顔にめりこんだからだ。

　これは世界をねらえる右だぜとか、そんなことを考えて床に倒れた。





　◇






「だから、さっきのはネトゲの話なんだって」

　隣に座った愛衣に必死に言い訳をする。

「……何よそのネトゲって」

　ネトゲとは――ネットゲーム、つまりネットにつないで多人数で遊ぶゲームのことだ。一般的にネトゲといえばＭＭＯＲＰＧ（マッシブリー・マルチプレイヤー・オンライン・ロールプレイングゲーム、つまり多人数同時参加型オンラインＲＰＧ）を指し、大人数で同時にゲームに参加し、パーティを組んだりギルドに参加したり、友達になったり恋人になったり、モンスターを倒したり対人戦をしたりする。

「だから、結婚するとネトゲ上でもらえるアイテムがあって、それが欲しかったからありすと話してアイテム目当てで偽にせ結婚したんだよ。で、システム上、結婚後ランダムで女性が妊娠するっていうイベントがあって、さっきのはそのゲームの話だったんだよ」

　その説明に愛め衣いは少しだけ機嫌をなおす。

　彼女はため息をつき、まったくこれだから優ゆう樹きは、とぼやいた。

「それで今日転校してきたこの人が、そのネトゲとやらの知り合いで、しかも遠縁の親しん戚せきなのね。でも今け朝さ、そんな話してなかったわよね？」

「オレも転校してくるとは聞いてたけど、今日だとは知らなかったんだよ」

　ちょっと苦しいか？

　愛衣が疑問をいだく前に喋しやべり続ける。

「家の都合で、一週間しかこっちにいられないらしくてさ。せっかくだからいい思い出を作ってもらおうと、色々この辺の案内をしてたんだよ」

　愛衣は胡う散さん臭くさそうに目を細める。

「それ嘘うそじゃないわよね？」

「う、嘘なわけないだろ」

　冷や汗が背中をつたう。

「嘘ではありませんわ。ユウキさんとは遠縁の親戚で、思い出作りのために案内をしてもらっていたんですの。おかげでこのような素晴らしいお店を知ることができましたわ」

　ありすは猫を被かぶり、お嬢様モードで助け船を出してくれる。

「…………」

　愛衣は初対面の人間が苦手のため、何も言わずそっぽを向く。

　ありすは気分を害した様子もなく、さらに話しかける。

「ところで猫ねこ柳やなぎさんとユウキさんは、どういったご関係なのかしら。もしかして恋人同士？」

「……名字で呼ぶの止めてちょうだい。好きじゃないから。名前でいいわよ」

　猫柳という名字を呼ばれるたびに実家にいた頃ころを思い出すから、そう呼ばれるのが好きではないと昔に言われたことがある。

「ごめんなさい。それじゃ愛衣さんと呼ばせてもらいますわね。ワタシのことも名前で呼んでくださいね」

「それじゃありすさんって呼ばせてもらうわ。わたしと優樹はただの幼なじみよ。面倒をみてあげないと、こいつは三日も生きていけないダメ人間だから、しょうがなく世話をしてやってるの」

「オレはオマエのペットか？」

「似たようなもんでしょ」

　愛め衣いは得意気な顔で言い切る。

「仲がいいんですね。羨うらやましいですわ。ワタシは一人っ子で、よく兄きよう妹だいが欲しいと思っていたんですの。ほんと、愛衣ちゃんみたいな可愛かわいい子が妹だったらよかったのに。でもごめんなさいね、恋人と勘違いして。そうよね、愛衣ちゃんはたしかにユウキさんの好みではありませんもんね」

　愛衣の眉まゆがぴくりと揺れる。

「それ、どういう意味？」

「前にゲーム中にユウキさんとチャットしたとき、彼が女性の価値はおっぱいで決まると熱弁をふるってらっしゃったので」

「ちょっ！　おま！」

「ただ大きいだけではなく形や色、触ったときの感触、感度、腰のくびれとの対比がいかに重要かを延々三時間ほど演説されまして。そのさい、真っ平らな胸に価値はない、貧乳は希少価値だなんておためごかしも甚はなはだしい！　アイロン台に欲情する人間なんていやしない！　……と、おっしゃっておりまして」

　ありすは愛衣のコンプレックスを刺激する単語をならびたてる。

　これも調査の一環なのか!?

「へぇ～、そうなんだ。ずいぶん面白い演説をしたようね」

　それにしてもやりすぎだ！　愛衣の暗く燃えたぎる怒りを受けるのは、誰だれでもないこのオレなのだから！

「ありす、嘘うそをつくのもいい加減にしろ！　そんな力説したことないぞ！」

　彼女の瞳ひとみの温度が下がる。

　今の発言は、調査の妨害だと雄弁に語っていた。

（そんなのクソくらえだ！）

　いくら調査のためだからって、愛衣を傷つけるような発言を許していいはずがない。

　ありすを強くにらみ返す。

「愛衣、こいつの言ってることはでたらめだ。オレは人を胸で判断する人間じゃない。信じてくれ！」

「優ゆう樹き殿！」

　ありすの後ろに立つメイド、稲苗代いなわしろ梓あずささんが声を荒あらげる。

　邪魔をするなと言いたいのだろう。

　空気がさらに硬質化し、緊張感を増大させる。

「わたしは優ゆう樹きのことを信じるわ」

　その空気を最初に破ったのは、愛め衣いの温かなセリフだった。

「愛衣……ありがとう」

　さすが長い付き合いの幼なじみで、しかも仮とはいえ婚約者だ。

　自然に口元がゆるむ。

「もちろん信じるわよ。だいたい優樹が三時間程度の演説で、すべてを語り尽くしたはずないし。胸以外にも色々力説したんでしょ!?」

「信じるってそっちかよぉぉおおぉッ！！！！」

　意外な裏切りに思わず叫んでしまう。

「当たり前でしょ！　あんたが女の子の好みを語って、胸だけにとどまるはずないでしょ！　さぁ、他ほかに何を力説したのかきっちり吐いてもらうわよ！」

　愛衣は席を立つと、オレの耳をつかみずるずると引きずっていく。

　怒りでチョーカーの封印だけでは抑えきれなくなったのか、体が淡く光り輝いた。

「愛衣！　ちょっと待って！　話を聞いてくれ！　いえ、お願いします、聞いてください！　っていうか、ちょっとは幼なじみを信じろよぉおおおおぉぉおぉッ！！！！」

　そして、クモが巣に獲物を運ぶように、オレは家の奥へと引きずりこまれた。
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　喫茶店を出て近所の公園へと移動する。

「猫ねこ柳やなぎ愛衣、怒って人前で元に戻らなかったのは評価するけど、力を溢あふれさせたのは感心しないわ。マイナス一〇点」

　そう言ってありすは携帯を操作し、点数を引く。

　どうやら採点は携帯でおこなっているらしい。

「それじゃ、引き続き戌いぬ威い小さ夜よの調査に取りかかりましょう」

「断る。もう二度と調査の協力なんてしないからな！」

　ありすの催さい促そくにすぐさま拒絶の意志をあらわす。

「どうして？　さっきまで乗り気だったじゃない。それにもし協力を拒否するなら、二人を問答無用で強制送還するわよ。それでもいいの？」

　彼女は不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　だが、そんな脅おどしはもう通じない。

「断固として断る！　だいたいその調査が終わる前に死んでしまうわ！」

　ほほにはひっかき傷やびんたの痕あとがあり、服にはクツの跡がハンコのようにくっきりと残っている。

「痛そうね」

「痛いわ！　ものすごく痛いわ！　っていうか、言うことはそれだけか!?」

　協力者なら、もっといたわりの言葉を寄こせよ！

「さっきのは猫ねこ柳やなぎ愛め衣いを怒らせて多人数の前で元の姿に戻るかどうかをみる調査だったの。だから、ある程度の暴行は覚悟してねって言ってたでしょ」

「言ってないし、聞いてない！」

「そんなはずはないわ、ワタシはたしかに思し念ねん波はを送ったはずよ」

「『思念波』ってまんま『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラツド・ブルー』のネタじゃねぇか！　あれはアニメの中の能力でこの現実世界じゃ誰だれにも使えないんだよ。頼むからもうオレを解放してくれ！　このままじゃ死んじまう！」

「それは無理ね。まだ調査開始一日目よ？　それに次は絶対に危険な目にあわせないから安心して。梓あずさ」

「はっ」

　呼ばれた梓さんが次の試験の説明を始める。

「次の調査対象は戌いぬ威い小さ夜よとなります。これから優ゆう樹き殿には、彼女をメールでこの公園に呼び出していただきます」

「へっ、それだけでいいの？」

「でも、呼び出した後、この公園で戌威小夜にキスをせまってちょうだい」

　ベンチに座っているありすが注釈をくわえる。

「キスって、それが何の調査になるんだよ」

「今度は戌威小夜が外――いつ人目に付くか分からない場所で、正体がばれるような行動をとらないかの調査よ。いくら愛いとしい相手から求められても、正体がばれるような軽けい々けいな行動をとれば点数を引くわ」

　たしかに現在は夕方だが、公園には割と人がいる。

　妖あやかしは異性の気が何の準備もなく突然混ざると元の姿をたもてなくなる――そんな危険な行為を屋外でやったら、そりゃ減点されるだろう。

　今け朝さは小夜ちゃんとキスをして元の姿に戻らせてしまった。

　けれど、あれは事故だ。あんなことはそうそうおきるはずがない。

　それに気が混じっただけなら心の準備さえしていれば抵抗もできるが、妖力吸収体質のせいでキスをしたら一〇〇％正体がばれてしまう。

　小夜ちゃんはそのことを身をもって知っているから、たとえせまっても絶対に拒絶する。

　この調査、もらった！

「了解、了解。それなら手伝ってやるよ。危険もなさそうだしな」

　携帯を取り出し、公園に来てくれるようメールする。




『from：倉くら田た優ゆう樹き

　タイトル：急なお願いだけど

　本文：ごめん、今時間があったら公園に来てもらえないかな？　お願いしたいことがあるんだけど』




　送信から一分もかからず、すぐ返信がくる。




『from：戌いぬ威い小さ夜よ

　タイトル：了解致しました♥

　本文：公園ですね、了解致しました♥　デートに誘ってもらえるなんてうれしいです。着替えますので少々お待ち下さい。十五分ほどで着くと思いますので』




　メールを確認すると、携帯を閉じる。

「すぐ来るって。これでいいか？」

「ふふ、獲物がかかったようね。この白夜の世界にいるかぎり、我から逃れることはできぬ――」

「…………はいはい、分かった分かった」

　ありすはアニメ台詞せりふを言いながら、梓あずささんを連れて木陰に隠れる。

　二人の姿が消えるのを確認して、大きく溜ため息いきをつき、小夜ちゃんがあらわれるのを待った。
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　十五分後、小夜ちゃんが公園に姿をあらわす。

　見慣れた着物姿だったが、慌あわてて出て来たのが分かるほどいつもに比べて着方が雑だ。

「キスですか。もちろん喜んで！　ご遠慮なくどうぞ！」

『戌威小夜減点。繰り返す戌威小夜減点。マイナス十五点』

　調査開始三秒後、小夜ちゃんはあえなく減点となり持ち点を八十五点に減らす。

　耳じ小しよう骨こつに震動で音声を伝えるため、音が外部に漏もれることはない。

　そんなイヤーマイクロホンのイヤホン越しに、減点を聞く。

　常時通話状態にしているため、ありすの声がイヤでも耳に入る。

　彼女たちは近くの茂みに隠れて、こちらを監視していた。

（小夜ちゃん、オレの体質を忘れたのか……？）

　もしかしたら舞い上がりすぎて、体質のことなんてどこかに行ってしまったのかもしれない。

「それでは優ゆう兄にいさん、いつでもどうぞ」

　彼女は目をつぶり、閉じた唇を突き出してくる。

　ほほはリンゴのように赤く染まり、影が落ちるほど長いまつ毛は期待か不安かかすかに震えている。

　そんな可愛かわいらしい姿を見せ付けられたら、年下とはいえついキスをしたくなるが、まさか本当にするわけにはいかない。

　なぜなら、キスをしたら確実に犬いぬ神がみの姿にもどるからだ。

　そうなれば一発で強制送還になってしまう。

　困っていると、ありすの声が聞こえてくる。

『調査のためにキスをせまるよう頼んだけれど、本当にしてはダメよ。こんな人が多い場所で万が一戻られたら冗談じゃすまされないわ。だから、妨害させてもらうわね』

　もちろんだよ！　さすが調査員！　こういう場合の対策もちゃんとしているなんて！

　すぐ側そばに小さ夜よちゃんがいるため声を出すわけにはいかず、ありすに分かりやすいように大きくうなずき親指をたてる。

『それじゃ梓あずさ、早速、ユウキの恋人の振りをして戌いぬ威い小夜を追い払ってちょうだい』

『はっ、了解いたしました！』

「ちょっと待――！」

　呼び止める声も間に合わず、ありすと一緒に見守っていた梓さんがこちらに走り寄ってきた。

「お待たせして申し訳ありません、優ゆう樹き殿。さあ、参りましょうか」

「…………優兄さん、こちらのメイドさんはどなたですか？」

　突然のメイド登場に、小夜ちゃんはまぶたを開くと、底冷えする声こわ音ねでたずねてくる。

「この人はその、なんて説明したらいいか」

「自分は優樹殿の恋人をしている稲苗代いなわしろ梓と申します」

「「!?」」

　とっさに言い訳が思いつかず口ごもっていると、梓さんがさらに事態を悪化させる。

『本気じゃなかったのに。あいかわらず梓には冗談が通じないわね』

　通じないって知ってるなら、最初から冗談なんて口にするな！

「優兄さんの恋人……？　でも、そのメイド服はいったい。はっ!?　そういうことですね!?」

　梓さんの一言に動きを止めていた小夜ちゃんが、急に声をあげる。

「このかたは優兄さんの愛人ですね！　だからメイド服を着てらっしゃるんですね！」

「なんでメイド服を着てたらオレの愛人になるんだよ!?」

　その飛躍的な考えに思わずツッコミを入れる。

「メイド服を着ているということは使用人のかたということです。本妻の私を差し置いて下げ女じよに手をつけるなんて！　でも、ここで怒ったりしてはダメですよね。愛人の前では本妻の度量を見せなくては。男は船、女は港、愛人のひとりやふたり……後でばれないように始末すればいいわけですし」

「落ち着いて小さ夜よちゃん！　いっかいの高校生に愛人なんているはずないだろ!?　だいたい、それ中学生のいうセリフじゃないから！」

「いやですね、優ゆう兄にいさん。私はいたって冷静ですよ。心しん慌こう意い乱らんになんかなってませんよ。ちゃんと証拠は残らないようにしますから、安心してくださいね」

　表面上冷静さをよそおっているが、梓あずささんの登場に実際はかなり混乱しているようだ。

「ごめんなさいね、うちのメイドが迷惑をかけて」

「ありす!?」

　近くの茂みに隠れていたありすまで小夜ちゃんの前に姿をあらわす。

「ほ、本当に愛人がふたりもいるなんて……愛人のひとりやふたりとは言いましたが、まさかに優兄さんが、四よん股またをかけていたなんて……」

　ありすの登場で、小夜ちゃんの怒りに火が付く。しかし彼女は慌あわてず猫を被かぶったお嬢様モードで、事態を鎮ちん火かさせた。

「残念ですが、ワタシはユウキさんの愛人ではありませんわ。遠縁の親しん戚せきですの」

「ふぇ？　遠縁の親戚さん、ですか？」

「そ、そうなんだよ！　こいつは兎うさ月つきありす。家の都合で短期留学あつかいで、一週間こっちにいることになったんだ。さっき愛め衣いにも紹介したから、次は小夜ちゃんにと思って」

「では、こちらのメイドさんは？」

「小夜ちゃんを驚かせようと、けしかけたうちのメイドです。ユウキさんの恋人でも愛人でもありませんから、どうかご心配なさらず」

　ありすの言葉に小夜ちゃんはようやく怒りを静め、胸をなでおろす。

「そうだったんですか。もう、優兄さんも皆さんも、意地悪しないでくださいよ」

「ごめん、ごめん。悪気はなかったんだけど、ちょっと驚かせようと思ってさ」

　頭を掻かいて謝罪する。

「では、あらためて自己紹介させていただきますね。兎月ありすと申します。こちらはうちのメイドの稲苗代いなわしろ梓。一週間の短いあいだですが仲良くしてくださいね」

「ご丁てい寧ねいにありがとうございます。戌いぬ威い小夜と申します。こちらこそよろしくお願いしますね、ありすさん、梓さん♪」

　小夜ちゃんはさきほどとは一転して、どんな相手でもなごませる笑顔であいさつをかわす。

「でも、私を驚かせるため梓あずささんに恋人のフリをさせたのは分かりますが、どうして優ゆう兄にいさんはキスなどせまってきたんですか？」

　ぐはっ!?

　たしかにそれだと矛盾が生まれる。

　まさか妖あやかし調査試験のためにキスをせまったなんて言えるはずがない。

「それは、えっと、小さ夜よちゃんを呼び出してありすと梓さんを紹介するつもりだったんだけど、あまりに小夜ちゃんが可愛かわいくて、自分の気持ちを抑えられなかったんだよ」

　これはあまりに厳しい言い訳だ。

　となりで聞いていたありすと梓さんも、『そんなんで騙だませる人なんているはずないでしょ』みたいな顔であきれている。

「そんな沈ちん魚ぎよ落らく雁がんなほど美人だなんて。えへへ、優兄さんに褒ほめられるととっても嬉うれしいです。キスも遠慮なくおっしゃってくださいね。私の体も、心も、魂さえ全部優兄さんのものなんですから♪」

　だが、小夜ちゃんはあっさりと騙されほほを赤くする。

『なにこのバカップル』という視線をありすと梓さんからたっぷりとそそがれた。

「ま、まぁとりあえずそういうわけだから、一週間短いあいだだけど小夜ちゃんもふたりと仲良くしてあげ――」

　そう言いながら、愛あい想そ笑いを浮かべていると、




『かーごめ、かーごめぇー』




　突然、誰だれもが一度は聞いたことがある童話の曲がながれる。しかし、その曲調は異様に暗い。




『かーごのなーかの鳥は、いーついーつ、出やるうぅー』




　しかも唄うたっているその声には、イヤというほど耳覚えがあり、さきほどから悪寒が止まらない。

　流れる音楽と唄い手をみんなで探すが、発見できずにいた。




『鶴つると亀かめがすーぅべったぁー。後ろの正面、だぁぁぁぁぁあぁぁああぁああれ？』




　歌が終わると同時に、殺気が稲妻のように全身を走り抜ける。

「ひぃっ！」

　振り返ると、小さ夜よちゃんを溺でき愛あいしている戌いぬ威い賢けん悟ごさんが白い死しに装しよう束ぞく姿であらわれる。普段は微笑ほほえみで細くなっている瞳ひとみを限界まで広げ、巨大な大おお鋏ばさみを両手に握っていた。

　彼も小夜ちゃんと同じ犬いぬ神がみ一族の犬神だ。

　ありすや梓あずささんも、どうやって賢悟さんが姿をあらわしたのか分からず驚いていた。

　彼の目は毛細血管がぶちぶちと切れ真まっ赤かに血を滲にじませ、口から漏もれる息は冬でもないのに白く濁にごっていた。

「優ゆう樹きくん。僕はね、小夜が生まれた日に、ある表を作ったんだ。どんな表か分かるかい？」

　突然の登場と質問に思考が追いつかず、脊せき髄ずい反射で首を激しく横にふる。

「それはね。小夜の人生計画表だよ」

　そして賢悟さんは懐ふところから巻物を取り出し、開いて見せつけてくる。

「いいかいこの計画表に従えば、二十歳で文通、もちろんこの文通相手は僕が厳選に厳選を重ねた人物しか許さない。そして、二十一歳でデート。もちろん僕も保護者として付いていく。これは絶対に譲れない条件だ！　二十二歳。この年になれば手を繋つなぐことを許そう。僕だっていつまでも小夜にべったりしていたら嫌われるからね。おおらかな、この大空のような広い心でね。次は、二十三歳で腕を組むことを許そう。断腸の思いだが致し方ない。断腸の思いだがね！　二十四歳。ここでようやくキスが許される！　ここだ！　ここまできたら小夜も大学を卒業し、社会人としての経験を積んで、自立した大人おとなの考えができると僕は信じている。だからこそ！　ここで身を切り裂かれる思いで、あの可か憐れんで、艶つややかで、神聖な小夜の唇を許そう！　なのに君は十四歳の小夜にキスをせまった！　前に事故でほほにしたのはこのさい許そう！　あれは避けがたい事故だったんだから！　でも、これはダメだ。これだけは絶対に許されるべきじゃない。そんなことを要求する優樹くんを僕は許せない！　だから、ね」

　賢悟さんは今のセリフをほとんど息継ぎなしにまくし立てる。

　そして、手にしていた大鋏を見せ付けるようにかかげ、ジャキン！　ジャキン！　と動かす。

「そんなことを二度と考えないようにその唇を首ごと切り落とすから、ね？」

　オレは本能的に走り出す。

「までぇぇぇえぇッ！　唇を寄こせ！　首から上ごと寄こせえぇぇえっぇぇぇぇッ！」

「それじゃ死んじゃうじゃないですか！」

　賢悟さんは雄お叫たけびをあげ、ジャキン！　ジャキン！　と鋏はさみを鳴らし追いかけてくる。

　その恐怖はショウ以上だ！

「賢悟叔お父じさんのばかぁあぁッ！　私たちは婚約者同士だからいいんです！」

　小夜ちゃんの怒鳴り声は、賢悟さんに冷静さを取り戻させるどころか火災現場にガソリンをぶちまける効果しかない。

『聞こえるユウキ？　戌いぬ威い賢けん悟ごの奇行により戌威小さ夜よはさらにマイナス一〇点ね』

　イヤーマイクロホン越しに、ありすが冷静な声こわ音ねで減点を告げる。しかし今はそれに反応する余裕はなかった。

　後うしろから首を切り落とそうとせまる賢悟さんから逃げ回るだけで精せい一いつ杯ぱいだからだ！

「助けて！　助けて！　助けてくださいぃいいいぃいぃぃいいいぃぃッ！！！」

　そんな命いのち乞ごいの悲鳴が夕焼けの空にどこまでも響き渡った。





　◇






「はぁー、はぁー、こ、今回は本気でやばかった」

　あの後、大おお鋏ばさみを持って追いかけてくる賢悟さんを振り切って自宅へと滑すべりこんだ。

　彼から逃げるとき、公園の柵さくをこえ木々のあいだや崖がけなどを走り回ったせいで制服はぼろぼろになる。

　髪に絡まっていた葉っぱを捨てて玄関をあがる。

「おかえりなさい、遅かったわね」

「優ゆう樹き殿もいっぱいいかがですか？　自分が作ったクッキーもあります。お口に合えばいいのですが」












　と、梓あずささんが紅茶のポットを軽くかかげる。

「すみません、なんか気を遣つかわせちゃって。それじゃいただこうかな。あっ、その前に着替えないと――じゃなくてなんでうちにいるんだよ！」

　あまりに自然に兎うさ月つきありすと稲苗代いなわしろ梓さんが人の家でお茶を飲んでいたため、危うく流してしまうところだった。

　ありすはそんな質問も意にかいさず、優雅にクッキーを口に運ぶ。

「まさか窓を割ったのか？　それともピッキング？」

「そんな野蛮な犯罪行為をするはずないでしょ。ちゃんと玄関から入ったわよ」

　心外そうに眉まゆをひそめる。

「え、あれ？　もしかして玄関の鍵かぎが開いてたのか。そりゃ疑うたぐって悪かったよ」

　だからといって無断で人の家にあがるのはどうかと思うが……

「安心しなさい、ちゃんと鍵はかかっていたわ。ちょっとユウキから鍵を借りて作った合い鍵であがらせてもらっただけよ」

「やっぱり犯罪じゃねぇか！　勝手に合い鍵なんて作るなよ！」

「もう必要ないから返すわ」

　テーブルの上に置かれた合い鍵を奪うようにとる。

　しかし、いつすったんだ。まったく分からなかったぞ。

「とりあえず今日の調査はおしまいね。初日だし、調査対象をじかで見るという目的も果たせたしね」

　ありすはティーカップを置くと微笑ほほえむ。

「これから一週間、調査協力よろしくね。『我が礎いしずえは穿うがたれた。白夜の世界が全界を覆おおう日も近い――しもべよ、より一層の励れい起きを期待しておるぞ』」

　だが、オレはその表情からはまったく善意をくみ取ることができなかった。

「それでは優ゆう樹き殿、今日は失礼します」

　梓さんがお茶のセットをかたづけると、一礼する。

　ありすはそれを見届けてから居間を出た。その後あとに梓さんも続く。

「…………」

　残されたオレはただただ溜ため息いきをつく。

　ラクだと思っていた試験だったが、愛め衣いと小さ夜よちゃんは早速マイナス点をもらっている。

　こんな調子で本当にこの一週間を乗り切ることができるのだろうか――





■第三章　かしまし日和







　兎うさ月つきありすが転校してきて二日目の火曜日。

　昨日きのうに引き続き、オレは妖あやかし調査に協力させられていた。

「今回は愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんが街で遊ぶそうだから、尾行して妖だと示し唆さする言動をしないか調査するわよ。迷ったときの道案内をお願いね、ユウキ」

　授業がすべて終わり、小夜ちゃんから放課後久しぶりに街で遊ばないか、というお誘いのメールをうけとったのが事の発端だ。

　街とはオレたちが生活をしている地元から車で三十分のところにある、商業施設やオフィスビルが建ちならぶ中心街のことだ。

　愛衣がショウに監禁されたホテルもここに建っている。

　そして、メールを盗み見たありすは勝手に断りの返事を送り、直後に尾行の協力者としてオレを引っ張り出したのだった。

「そりゃ昨日妖試験の手伝いを約束したから、道案内も尾行も別にいいけど、なんでこんな格好までしないといけないんだよ？」

　現在着ている服装に視線を落とす。

　紺こんのスーツにチョッキ。その上にインバネス・コートをはおり、鹿しか撃うち帽をかぶっている。

　まるで霧深いロンドンが似合う探偵のようだ。

　そんな格好でオレたちは、駅前にある銅像の影に隠れている。

　おかげで怪しさが増し、周囲にいる人たちより目立っている気がするんだが……。

「これが尾行するときの伝統的な格好だからに決まってるじゃない」

「どこの伝統だ、どこの。探偵アニメの見過ぎだって」

「ほら文句いってないでそろそろ来るわよ。顔を隠して」

　嘆たん息そくして、近くのコンビニで買ったスポーツ新聞を広げる。

「あれ、そう言えば梓あずささんは？」

　いつもありすの影のように張りついている戦闘メイド、稲苗代いなわしろ梓さんの姿がなかった。

「さすがにメイド姿の梓が隣にいたら目立つから、離したのよ」

「なら教室でも席外してもらえよ。凄く目立ってるぞ」

「そんなことより、来たわよ」

　ありすはこちらのセリフを無視して、ひじで脇わき腹ばらをついてきた。

　彼女の言う通り駅の改札口から、見覚えのある顔が出てくる。

　黒くろ蜜みつ色の髪に、一輪だけ咲く花びら形の髪留。城じよう南なん中学の制服であるワンピースを着た戌いぬ威い小さ夜よちゃんだ。

　彼女はオレたちが隠れている銅像の前に立つ。

　一緒に学校を出ているはずの愛め衣いの姿がない。

　トイレにでも行っているのだろうか？

（しかし、昨日きのうは二人ともいきなりポイントを減らすんだもんな）

　楽勝だと思った調査だったが、もしかしたらかなりマズイのかもしれない。

　もしこのままポイントを減らし、二人が強制送還になったら……刃にん傷じよう沙ざ汰た、無理心中……

（いや、いや！　二人とも年下だが、オレよりしっかりしてるし、常識をわきまえている。昨日はたまた運が悪かっただけだ）

　不意によぎった悪い考えを振り払うため、自分に言い聞かせる。

「こんにちは。ねぇ君一人？　誰だれかと待ち合わせ？」

　そんなことを考えていると、ピアスをあけた人相の悪い男が小夜ちゃんに声をかける。

　彼も制服を着ており、すぐに北きた城しろ高校の生徒だと分かる。

　ちなみにそこは男子校だ。

「その制服、城じよう南なん中だよね。おれ北きた高こうなんだけど、うちもツレと待ち合わせしてるんだよね。これからカラオケに行くんだけど、よかったら一緒どう？　ツレの中には女子もいるからさ、怖いことないから」

　そんな常じよう套とう句くをならべて、男子高校生は必死にナンパする。

　小夜ちゃんはジュニアアイドルだって裸足で逃げ出すほどの美少女だ。そりゃ必死になって口く説どこうとするわけだ。

　彼女はナンパにたいして嫌悪感をあらわさず、丁てい寧ねいに断りのセリフをつげる。

「申し訳ございません。今日はお友達と二人で遊ぶ約束をしているので」

「なら、その友達も一緒でいいからさ」

　それでもピアスの高校生は食い下がった。しかし――

「そのお友達も私にも、操みさおを立てている想おもい人がいらっしゃるので。あなたの申し出をお受けすることはできないんです」

「みさお？　おもいびと？」

「倉くら田た優ゆう樹きさんとおっしゃるのですが、できるなら自分以外誰も入れない部屋に監禁して、私しか見えなくなるまでずぶずぶに溶けるほど甘やかしてあげたくなる殿方なんです。毎日ひざまくらをして、私だけが作ったものを食べていただいて、私だけが床に添い寝して、求められたらいつでも体を差し出し、あの方が望むなら私はいつでもどんな人でも、例たとえばあなたでも、この手にかけるでしょう。犬いぬ神がみ一族の名に賭かけ、この誓いに嘘うそ偽いつわりはございません。ですので、申し訳ありませんが、ご要望にはお応こたえできません♪」

　そのあまりのセリフに、周囲にいた人々が動きを止める。

　っていうか犬いぬ神がみ一族の名前を出すなんて！

「戌いぬ威い小さ夜よ、公衆の面前で犬神一族の名前を使ったためマイナス一〇点」

「ぐはぁッ！」

　隣にいるありすが容赦なくポイントを減らしていく。

　小夜ちゃん！　どうしてそんな簡単にポイントを減らすような軽率なマネをするんだよ!?　と詰め寄りたかったが、今は尾行中、調査のことも秘密のためにそれはできない。

「そ、そっすか。すんません、声かけちゃって」

　ピアスをあけた高校生は、我に返ると青くなった表情でそそくさと立ち去る。

　大和やまと撫子なでしこで美少女の小夜ちゃんに笑顔でそんなことを言われたら、逃げ出したくなるよな。

「ごめん、小夜ちゃん。お手洗い混んでて……って、どうかした？　なんか周りの雰ふん囲い気きが変なんだけど」

　予想通り、ハチミツ色の髪を揺らし、小夜ちゃんと同じ城じよう南なん中学の制服を着た猫ねこ柳やなぎ愛め衣いが駆け寄ってくる。

　彼女はいまだ凝ぎよう固こしている周りの人々を眺め、小首を傾かしげる。

「なんでもありませんよ。それでは行きましょうか、期間限定の生どらが売り切れてしまうといけませんから」

「そうね。ちゃっちゃと行きましょうか」

　そして、愛衣と小夜ちゃんは並んで街へと歩き出す。

　二人の背中が人波に消えてから、オレたちは銅像の影から姿をあらわした。

「一族の名を出すのはよろしくなかったけど、なかなか斬ざん新しんな断り方だったわね。しかも建前のごまかしではなく、桂かつら葉は清水しみずのような透明感ある純粋な想おもいを語っているのに好感を覚えるわ」

「覚えるな！　しかも冗談じゃなくて本気で尊敬の念を抱くのやめろ。こっちは重すぎて取り扱いに困っているんだから」

　小夜ちゃんみたいな胸も大きく、家事もできて性格もいい美少女に惚ほれられるのは嬉うれしいが……どんなモノでも行き過ぎると辛つらくなることを身をもって思い知る。

「てか、なんだよ桂葉清水って？」

「知らないの？　日本名水百選のひとつよ。やれやれね、常識のない人と話していると本当に疲れるわ」

「なんでその名水を知らないだけで、見み下くだされないといけないんだよ。だいたいどこでそんなモノ覚えたんだ」

「昔、『日本名水百選タン』という、名水を擬人化する企画を思いついて色々調べたのよ。でも結局当時はイラスト化する腕がなかったから、企画倒れしちゃったけどね」

「そんなアホな動機で……」

　別の意味で恐れおののいてしまった。

「でも、結構需要があると思うのよ。ユウキはどう思う？」

「んなこといいから、そろそろ二人を追うぞ。これ以上距離をあけられたら完全に姿を見失っちまう」

　まず生どらを買うようだから、行き先は分かっている。だが、二人がきまぐれに目的地を変えるかもしれない。

「そうね。距離もだいぶ離れたし、後を追っても大丈夫そうね」

　ありすは一度咳せきをして表情を作りかえる。

　そして嬉々としてアニメセリフを垂れ流した。

「さぁお逃げなさい罪人たちよ。しかしこの銀色の夜にいるかぎり、どこへいこうと無駄と知るがいいわ」

　そんなセリフを喋しやべり続けるありすと一緒に、オレは溜ため息いきをつきながら、二人の背中を追うために雑踏の中へと歩き出した。





　◇






　愛め衣いと小さ夜よちゃんの二人は、予定通りまず『どら屋』で期間限定の生どらを買って食べる。

　その後、ウィンドウショッピングをしてから、現在はアーケード内でクレープを買ってベンチに座り食べている。

　互いに違う味なのかたまに交互に食べ比べなどをしていた。

　オレとありすはベンチに座る二人の斜め後ろの曲がり角から、身を乗り出し様子をうかがう。

「今のところ妖あやかしを悟られるようなマネはしてないな」

　心配していたが、杞き憂ゆうだったようだ。

　安あん堵どで胸をなでおろす。

「しかしあんなに買い食いして夕飯食べられるのか。太ってもしらんぞ」

　愛衣が突然、携帯を取り出しメールをうつ。

　オレの携帯が着信を告げる。

「んおぉ!?」




『from：猫ねこ柳やなぎ愛衣

　タイトル：今、ピンときた。

　本文：今、失礼なこと考えたでしょ！　罰として明日起こしに行ったら、眼球にラー油を垂らすから』




「だから！　なんでオレの考えていることが分かるんだよ!?」

　もうこれは超能力の領域じゃねぇか！

「とりあえず明日は、愛め衣いたちが来るより早く起きないと。でも、そんなに早起きする自信ないんだよな。あっ、そうだ！　なぁありす、明日かくじつに起きられるようにメイドさんを一人貸してくれないか？　贅ぜい沢たくは言わないけどできれば年上のお姉様系で、美人系より可愛かわいい系の母性愛あふれるタイプで頼む。もしそれがダメならありすが起こしに来てくれないか？　そのときの衣装なんだけど、梓あずささんが着ている正統派タイプのメイド服じゃなくて裾すその短いミニスカメイドを――って、おい聞いてるのか？」

　控ひかえめな要望を口にするが反応がなく、聞いてるのか確認するため振り返る。

　だが、兎うさ月つきありすの姿はなく、少し離れたところでナンパされていた。

「面白い格好してるね。なんかイベントでもあるの？」

　しかもそのナンパ相手は、さきほど小さ夜よちゃんに声をかけていた北きた城しろ高校の男子高校生だ。

　ありすは猫を被かぶらず、硬く冷たい氷のような無表情で口く説どき文句を受け流していた。

「キミすっんごくキレイだよね。モデルさん？　今月の『ｒａｎｒａｎ』に出てたでしょ」

「…………」

「そ、そうだよね。出てないよね。俺おれの勘違いだったよ。でも！　それぐらいキミはキレイで可愛いって……」

　さっき小夜ちゃんにしていたように懸命にナンパするが、ありすの反応はない。

　さすがにそれ以上話しかける勇気はなかったようで、引き下がろうとする。

　そこに、なりゆきを見守っていたオレと彼の目が合った。

「なに見てんだよ。ヘンテコな格好しやがって。みせもんじゃねぇぞ！」

「いや、別にオレは野や次じ馬うまじゃなくて……」

「あァん!?　俺のことなめてんのか。俺マジパネェよ。空手百段だし」

「空手の段級位は十段しかないんだけど……」

「ああッ！」

　男子高校生が怒鳴り声をあげる。

　周囲を歩く人々が足を止め、好奇の視線を向けてきた。

「今、完全にディスったよな。ぶっ殺すぞ！」

「ごめんなさい。ワタシのツレが失礼なことをして。クラタユウキさんもあやまって」

　周囲の人々は、ありすが大事になるまえに仲ちゆう裁さいに入ったと考えているだろう。

　オレだけが彼女の瞳ひとみに浮かぶ喜き色しよくに気付き、わざわざフルネームを呼んだ意味を悟る。

「ゆう……き？」

「ええ、そうよ。聞いたことあるのかしら？　白い制服の女の子――戌いぬ威い小さ夜よちゃんと待ち合わせしていたのだけど、そういえば彼女剣道十段なのよね。日本刀を買うとか言ってたけど、まだかしら」

　ありすの唇に笑みが浮かぶ。

　威い嚇かくしていた男子高校生の顔が、そのセリフを聞くとすぐに顔色を青くする。

　今いま頃ごろ、彼の脳裏に駅前でナンパした戌威小夜ちゃんの『倉くら田た優ゆう樹きさんの為なら、誰だれであろうともこの手にかける』というセリフが再生されているだろう。

　さらに日本刀で切り刻まれている自分の姿が浮かんだのか、ガタガタと震えだし、直後その場で腰を九十度に折り曲げる。

「す、すんませんでした！　自分、ゆうきさんの顔を知らなくて！　調子乗っちゃって！　本当は空手百段も嘘うそです！　すんません！」

「いや、それは知ってるから……」

「これが今の手持ちの全部です！　どうかこれで勘弁してください！　俺おれまだ死にたくないっす！　だから、どうかあの女の子を刺し客かくに送りこまないでください！　本当に勘弁してください！　うちには俺の帰りを待つ母ちゃんと妹たちがいるんっす！　だから、本当に勘弁してくださいっ！！！」

　彼は財布を押し付けてくると、全力で逃げ出し途中で振り返り大声で謝罪する。

「ほんと、すんませんした！」

　それを最後に彼は、一いち目もく散さんに逃げ出す。

「いいリアクションだったわね。彼、将来有望よ」

「オマエは悪魔の化身か」

　ありすはほほを赤らめ身震いする。

　よっぽど彼のリアクションが楽しかったのだろう。

　だが、周囲はそうも言ってられない。

『やだかつあげよ』

『大人おとなしそうな顔しているのに。でも、ああいう子が将来性犯罪を起こすのよね』

「ち、違いますよ！　かつあげなんてしてません！　これは彼が勝手に押し付けてきたもので――っていうか、なんで性犯罪限定なんだよ!?」

　弁解するが、ざわめきを静めるまでにいたらない。

「あっ、騒ぎに聞きつけた愛め衣いちゃんと小夜ちゃんがこっちに向かってるわね」

　ありすが耳を動かし、二人がいるはずの方角に目を向ける。

「どうしてそんなことが分かるんだ？」

「乙女の勘よ」

「うわ、うさんくさ」

　だが、それが本当なら面倒だ。

「ありす！　のんびりしてないで逃げるぞ！」

　オレは彼女の手を取り、二人がいるアーケードに背を向け一いち目もく散さんに走り出す。

「手を取り合い走り出すなんて、まるでマンガやアニメのワンシーンみたいね」

「アホなこと言ってないで、足を動かせ！　足を！　頼むから！」

　ありすのマヌケな感想に怒鳴り声をあげながら、次の角を左折した。





　◇






「はぁー、はぁー、あぁつかれた」

　騒ぎを聞きつけた愛め衣いと小さ夜よちゃんから逃げるため、だいぶ距離を走った。

　だが、おかげで二人に姿を見られずに済んだ。

　現在はアーケードからだいぶ離れて、街の歓楽街に立っている。

　まだ店の開店には早く、閑かん散さんとしていた。

「まったくありすが面白がって、変な騒ぎを起こすからだぞ」

「あら、ワタシはただ名前を呼んだだけよ」

　この確信犯め。

「しかし、適当に走ったから、二人を見失っちまったな」

「困ったわね。このままじゃ監視を続けられないわ。ユウキ、二人が行きそうな場所とか知らない？」

「二人が行きそうな場所ねぇ……」

　いくつかの候補をピックアップする途中で、ふと思いつく。

（このままありすを二人に会わせなければ、ポイントを減らされずに済むんじゃないか？）

　偶然、彼女たちを見付けられなくても運が悪かっただけ。

　それなら仕方ないよな。

「……二人の行きそうな場所か。なら、あそこしかないな」

「なら、そこに行きましょうか。案内お願いできるかしら」

　ありすは微笑ほほえみを浮かべうながした。

「それじゃ行くか」

　オレは彼女を先導するように歩き出す。

（運悪く愛衣と小夜ちゃんを見付けられなくて、試験ができなくてもしかたないよな）

　こうしてオレは楽な選択肢を選ぶ。

　それがのちほど悪夢を引き起こすトリガーになるとも知らずに――





　◇






「ここに二人はよく来るの？」

　オレはありすをアニメ・ゲーム・マンガ専門ショップ、アニメルトの前へ引っ張ってきた。

　地上三階建てで、外壁にはアニメ調のキャラのポスターや新作イベント告知の垂れ幕が壁をおおうように貼はられている。

「何度か二人を連れて出入りしたんだ。そのときここを気に入ってさ。だから、今回も寄ると思うんだよ」

　嘘うそだけど。

　たしかにマンガがそろっているから何度か買いに来たことはあるが、愛め衣いはあからさまにイヤそうな顔で、小さ夜よちゃんは笑顔だが商品は手に取らずオレの後をアヒルのようについて回るだけだった。

　だから、連れてこなければ二人がここの敷居をまたぐことはない。

「なるほどね。それじゃ二人がここに来るまで待機してましょうか」

　オタクなありすはやっぱりこういう店が好きらしく、若干浮き足立ちながら店内へと入っていく。

　彼女が好きそうな店に連れて行って、楽しんでいるうちに試験を忘れてもらう作戦は功を奏した。

　一階が一般コミックや雑誌。二階が同人誌、同人ゲーム、十八禁アダルト関係。三階がコスプレ衣装売り場になっている。

　ありすはまず三階のコスプレ衣装売り場に突入する。

　ここは衣装だけではなく、小物や素材の布、コスプレ関係の書籍なども置かれている。

「コスプレって興味あったけど、なかなか実行するタイミングがつかめなかったのよね」

「今の格好もコスプレじゃないのか？」

　すそをつまみはためかせる。

　その指摘にありすは眉み間けんにシワをよせ反論した。

「今ワタシたちがしているのはコスプレじゃないわ。愛衣ちゃんと小夜ちゃんを尾行するための仕事着よ。ユウキは警察官や看護士さんが着ている制服を、コスプレと呼ぶのかしら？」

「よ、呼ばないです」

「ならワタシたちの格好をコスプレなんて呼ばないでちょうだい。コスプレとはもっと艶つややかで華やかなものを指すのよ」

「わ、悪かったよ。もうこの格好をコスプレなんて言わないから、怒るなって」

　ありすの熱弁に押されオレは大人おとなしく引き下がる。

　どうやら彼女なりの基準があるらしい。

「これって『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』の衣装よね。けっこうちゃんと作りこんであるのね」

　ありすは機嫌を直し、衣装を手に取る。

　生地の感触や取り付けられた装飾品のできを興味深げに観察する。

「たしかにそういう意味では、これこそコスプレだな。興味あるなら着てみたらどうだ？」

「これ着られるの？　売り物だから無理でしょ」

「売り物だけど、このショップは試着ができるんだよ。ほら、奥に試着室があるだろう。せっかくだから着てみろよ」

　ここで少しでも時間を浪費してくれれば、それだけ今日の調査を潰つぶすことができる。

「ダメよ。今は調査中なんだから。着替えている途中で、二人が来たら尾行できないわ」

「着替えなんて一瞬で終わるって、ここまで来たんだからちょっと袖そでをとおすぐらい罰ばちはあたらないって」

　彼女は衣装を手にして渋しぶるが、着てみたいという欲求を隠しきれてはいなかった。

　さらに最後の一ひと押おし。

「それに『銀色の白夜』のコスプレをしたありすを見てみたいな。きっとすごく似合うから」

「……本当にそう思う？」

　ありすは自身の髪を指先でくるくると弄いじりながら聞き返す。

　うつむいたほほは恥ずかしそうに薄紅色に染まり、視線はコスプレ衣装と自分の服を行ったりきたりしている。

「ああ、もちろんだよ！　その宝石みたいにキレイな銀髪は『銀色の白夜』の衣装に絶対映はえるって！　ありすのコスプレ姿を生で拝おがめるなんて、今日はツイてるな！」

「あら、キレイなのは髪だけ？」

「まさか、髪だけのはずないだろ！　ありすは美人だし、スタイルも抜群で、最初教室に入ってきたときは息をするのも忘れるほど見み惚ほれちゃったよ」

「……三十点、赤点ね。今度はもう少し女の子のほめかたを勉強しておくこと。でも、ユウキがそこまで勧すすめるなら、無む下げにするのもかわいそうね。それにすぐに着替えれば時間のロスは最小限に抑えられるし」

　赤点と評価したわりには、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

　その笑顔は童どう女じよのように幼くて、ありすを素直に可愛かわいいと思ってしまう。

　彼女は口元をほころばせ『銀色の白夜』の衣装を手に試着室へと入る。

「それじゃ着替えてくるわね」

　そんな彼女の背中を、オレは微苦笑で見送った。




　数分後、試着室のカーテンが開く。

「どう、似合ってるかしら？」

　真珠のように真っ白な衣装に袖そでを通したありすが、恥ずかしそうに立っていた。

　白いレースが飾りとしてふんだんに使われ、頭にも同色の大きリボンが結ばれていた。気品と可愛かわいらしさが混じり合うゴスロリ衣装は、まさに彼女のためにあつらえたようだった。

「おお、似合ってるぞ。キャラクターそのままだ。髪の色が一緒だから、本物の『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』っぽいな」

「でも、瞳ひとみは蒼あおくないし、胸のボリュームが足りないのよね」

　たしかにありすの瞳は赤く、若干胸元もボリュームが足りない。

　だが、それを差し引いても何の問題もない。それほど彼女に似合っていた。

「なんかセリフ言ったら、もっと本物っぽくなるんじゃないか？」

「そうかもしれないわね。こほん……『常白の支配者たる我に、たかだか人間ふぜいが勝てると思っているのか？』」

　顔と声を作りセリフを喋しやべると、まるで画面から本物が抜け出してきたかのような迫力だ。

「おお！　凄すごいぞありす！　アニメは一度観みただけだけど、まるで本物みたいだ！」

　賞賛に気分をよくした彼女は、さらにセリフを続ける。

「くッ、我が右目に宿りし『白き闇やみ』が、お主ぬしの力と共振するとは!?」

　彼女は右目を押さえおののく。

「おお、ほんとそっくりだな。なんかだんだん楽しくなってきたぞ」

「楽しく？　くふふふ……そう語れるのもひととき。じき我が白い闇に心を蝕むしばまれ支配され、ただの木で偶くとなるだろう。さぁ早く我が僕しもべになり、血肉と魂を捧ささげるがいい！」

　現在三階フロアーに店員以外誰だれもいない。そのせいでオレたちは調子にのって騒ぐ。

　ありすも役にのめりこんでいたが、さすがに声が大きくなり過ぎたことに気付き、視線を合わせてテンションを下げる。

　しかし、彼女とこうしてコスプレ衣装を手に取ったり、バカな話にのってふざけあうのはけっこう楽しいな。

　ありすもそう感じてくれているらしく、いつもより表情は緩み、自然に笑顔がこぼれる。

「ふふ、コスプレって楽しいわね。でも、ちょっと騒ぎ過ぎたわ」

「まあ大丈夫じゃないか。ここにはオレたちと店員しかいないし」

「自宅じゃないんだからちゃんとＴＰＯをわきまえないとダメよ。それじゃもう着替えるわね」

　もう少しだけ見ていたかったが、しょうがないか。

　ありすを待つためにカーテンの前に立ち、売り場を眺め時間をつぶす。

　目に付いた適当な衣装を手に取りしげしげと見る。

「それにしてもありすの『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』コスプレ、似合ってたな。目の保養ってああいうことを言うんだな。そうだ。今度愛め衣いや小さ夜よちゃんにもコスプレ衣装を勧すすめてみようかな。でも、愛衣は本気でイヤがりそう――ッぅ！」

　瞬間、喉のどを絞められたように息が止まる。

　心臓をざらりとした獣けものの舌でなぶられる。

　そんな感触を味わったのも、階段を見慣れた顔の少女たちが上がってきたからだ。




　猫ねこ柳やなぎ愛衣と戌いぬ威い小夜ちゃんだ！




（ど、どうして！　愛衣と小夜ちゃんがここにいるんだよ!?）

　慌あわてて目の前にあったワゴンより背を低くする。

　毎日ほとんど一緒に過ごしている彼女たちを見間違えるはずがない。

　だが、どうしてだ!?　誘わない限り、この手の店に来たことはないはずだ！

　オレは慌てて手にした衣装を掴つかんだまま、一番近い隠れ場所にかけこむ。

「!?」

　反射的にかけこんでしまった場所は、ありすが着替えている途中の試着室だった。

　思わず足を踏み入れてしまったカーテンの内側では、いまだありすが変装服を着ている途中だった！

「ユ、ユウキ!?　きゃっ！」

　上はすでに着替え終え、最後にズボンをはこうとしているところで乱入したらしい。

　可愛かわいらしいレースの白い下着に柔らかそうな太ふと股ももが眩まぶしい。

　彼女はほほを真まっ赤かに染めているが、目を丸くし混乱しているようで、オレと手にしている服を見比べ、何が起こったのかを把握しようとする。

（こ、こんな狭い空間にありすと二人きり!?　ど、どうするオレ!?　どうする!?）

　愛衣と小夜ちゃんから隠れるため、後ろ手でカーテンを閉める。

　そのせいで空間はより狭くなる。ありすの肌が体に触れ、柔らかな胸が、体温が、彼女の真っ赤な顔が間近にせまる。

　だが、逃げ出したくても、すぐに近くに愛衣と小夜ちゃんがいるため出られない。

　手に偶然持ったものを見る――落雷のようなひらめきが全身を走り抜ける。オレは手にしたうさみみ付きヘアバンドを彼女にかぶせた！

「な、なにこれ、兎うさぎの耳？」

　姿見にうつる自身の姿に彼女は困惑を深める。さらにオレが手にしている衣装に視線を落とす。

「その衣装って、『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』の使い魔、『リリア』のよね」

『リリア』とは、兎うさぎ耳をつけたメイドの姿をしている、使い魔の少女のことだ。アニメでは主あるじに付き従うドジっ娘こ的な役どころだったはずだ。

「うん、やっぱりそのヘアバンド、ありすにとっても似合ってる。思わず抱き締めたくなるぐらい可愛かわいいよ！」

「可愛い、抱き締めたくなる……そういうことは二人の気持ちをたしかめあって、ちゃんとステップを踏んだ人が言うセリフだと思うけど……というか、それを言いたくてわざわざ着替え中に飛びこんできたの？」

　口く調ちようには抑制がないが、ほほは真まっ赤かに染まり、服をぎゅっと握りしめて体をかくそうとしている。

　やはりいつもはクールなありすでも、男に着替えをのぞかれるのは恥ずかしいらしい。

「ごめんな驚かせて。でも！　『リリア』の衣装が目に入ってから、どうしてもありすが着た姿を見たくて！　うん、やっぱり想像通りうさみみ姿がとっても似合うよ。さらに『リリア』の衣装を着たら、さらに可愛くなるぞ！」

「ワタシの……うさみみ姿が可愛い？」












「えっ、ああ。すごく似合ってて、いいと思うぞ」

　予想していた反応と違い、ありすはなぜか驚いた表情を作る。

「そう、似合ってるんだ……ユウキは兎うさぎが好きなの？」

「あ、ああ。好きだね！　大好きだ！　小さくて、鼻がぴくぴく動いて、ニンジンなんかカリカリ食べてる姿はとっても可愛かわいいし、長い耳や赤い目は特徴があって素敵だ！」

「そう。……そうなんだ」

　彼女はなぜか嬉うれしそうに、指先で自身の髪をくるくると弄いじる。

　ほほは桜色に染まっていた。

　そんな姿が可愛らしく思わず見とれてしまい、カーテンごしに二人がいることを一瞬忘れてしまう。

　だが意識はすぐに危機感から復活し、続く言葉をたぐりよせる。

「だから頼む、この衣装を着たありすの姿を見せてくれないか？　ほんの一目でかまわないから！」

「調査に協力してくれるユウキの頼みだから、『リリア』の格好をするのはやぶさかではないけれど……」

　ありすは受け取った衣装を抱き締め、体を隠す。

「せめて着替えが終わってから頼みなさいッ」

「ぐふっ!?」

　不意打ちでみぞおちに拳こぶしをもらい、むせながら試着室から追い出される。

　痛みを堪こらえながらも、愛め衣いと小さ夜よちゃんに見付からないようすぐさま衣装の影に隠れる。

（ふう……危なかった）

　ありすが衣装に着替えるため、再び時間は稼かせがれた。

　その間に二人を追い出せば計画の狂いは修正される。

　幸いにもこちらに向かっていた二人は、試着室から離れた場所にあるコスプレ衣装を手に取り、夢中で話をしていた。そのためこちらにまだ気付いていない。

　どんな会話をしているのか気になり、距離を縮め耳を澄すます。

「優ゆう兄にいさんのご趣味を勉強しようと勇いさんで来たのはいいですが、色々ありすぎてよくわかりませんね」

「うわ、猫耳や犬耳まであるんだ。でも、わたし達には必要ないよね。自前で持ってるし」

「そうですね。ハロウィンとか仮装パーティーなどなら、元の姿に戻っても平気かもしれませんね」

（二人とも誰だれもいないとはいえ、何堂々と言ってんだよ！）

　ありすに二人の存在を気付かせなくてよかった。

　今のセリフを聞かれたら確実にポイントを減らされていた。

「でも小夜ちゃんも健気けなげよね。あんなダメ人間のためにこんな場所まで来るなんて」

　愛め衣いが頭の後ろで手を組み、あきれ口く調ちようで言う。

　オマエも小さ夜よちゃんの垢あかを煎せんじて飲んで、少しはその健気さを分けてもらえよ。

（じゃなくて、そうかわざわざそのために、普段近寄らないアニメルトに来たのか）

　気持ちはうれしいが、今ここにいられるのは困る。

　ありすが衣装に着替えて出てくるのも時間の問題だ。

　さっさと二人にはこの店から出て行ってもらわないと。

　携帯を取り出し、愛衣のアドレスを呼び出す。

「あっ、優ゆう樹きからメールだ」

「優ゆう兄にいさんからですか？　むぅー、愛衣ちゃんばっかりずるいです。依え怙こ贔ひい屓きです」

「文句は優樹に言ってよね。なになに……バイトの人が急に休んだせいで人手が足りなくて、茜あかねさんがわたしを探してるぞ、だって。あれ、おかしいな。今日は全員出てるって、街に出るとき確認したのに。小夜ちゃん、ごめんね。ちょっと電話するから外出るね」

「なら一緒に出ましょう、私もお付き合いしますね」

　そう言って二人は階段を下り一階へと向かう。

　同時に試着室のカーテンが開く。

　間一髪で、愛衣と小夜ちゃんに会わせずに済んだ。

「ユウキどこにいるの？」

「悪い悪い。他ほかの衣装を眺めていたら離れすぎてた」

　笑顔で手を振り、ここにいるとアピールしながら駆け足で戻る。

　そこには『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』の使い魔『リリア』がいた。

「ぉぉ……」

　うさみみ付きヘアバンドに、肩がまるまる露出したメイド服。そのお陰で彼女の形のいい美乳の谷間が露出する。さらに裾すその短いスカートに、縞しま々しまのハイソックス。

　大人おとなっぽい雰ふん囲い気きのありすが、子供っぽいハイソックスをはいた姿は妙にエッチだ。

　さらに髪を愛衣のようにツインテールに結び、彼女が恥ずかしそうに体を動かすたびうさみみがぴょこぴょこ動く。

　その姿がたまらなく可愛かわいい。

「そんなじっと見てないで何か言ってよ。不安になるじゃない。それともやっぱり、に、似合ってないかしら？」

　ありすはオレの視線に、真まっ赤かになってうつむく。

「いや、すまん。想像以上に似合ってるぞ」

　鼻の奥から熱いものがこみあがって来て、思わず首の後ろをたたく。

「しかし、ありすがここまでうさみみと相性がいいとは……」

「……そんなに似合ってる？」

　オレの言葉に、ありすは顔を真まっ赤かにし、上うわ目め遣づかいでこちらを見る。

「もちろんだよ！　マジで似合ってるって！」

　二人に会わせないための時間稼かせぎに衣装を渡したが、これほどとは！

　ありすも褒ほめられて気分をよくしたのか、表情を柔らかくし、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「よかった。恥ずかしかったけど、ユウキがそこまで褒めてくれるならせっかくだし、『銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト』と一緒にこの衣装も買うわ」

　そこまで気に入ったのか。

「ところで、着替えてるとき愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんの声が聞こえたけど、二人はここに来たの？」

「!?」

　心臓が高鳴る。

　試着室の入り口は厚い生地のカーテンで塞ふさがれ、二人とは直線距離で七～八メートルは離れていた。

　しかも彼女たちは別に大きな声で話していたわけじゃない。

　なのにありすは、自信たっぷりに断言する。

　オレはどもりそうになるのを必死にこらえ否定した。

「ああ、それは愛衣と小夜ちゃんじゃなくて、二人に似た女子中学生たちが来ただけだよ。あの年とし頃ごろの女の子の声って似てるから間違いやすいよな。うんうん、間違えやすい、間違えやすい」

「ユウキ」

「うん？」

「本当に二人はここには来ていないのね？」

　ありすがまっすぐ目を見て、尋たずねてくる。

　もしかして試着室の隙すき間まから二人の姿を目撃したのか？

　いや、それはない！　カーテンがピッタリと閉じていたのは確認している。

　愛衣と小夜ちゃんは早々にフロアーから追い出したから、二人がここにいた形跡だってチリひとつ残っていないはずだ！

「あ、ああ来てないよ」

「……そう。ワタシの勘違いだったみたいね。ごめんなさい、ヘンなことを言って。それじゃ着替えるから少し待っててね」

　試着室のカーテンが閉じると、安あん堵どの溜ため息いきをもらす。

（危なかった、間一髪だったな）

　小さくつぶやき、彼女の着替えが終わるのを待ち続けた。
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　コスプレ衣装を買い終えた後あと、愛め衣いと小さ夜よちゃんがまた戻って来るかもしれないため、早々にありすをアニメルトから連れ出す。

「次に二人が来そうな場所はどこかしら？」

「そうだな」

　オレは再び思案し、休憩もかねてとある喫茶店を提案した。




「どうだ、ここのチーズケーキは美う味まいだろ？　茜あかねさんでもこの味は出せないって褒ほめてたんだ」

　アニメルトから歩いて数分の場所にその喫茶店はある。

　一度だけオレ、愛衣、小夜ちゃん、茜さんの四人で来たことがある。

　それ以来、近よりもしなかったから二人ともすでに忘れているはずだ。

「そうね、美お味いしいわ」

「どうした、なんか急に大人おとなしくなって。けっこう歩いたから疲れたか？」

「違うわ。ちょっと考えごとをしてただけ。尾行とはいえ男の人と二人で街を回って、手を繋つないで走って、服を選んで買って、喫茶店でお茶をする。まるでデートみたいだなって」

　まぁたしかにそうかもしれない。

「けど、ありすぐらい美人ならデートの誘いには困らないだろ。いつもはどんな感じでデートしてるんだ。今後の参考に聞かせてくれよ」

「……デートなんてしたことないわ。男の人と街を回ったのも、手を繋いだのも、服を買ったのも今日が初めてよ」

「そりゃ意外だな。やっぱりお嬢様だから、梓あずささんとかが交際を断ったりするのか？」

　勝手なイメージを語るが、返答はそれとはまったくことなるものだった。

「いいえ。生まれたときから病弱でほとんどベッドの上で寝たきりだったから。だから、そういう経験がないのよ」

　紅茶に口をつけながら、彼女は思い出すように呟つぶやく。

　自然と空気が重くなる。

「日本にある父方の屋敷で療養しているとき、毎日退屈だろうってお父様がマンガを買ってきてくださったの。それがきっかけでアニメやゲームとかにのめりこんじゃって。それ以来、病弱ってこともあったけど、外出するより家にいたほうが楽しいからほとんど屋敷に引きこもってたわ。梓とは昔は主従というよりは友達感覚だったから、おすすめのマンガを読んでもらったりもよくしてたっけ」

　なるほどそれでオタク道に堕おちて、現在は『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラツド・ブルー』にはまっているのか。

　ありすのためとはいえ、梓あずささんがマンガを読んでいる姿は想像すると微笑ほほえましいな。

　しかし、ありすの体が弱かったとは知らなかった。

　こいつにも色々とあるんだな、と思ってしまう。

「だから、家族や使用人以外と出かけるのは初めてよ」

「友達とは出かけなかったのか？」

　反射的に聞き返してしまい、すぐに失礼なことを聞いてしまったと後悔する。

「ユウキが考えているのとは多分少し違うわ。たしかに体が弱くてずっとベッドの上で生活をしてたけど、中学時代は学校に通っていたの」

　ありすは表情を変えずに続ける。

「イジメが原因で一年ほどしか通えなかったけどね」

「…………」

「お嬢様学校って呼ばれる中学校に通ってたんだけど、この髪と瞳ひとみの色をよくからかわれたわ」

　彼女は肩からこぼれた銀髪を、ひとふさつまむ。

「抗議のひとつも言えればよかったんだけど、当時は家族と使用人以外の人と話をする機会なんてなかったから、どう反応すればいいか分からなかったの。だから、ただ黙ってジッと耐えてたわ。でも途中で我慢できなくなって、学校には行かなくなったの。梓は心配してくれたけど、その頃ころはもう主従の関係が強くなっていたから、相談に乗ってもらうような関係では無くなっていたし」

　どんな表情をすればいいか分からず、言葉に詰まってしまう。

「そんな顔しないで。昔のことでもう気にしてないから。それに悪いことばかりじゃないわ。おかげで人前ではなるべく明るく、相手が望む姿を演じればいいんだって学べたもの」

　薄く微笑するが、無理をしているのがはっきりと分かる。

　ありすが人前で猫を被かぶる理由を、はからずとも知ってしまう。

　うん？　まてよ。

「でも、オレにはすぐに本性をさらしたよな？」

「一週間とはいえ、協力者にずっと演技し続けるのは疲れるからよ。それに――」

　彼女は言いよどみ、その瞳がここではないどこかを見つめる。

「ありす？」

「……ごめんなさい。ただワタシと同じ趣味の人だから、話が合うと思ったのよ。演技をすぐにばらしたのに深い意味はないわ」

　彼女は足を組みかえ、ずれた話の軌道を修正する。

「だから家族や使用人以外と一緒に出かけるのは初めてだし、男の人と買い物するのも、手を握られたのも初めてよ。もちろんデートもね」

　ありすはなぜかほほを薄紅色に染め、表情もいくぶんこわばる。

「大丈夫か、顔が赤いけど。熱でも出たのか？　体弱いって知らなかったせいで、けっこう歩かせちまったもんな」

「……平気よ。体調は悪くないわ」

　話を聞いて心配になり、気き遣づかいの言葉をかけたらなぜか彼女は不機嫌になった。

　体を気遣ったのになぜだ？

　年下とはいえ愛め衣いと小さ夜よちゃんの相手をしているから、けっこう女の子の気持ちは分かっているつもりなんだが。

「あーえっとー、まぁ悪かったな。最初のデート相手がオレみたいな奴やつで。野良犬に噛かまれたと思って忘れてくれ。てか、これは尾行の手伝いだから、デートには入らないって」

　初めての相手がオレだから機嫌が悪くなっていると察してフォローした。だが、それも不正解だったらしい。

　うつむいているありすの肩が震え、機嫌が悪化するのが手に取るように分かる。

　まるで地雷原の上を歩かされている気分だ。

「忘れないわ」

「え？」

「ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラツド・ブルーの話ができて楽しかったし、コスプレ衣装を着ることをすすめてくれて本当は嬉うれしかった。だから、仕事中に不謹慎だけどユウキと一緒にいて楽しかった。だから、忘れないし、野良犬に噛まれたとも思わないわ」

　彼女はまっすぐにこちらを見て、そして尋たずねてくる。

「ユウキはどう？　ワタシといて楽しかった？」

「あっ、うん。ありすと色んな話できて楽しかったし、コスプレも拝おがめてラッキーだと思ってる」

「…………」

　言葉の真偽を確かめるため、彼女はジッと顔を見つめてくる。

　不意にその表情をゆるめた。

「でも、いくらワタシが美人で、気品あふれるお嬢様だからって、惚ほれてはダメよ。ユウキとは身分が違うんだから」

「うわ、むかつく」

　容姿がいいのは認めるが、性格は残念なくせに。

　オレは肩をすくめると、冷めたコーヒーを飲み干した。




　喫茶店で一時間ほど二人を待ったがあらわれず、店を出ることにした。

　外は日がかたむき沈みかけている。

「結局、愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃん来なかったわね」

　そりゃ、そうだ。

　二人が来ない場所にわざと案内してるんだから。

「そうだな。ごめんな、予想がはずれて」

「気にしないで。彼女たちを見失った責任はワタシにもあるから。次の場所にいなかったら、今日はもうお終しまいにしましょう」

「待ってました！　じゃなくて……いや、残念だな。もっとちゃんと尾行したかったのに！」

「そうね。それで次はどこかしら？」

「そうだな」

　二人がいなさそうな最後の場所は――
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「やっぱり最後はここしかないだろう」

　そこは駅前のビル一階フロアーをすべて占領している街で一番でかい大型書店だ。

「街に出たら最後の締めにいつもここに寄るんだよ。だからきっと二人も来てるんじゃないかな？」

　帰りに本屋によるのは本当だが、この大型書店ではない。

　それに愛衣と小夜ちゃんが本を買うときは近くの書店か、ネット通販で買っている。

　おそらくこの大型書店には一度だって足を踏み入れていないはずだ。

　だから、ここでいくら待っていても彼女たちが来ることはない。

　そうとは知らずオレの後あとについて、ありすは店内を見てまわる。

（今日の調査はこのままお終いにさせてもらうぜ。悪く思わないでくれよな）

　彼女に気付かれないよう笑った、その瞬間。




「お料理の本はどこにあるんでしょうか？」

「小夜ちゃん、あっちにあるっぽいよ」




「ぶふぅ！」

　って！　なんでいるんだよ！！！

　書店になぜか愛衣と小夜ちゃんがいた。

　しかし、二人はまだこちらには気付いていない。

「今年の創立記念祭も三人でまわりましょうね♪」

「そういえば小さ夜よちゃんは誘われてるカラオケイベントに出るの？」

「いいえ、出ませんよ。だって大勢の前で歌うなんて厚こう顔がん無む恥ちなマネはしたくありませんから。優ゆう兄にいさんが出ろとおっしゃるならやぶさかではありませんけど」

　などと今週の土曜日におこなわれる城じよう南なん創立記念祭について楽しそうに話をしながら、料理本コーナーへと歩いていく。

　オレは慌あわててありすの視界を体でさえぎった。

「どうしたの、ユウキ？」

「いや、えっと、探していた本がそこにあったからさ！　二人を捜している途中で悪いんだけどちょっと買ってきてもいいかな？」

「ええいいわよ。それぐらい。その本はどこにあるのかしら」

「あっちにあるんだ！　あっちに！」

　愛め衣いと小夜ちゃんが向かった料理本コーナーとは反対側を指さし、ありすを彼女たちから引き離す。

　しかし――

「……ユウキの探していた本って、これなの？」

「ぐはぁッ!?」

　オレが指さし、ありすを連れてきたコーナーは、ＢＬボーイズラブコーナーだった。

　ＢＬとは、男同士の恋愛を書いた漫画や小説のことだ。

「なるほど。そういう趣味の人だったのね。だからあんなに可愛かわいい愛衣ちゃんや小夜ちゃんにせまられても手を出さなかったのね。年上の女性が好きっていうのも、この趣味を隠すためのカモフラージュってわけね」

「いや、その、これは……」

「大丈夫。安心して、言いふらしたり軽けい蔑べつしたりなんてしないわ。むしろ大歓迎よ」

「なんで、ありすに大歓迎されないといけないんだよ！」

「まぁまぁ、それでどの本を買いにきたの？」

「そ、それは……」

　まさか二人が近くにいたから引き離すため、適当な場所へ連れてきたとはいえない。

「……もしかして愛衣ちゃんと小夜ちゃんが実はこのお店にいて、尾行を邪魔するため嘘うそをついてるんじゃないわよね？」

「オマエはエスパーか!?　じゃなくて……そんなわけないだろ！　ああ、そうさ！　オレは昔から女になんか興味なかったんだよ！　生まれたときから男しか愛せなかったんだ！　そう、オレが好きなのはこういうヤツさ！」

　その本の表紙は長身の男が、童顔で女性と見間違うほどの美少年のネクタイをニヒルな笑みでゆるめているモノだった。

「なるほど『恋人は悪友』ね。ユウキはそういうのが好みなのね」

　その表紙をありすに突きつけながら、やけくそ気味に叫ぶ。

「あぁそうさ！　大好きだね！　オレは同級生の特に親友・悪友が好きで、好きでたまらないＢＬボーイズラブ野郎なんだよ！！！」

　ばさばさ、と本が落ちる音が聞こえてくる。

　それは小さ夜よちゃんの手から落ちた料理本の音だった。

「愛め衣い！　小夜ちゃん！　い、いつからそこに!?　それにスギ！　どうして二人と一緒にいるんだよ！」

　後ろを振り返ると、ＢＬコーナー入り口に猫ねこ柳やなぎ愛衣と戌いぬ威い小夜ちゃんが立っていた。

　さらに最悪なことになぜか同じクラスメイトで悪友の大おお杉すぎ太た一いちが一緒にいた。

　三人とも幽霊と出会ったように呆ぼう然ぜんと青ざめている。

　スギが質問に答える。

　ただし錆さびた機械のように動きがぎこちない。

「た、たまたま愛衣ちゃんと小夜ちゃんに会ったから声をかけてさ。一緒に回ろうとしたら、優ゆう樹きの声が聞こえて……」

　そして、タイミングよくさきほどの叫び声を聞いてしまったのか。

「ゆ、優ゆう兄にいさんは男の人が好きだったんですね。だから、朝布団に入ったり、わざと腕に胸を押し当ててもその気になってくださらなかったんですね」

「やっぱりあれはわざとだったのかよ！」

　いっぽう愛衣は人目もはばからず涙をこぼす。

「わたしのせいだ。わたしが殴ったり蹴とばしたりしたから、頭を打っておかしくなっちゃったんだ」

「愛衣、やめて！　その原因はあまりにリアル過ぎる！」

「ずっと敵は姉だと思っていましたが、本当の敵は弟だったんですね。大杉太一……姉の陰に隠れてずっと優兄さんを誘惑していたんですね。許せません！」

「ちょ、ちょっと待って！　俺おれは優樹を誘惑した覚えなんてないよ！」

　小夜ちゃんは閻えん魔まも裸足で逃げ出す鋭い目つきで、スギを睨にらむ。

　彼は青い顔で、その迫力に後ずさる。

「大杉さんには絶対に渡しませんから！　宣戦布告です！」

「だから、優樹はともかく俺にそんな趣味はないって！」

「そうやってかまととぶって、油断させようとしても無駄です！　そうやって優兄さんを誘惑したんですね。この泥棒猫！　私のほうが大杉さんよりずっと愛しているんです！　たとえ優兄さんが男性しか愛せなくても、私の愛情できっと振り向かせてみせます！」

　騒ぎに気が付き人が集まり始める。

　しかも話はねじ曲げられ、おもしろおかしく脚色される。

『あの子、男しか興味ないんですって』

『同級生の彼しか興味ないからって、あの金髪の女の子をふったそうよ』

『しかも、黒髪の女の子とカモフラージュで付き合ってたことがばれたんだって』

　オレはどんだけ鬼き畜ちくなんだよ！

　一人、騒動から逃れ、傍ぼう観かん者しやに徹するありすが、ほほを赤く染め楽しそうに呟つぶやく。

「一人の男を巡って争う男女……ふふふ、いい物を見せてもらったわ」

　オレはツッコミを入れる気力すらなかった。
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　本屋を出ると外は完全に日が落ち暗くなっていた。

　さきほどの『同級生の男性が好きだ！』発言は、ありすをからかうための冗談だと説明しなんとか誤解をとくことに成功した。

　危うくスギに恋愛感情を抱くＢＬボーイズラブ野郎になるところだった。

　その危機から抜け出すと今度は、なぜありすと一緒なのかと問い詰められたが、街を案内していたとごまかした。

　オレは気力、体力をいちじるしく奪われ、墓場から抜け出したゾンビのようにふらふらと歩く。

　前を歩いていたありすが、横断歩道で立ち止まる。

「今日は尾行に付き合ってくれてありがとう。最後に愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんを見付けたけどばたばたして調査どころじゃなかったわね」

「…………」

　返事をするエネルギーすらなく、黙って首しゆ肯こうする。

　タイミングを計はかっていたように一台黒塗りの車が横付けされる。

　梓あずささんが助手席から下り、うやうやしく一礼した。

「お待たせいたしました、お嬢様」

「ご苦労様。梓、ところで例のモノはちゃんと撮れているかしら？」

「はっ、こちらに」

　例のモノ？

　撮れてる？

　梓さんはノートＰＣを取り出すと、動画を再生する。

「あ、梓さんそれって!?」

　再生された動画を目にしたオレは、衝撃につつまれる。




　駅前で小さ夜よちゃんが、ナンパ男相手に演説を始める。

『――犬いぬ神がみ一族の名に賭かけてお慕したいしている方がおりますので、申し訳ありませんがご要望にはお応こたえできません』




　アニメルトで、愛め衣いと小夜ちゃんが姿をあらわし、自分たちの正体について話をする。

『うわ、猫耳や犬耳まであるんだ。でも、わたしたちには必要ないよね。自前で持ってるし』

『そうですね。ハロウィンとか仮装パーティーなどなら、元の姿に戻っても平気かもしれませんね』




　それをごまかそうとうさみみ付きヘアバンドと『リリア』の衣装を手に、ありすにせまるオレの姿が流れる。




「こ、これどういうことだよ！　なんで梓あずささんがそんな動画を持ってるんだ！」

「はっ、自分は今回、お嬢様のお側そばにいると目立ちすぎるので離れて警護させていただきました。そのとき委員会に提出する資料としてこの動画を撮影させていただいたのです」

　と、梓さんがきびきびと軍人口く調ちようで答える。

　さらにありすが付け足す。

「それと今回は二人の調査の他ほかに、ユウキがどんな人物なのかの調査もかねていたのよ」

「オレの？」

「あら、初めて会ったとき言わなかったかしら？　『猫ねこ柳やなぎ愛衣、戌いぬ威い小夜、倉くら田た優ゆう樹きを詳細に調査するつもりだからよろしくお願いね』って」

　セリフを思い出し、背筋を震わす。

「そ、それじゃもしかして愛衣と小夜ちゃんを見失ったのは」

「ええ、わざとよ。最初から適当な理由をつけて、二人を見失うつもりだったわ。そして、ユウキが素直に協力して彼女たちを捜し出すか試したの。自身の利益を優先するかどうかをね。結果は、言うまでもないわよね」

　ありすは心底楽しそうに微笑ほほえむ。

　そうだ。オレはこれ以上のポイントを減らされないために、ありすをわざと二人が来ない場所に連れ回した。

「そ、それじゃありすは、最初から二人を近づかせないために立ち回っていたことを知ってたのか！」

「ええ、知ってたわ。ずっと梓から報告を受けてたもの」

　ありすは右耳にかかった髪をめくる。

　そこにはイヤーマイクロホンが収まっていた。

「アニメルトに二人が姿をあらわしたときのユウキの慌あわてぶりも、本屋でワタシの視界を遮さえぎって彼女たちとは反対方向にあるＢＬボーイズラブコーナーに連れて行ったことも、全部知っていたわ。あなたが必死にごまかそうとするたびに笑いを堪こらえるのに苦労したわ。生まれて初めてよ、笑いを堪こらえすぎてお腹なかが痛くなったのは」

　つまり、全すべてを知った上で騙だまされていたフリをしていたのか。

「あ、悪魔かオマエは」

「褒ほめ言葉として取っておくわね」

　ありすは携帯を取り出す。

「猫ねこ柳やなぎ愛め衣い・店内で妖あやかしを示し唆さする言動をしたためマイナス一〇点。倉くら田た優ゆう樹き・調査を妨害したため対象者二人のポイントをそれぞれマイナス十五点、減点」

　鼻歌交じりに文章を読み上げ、データを入力する。

　携帯を閉じると、梓あずささんに手渡し車へと乗りこむ。

　梓さんは車のドアを閉めると、助手席へと乗りこんだ。

「あ、そうそう忘れるところだったわ」

　車の窓がおり、ありすが話しかけてくる。

「今日はずっとユウキを騙していたけど。……喫茶店での話は本当よ」

　彼女は視線をそらし、ほほを染めて小さくつぶやく。

「男の人と手を繋つないだのも、二人で街を見て回ったのも、服を選んだのも全部ユウキが初めてだから」

「……ありす」

　彼女の台詞せりふに、ドキッとしてしまう。

　だがその一瞬後に彼女の表情はまた、冷静な試験官のものへと変化する。

「本当に、とっても楽しかった。ワタシ、ユウキのこと気に入ったわ。協力者としても、新しいオモチャとしてもね」

「お、オモチャ!?　まだオレのことをもてあそぶ気か!?」

「もてあそぶなんて人聞きが悪いわね。でもそうね、おかげでユウキの優柔不断さを利用した、試験のやり方も考えついたわ。せいぜい楽しませてね、協力者さん。それじゃ明日もお手伝いよろしくね」

　ありすを乗せた車は、静かなエンジン音を鳴らし動き出す。

　彼女の笑い声が閉じた窓から聞こえた気がした。

「…………」

　オレはその車が消えて見えなくなっても、しばらく身動きがとれずにいた。





■第四章　城じよう南なん創立記念祭







　土曜日、昼間。

　休日にもかかわらず第六十回城南創立記念祭が開催された。

　先日ありすが転校してきた時にＨＲでも説明があったが、この祭りは少し特殊で、通常の学園祭とはことなる。

　一応この祭りも授業扱いのため、生徒は制服姿で出歩かなければならないし、代わりにこの創立記念祭の出店は町内会と子供会が行っている。なんでも、学校の創始者の意向で、地域交流のためとからしい。

　愛め衣いと小さ夜よちゃんは楽しみにしていたようだが、正直オレはあまり興味のないイベントだった。それなのになぜオレがここにいるかと言うと――

「今日はよろしくお願いしますね。愛衣ちゃん、小夜ちゃん」

　と、猫を被かぶったお嬢様モードのありすが、完かん璧ぺきな笑顔を浮かべる。

「「…………」」

　それとは対称的に、猫ねこ柳やなぎ愛衣と戌いぬ威い小夜ちゃんはフリーズしたパソコンのように表情をかためる。

「優ゆう樹き、ちょっと」

「な、なんだい愛衣」

　ありすから若干距離を取って、三人で顔をつきあわせる。

「これ、どういうこと？」

「これって、なんのことかな。あはははは」

「とぼけないで。なんでわたしたちが一緒に創立記念祭を回らないといけないのよ」

「そ、それは……」

　実は兎うさ月つきありすという少女は妖あやかし調査委員会から派遣された調査員で、二人を監視するため付いて回りたいらしい。

　しかも調査期間は、来週の月曜日までで、日曜日は報告書の作成があるため調査は休み。そのため実質、今日が最終日になる。

　だからこそ、大人数が参加するこの創立記念祭で、最後の調査にのぞみたいと言われたのだ。

　なんて真実を話すわけにはいかず、オレは考えてきた言い訳をならべる。

「やっぱりお祭りってみんなでわいわい回ったほうが楽しいだろ？　だから、ありすには最後に楽しい思い出を作ってやろうと思って連れてきたんだよ」

「……なるほど分かりました。ですが、優ゆう兄にいさんが愛衣ちゃん以外の女性と仲むつまじくしている姿を前にして、理性をたもてる自信はありません。それでもよろしいですか？」

　温かさすらこもる穏おだやかな声こわ音ねだったが、まばたきせずジッとこちらを見つめてくる。

　それが脅おどしではなく、本気だとすぐに理解し震えあがった。

「お、おお落ち着いて小さ夜よちゃん！　何度も言ってるように、ありすとは親しん戚せき同士で恋愛感情なんてこれっぽっちも持ってないよ。だから創立記念祭を一緒に回ってくれ、頼む！」

　オレは手を合わせ中学生の幼なじみとその親友に頭をさげる。

「はぁ～、分かったわよ。その楽しい思い出作りとやらを手伝えばいいんでしょ。手伝えば」

「愛め衣い！」

「うぅ～優ゆう兄にいさんは、ずるいです。そんな必死に頼まれたら断れないじゃありませんか」

「小夜ちゃん！　二人ともありがとう」

　オレは顔をあげると、安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

　よかった！　二人に拒絶されたらどうしようかと胃を痛めていた。

　これでもう胃酸に悩まされることはなくなった。

「どうかなさいましたか？」

　ひそひそと内緒話をするオレたちに、ありすが声をかけてくる。

「いや、なんでもないよ。ちょっとクジラとネズミの体内時計の違いについて議論したくなってさ。それじゃ、さっそく屋台を見て回ろうか！」

　と、一人テンションを上げ歩き出す。

　その後にありすと梓あずささんが続き、愛衣と小夜ちゃんが渋々といった感じで付いてくる。

「それでどうしますか？　まず屋台で腹ごしらえするか、見て回るか」

「やはり最初はお食事ですよね。お祭りにはたこ焼き、お好み焼き、わたあめ、チョコバナナなどなど美お味いしい食べ物が色々ありますから♪」

　おぉ！　さすが小夜ちゃん！　場を盛り上げるため率先して明るい声を出してくれる。

　オレはその灯ともった火を消さないよう提案にのった。

「そうだよな！　やっぱり祭りといったら焦こげたソースと――」

「ワタシは食事より屋台を見て回りたいです。ユウキさんもそうですよね？」

　ありすがセリフを遮さえぎる。

　場の空気が凍りつく。

　しかも小夜ちゃんの提案を真まっ向こうから否定し、彼女を挑発するようにオレに同意を求めてくる。

　おかげでせっかく灯った火種が一瞬で吹き消される。

「……ありすさん、さきにお腹なかを満たしてから遊んだほうが効率がいいと思いますよ。それに毎年私たちはそのように回ってるんです」

　小さ夜よちゃんは口く調ちようは友好的だが、体から発する空気は抜き身の真剣みたいに鋭かった。

「そうでしょうか？　効率的というなら、めいっぱい遊んでお腹なかを減らしてからのほうが、美お味いしくいただけて一石二鳥だと思いますわよ」

　小夜ちゃんとありすが睨にらみ合う。

　二人のあいだから寒波が生まれ、襲いかかってくる。

　そんな錯覚にとらわれた。

　オレは慌あわててありすの腕を取り、愛め衣いと小夜ちゃんに背を向ける。

「おい、どういうつもりだ。小夜ちゃんを煽あおるマネなんかして」

　小声で尋たずねると、彼女は猫かぶりのお嬢様モードを一時解除し返答する。

「どういうつもりも、これが最後の調査だからよ。尾行の最後でも言ったでしょう、面白い試験の方法を考えついたって」

「はぁ!?」

「最後の調査は猫ねこ柳やなぎ愛衣、戌いぬ威い小夜の嫉しつ妬と心を煽ることよ。これはどんな時にでも、妖あやかしの力を明かさないかの調査なの。だから、ワタシはさっき小夜ちゃんの嫉妬心を煽る行動を取ったのよ」

「それはいくらなんでもやりすぎじゃないか？　調査だからって二人を罠わなにはめるようなマネするなんて」

「別に協力しなくてもいいのよ。二人を強制送還させたいのならね」

　それ以上反論する手段を持ち合わせていなかった。

　愛衣が疑うたぐり深げな声こわ音ねでたずねてくる。

「二人ともなにこそこそしてんのよ」

「い、いや、別に何でもない。何でもないぞ！」

「ええ、何でもありませんわ。ただユウキさんが、言い争うぐらいならどちらの案にするか自分が決めるとおっしゃって」

「おい、ありす！」

　オレは慌てて、彼女の口を押さえようとするがもう遅い。

「それは名案ですね♪　私も優ゆう兄にいさんが選んでくださるなら、喜んで従います。ですが、最初に食事をするのは毎年のことなので、ありすさんのご意見が採用されることは万が一、いいえ、億が一にもありえないと思いますよ」

「そうでしょうか。ユウキさんなら、ワタシを選んでくださると思いますよ」

「ちょっと二人とも！」

　さらに雰ふん囲い気きが悪くなる。

　これじゃ、どっちを選んでも角が立つじゃないか！

「さぁ、優兄さん選んでください。もちろん私を選んでくださいますよね？」

「ユウキさん、お好きなほうを選んでくださってけっこうですよ。もちろんワタシを選んでくれると信じていますわ」

　堪こらえきれず愛め衣いと梓あずささんに助けを求める視線を送るが、

「「…………」」

　彼女たちもオレがどちらを選ぶか待っていた。

　退路はなし！　繰り返す！　退路はない！

「えっと、その、やっぱりここは民主的に多数決で……」

「ダメです！　どっちがいいか選んでください。もちろん優ゆう兄にいさんは、わ、私を選んでくださいますよね？」

「食事をするか、屋台を見て回るかの選択のはずだよね？　決して小さ夜よちゃんとありす、どっちを選ぶって話じゃないよね！」

　潤うるんだ瞳ひとみでせまってくる小夜ちゃんにツッコミをいれるが、いまいち届いてないようだ。

　そんな困りきっているオレに、ありすが魔法の言葉をつげた。

「ユウキさん、分かっていますよね」

「くッ！」

　その意味は言葉にしなくても分かる。

　今のは百ひやつ鬼き夜や行こう・妖あやかし調査委員会の調査員としての脅おどしだ。

「……あ、ありすの意見に賛成です。さ、最初に屋台を見て回りたいです」

「!?」

　この決定に、小夜ちゃんが驚きよう愕がくする。

　自分の意見に賛同してくれると信じていたからだ。

「ほ、ほらありすは今年が初めてだし色々いい思い出を作ってもらうためにも彼女の意見を尊重したいというか……」

　実際は、彼女が調査員で自分を選ぶよううながしたからだ。

　ただでさえ現在、二人のポイントは――愛衣は三〇ポイント、小夜ちゃんは二十五ポイントまで減っている。

　もし持ち点がゼロになったら、二人は強制送還となり百鬼夜行内にある妖教育センターまたは収容所に入れられる。

　そうなったら、愛衣や小夜ちゃんと二度と会えなくなるらしい。

　そのためありすに逆らうなんてオレにはできない。

「そういうわけで、最初に屋台を見て回りましょうか。楽しみですわ。ワタシ、お祭りって初めてですの」

　ありすはこれみよがしに勝ち誇った笑みを浮かべ、髪を背中にはじく。

「くっ……」

　小さ夜よちゃんは屈辱に拳こぶしを痛いほどかため耐え忍んだ。

「それじゃ行きましょうか」

　ありすは梓あずささんを従え、さきに歩き出す。

「……小夜ちゃんかわいそう」

　ずっと見守っていた愛め衣いがつぶやく。

「うっ!?」

「いいんです、愛衣ちゃん。妻は夫を立てるもの。優ゆう兄にいさんが黒というなら、白い物も黒くなるんです。私は平気ですから」

　彼女は目元をぬぐうと健気けなげに微笑ほほえむ。

「小夜ちゃん、無理しないでね。あれは優ゆう樹きが悪いんだから。本当に優樹はダメ人間よね」

　と、愛衣が言いながら小夜ちゃんの手を取り歩き出す。

　二人の背中に真実をすべて吐き出したい衝動にかられたが、ぐっと飲みこんだ。

　その味は顔をしかめるほど苦にがかった。

　だが、それ以上に、さきほどのありすの行動にイヤな予感を覚え顔をゆがめてしまう。





　◇






「あれは、なんでしょうか？」

　人混みに流されながら屋台を回っていると、ありすがそのひとつを指さす。

「射しや的てき屋だよ。あそこに置いてある銃で、棚に並んでいる景品を落として遊ぶんだ」

　オレは暗くなった雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくするため、精せい一いつ杯ぱい明るい声をあげる。

「あれが射的屋さんなんですね。テレビで観みたことがありますわ」

「せっかくだからみんなでやってみようぜ」

　努めて明るい声をだし、みんなを屋台へ連れて行く。

　小夜ちゃんと梓さんが辞退したため、三人分の料金を射的屋のオジさんに払う。

「どうすればいいんでしょうか？」

　射的屋初心者のありすは、銃とコルクの弾をまえに首をひねる。

　困っている彼女の脇わきに立ち、やりかたを説明する。

「このコルクの弾を銃の先につめて、台にならんでいる景品を撃ち落とせば、その品物がもらえるんだよ」

　慣れた手つきでコルクをつめ、銃を台にならぶ景品に向ける。

　引き金をひくと、弾は狙ねらい通りキャラメル箱を落とす。

　落ちた景品をオジさんが渡してくれた。

「こんな感じで遊ぶんだよ」

「なるほど、ずいぶんと単純なんですわね」

　だが、これが意外と奥が深いのだ。

　彼女は早速コルクをつめる。

「我が魔ま弾だんは地の果てまで追い詰め、貴様の心臓を射抜くだろう――」

　まわりに愛め衣いや小さ夜よちゃんなどがいるため彼女は小声で、アニメセリフをつぶやく。

　狙ねらいをさだめ引き金をひく。

「……ちょっと、これまっすぐ飛びませんわよ」

「オモチャの銃だからな」

　ありすが撃ったコルクは、狙ったキャラメル箱のだいぶ横を通り過ぎた。

「では、どうすればよろしいんですか？」

「曲がることを計算に入れて撃てばいいんだよ。まずコルクをつめるだろ」

　と、オレはコルクをつめ、彼女に銃を握らせると狙いをさだめさせる。

　さきほどの軌道を思い出し、狙いを少しだけ左にずらす。

「撃ってよろしいんですか？」

「うん、いいぞ」

「えぃ」

　かけ声と同時に引き金をひく。

　コルクは想像通りの軌道をえがきキャラメル箱にあたり、打ち落とす。

　オジさんがありすにキャラメル箱を手渡した。

「ユウキさんの教え方が上じよう手ずだから、撃ち落とすことができましたわ。ありがとうございます」

　ありすは大切そうにキャラメル箱を両手でかかえ、満開の桜みたいに笑った。

　その笑顔は猫を被かぶったお嬢様モードの演技だと分かっていても、心臓を高鳴らせるほど可愛かわいらしい。

「そ、そんなことないって。ありすの筋がいいんだよ。オレ、人に教えるの苦手だし」

「ならワタシたちの相性がよかったんですわね。だから、こんな豪華な景品を落とすことができたんですわ」

「豪華って、そんなおおげさな……」

　ありすに視線を戻すが、彼女はこちらを見てはいなかった。

　愛衣と小夜ちゃんへ首だけを向け、勝ち誇った笑みを浮かべていた。

　一転してほほを熱くしていた照れが、急速に冷却される。

「優ゆう兄にいさん、私にも射しや的てきのやりかたをお教えいただいてもよろしいですか？」

　予感どおり、ありすの挑発に小夜ちゃんがのってくる。

「いや、でも、ほら、小夜ちゃんは射的のやりかた知ってるし、教えなくても……」

「教えて、くださいますよね？」

　小さ夜よちゃんから黒い炎がふくれあがる錯覚をおぼえる。

　どうやら、オレに断る権利はないらしい。

「よろこんで教えさせてください」

　そして、彼女の料金を払いありすにしたように教える。

「ありがとうございます。それではオジさま、もう一人分の料金をお支払いいたしますのでもう一丁使わせていただきますね」

「ちょ、ちょっと小夜ちゃん。なにするつもり？」

　彼女は指導を受け終えると、もう一丁の銃にコルクをつめる。

　両手に一丁ずつ銃を持つとにっこりと笑うだけで答えず、数歩後に下がる。

　人通りがそれなりにあったが、胸の大きな大和やまと撫子なでしこの美少女が銃を両手に持ち何かをしようとしているのを察して、人々は足を止め彼女が動きやすい空間を作り出す。

　小夜ちゃんは小さく息を吸った。




「犬いぬ神がみ流銃器術・蓮れん華げ回かい天てん！」




　その場で高速で回転。












　刹せつ那な、その遠心力を利用して、オモチャの銃から本物なみの速度でコルクの弾を飛ばす。

　コルクは一番大きいクマのヌイグルミに当たりその巨体を揺らす。その半秒後、一発目と同じ個所に同じ威力の二発目が命中する。

　ぬいぐるみはその連続ピンポイント攻撃にあっけなく落ちてしまう。

『何あの子？　雑ざつ伎ぎ団だんか何かの人かな』

『なんかすげぇ回ってたよ今。写メ取ろうぜ！』

　そして誰だれからともなく、ギャラリー全員から華麗な技への惜しみない拍手が送られる。

　射しや的てき屋のおじさんはあぜんとしながらも、目玉商品の大きなクマのヌイグルミを小さ夜よちゃんに手渡した。

「少々教えていただいただけで、こんな大きな景品がとれるなんて。私と優ゆう兄にいさんはありすさんよりずっと相性がいいみたいですねぇ～♪♪♪」

　小夜ちゃんはクマのヌイグルミを勝ち誇った表情で、ギュッと抱き締める。

「……戌いぬ威い小夜、マイナス一〇ポイント。残り十五ポイント」

「ひぃ！」

　ありすがそれを横目に、耳元でポイントの減少をささやいた。

　オレはまた一歩破滅へと近づいた。




　さきほどのクマのぬいぐるみは大きすぎて邪魔なので、小夜ちゃんが一人で教室に置きに行くことになる。

　そのあいだ、オレたちは再び屋台巡りを再開する。

「ユウキさん、今度はあれをやってみたいですわ」

　と、ありすがオレの腕を取り金魚すくい屋の前へと引っ張る。

　深さのない風ふ呂ろよりやや広い大きさの箱に、色鮮やかな金魚たちが泳いでいた。

　小指ほどの大きさから、関取のように太った金魚など色々な種類やサイズが泳いでいる。

「またやりかたを教えてくださいね。ワタシたち相性がいいですから、ユウキさんに教えてもらえばすぐに上じよう手ずになると思いますの」

「ば、バカ！　体をすり寄せてくんな！」

　ほほが赤くなるのを自覚する。

　それをありすは楽しそうに眺め、後ろに立つ愛め衣いを勝ち誇った顔で一いち瞥べつする。

「ふわぁぁ～～～ぁっ、ねむ」

　しかし彼女はその挑発にまったく反応せず、興味なさげにあくびしていた。

「うん、なによ。小芝居は終わったの？」

　ありすは返事をせず、黙りこむ。

　愛衣の心情を測はかりかねているのだろう。

「どういうつもりで、挑発してくるかしらないけど。うざいから止やめてくんない」

「……てっきり、小さ夜よちゃんのように食ってかかってくると思いましたが。意外と冷静なんですね」

「別にどうでもいいだけよ。優ゆう樹きがなにしようが。ただ、わたしを裏切るようなマネしたら、落とし前をつければいいだけだもん」

　オマエはどこのマフィアだ。

「でしたら、もう手遅れですね。ユウキさんはワタシのお願いなら何でも聞いてくださるぐらい、仲良くなったんですよ。ほら、こんな風ふうに」

　ありすが金魚屋のオジさんに二人分の料金を払う。

　彼女はオレの右腕をとり、手をそえて一緒に金魚をすくう網ポイをにぎらされる。

　密着するため彼女の胸が押し付けられた。

「お、おい、ありす！　当たってるって」

　顔を赤くしとっさに逃れようとしたが、

「分かってますよね、ユウキさん？」

　と、魔法の呪じゆ文もんをささやかれ、すぐに動きを止めた。

「どうですか？　ワタシたちとっても仲良しでしょ。それに相性もばっちりなんですよ。その証拠に」

　ありすは薄い紙でできた網を器用に動かし、重ねたオレの手をうまく誘導して、金魚をすくっていく。

　十匹近くすくいあげた段階で、網がやぶれる。

「こんなにいっぱい金魚がすくえちゃいました。どうです、凄すごいでしょ」

「……ふん、その程度で仲がいい、相性がいいなんて笑わせてくれるわ」

　愛め衣いの失笑に、ありすはみけんにシワをよせる。

「どきなさい。仲の良さなんてどうでもいいけど、ケンカ売ってるなら買ってあげるわ。優樹もこっちに来て。同じ条件でやらなくちゃいけないんだから」

「あ、ああ」

　そう言って愛衣の後ろに立つ。

　彼女の金色のツインテールが、目の前に来る。

　かすかにただよう、シャンプーの匂におい。肌の温かさを、体全体で感じる。

「ほら、手、握って」

「あ、うん」

　後ろから愛衣の手を握る。

　その手はありすより小さく、手の平の中にすっぽりと収まってしまう。

「愛衣、無理して張り合う必要ないぞ？　ありすはからかってるだけで、別に本気でオレとどうこうなるつもりはないんだから」

「そんなの分かってるわよ。わたしはただ売られたケンカを買っただけ。優ゆう樹きは関係ないわ」

「……愛め衣い」

　愛衣がありすへ、条件を提示する。

「数だと後攻のほうが有利だから、全部あわせた重量で重いほうが勝ちにしてあげる」

　数で優劣を決めた場合、小さなモノを狙ねらっていけばありすに勝つ可能性は高い。だが、最初にルールを決めていなかったため、なるべく平等になる条件を提示する。

　愛衣は文句の付けようがない勝利を狙っているんだ。

「ええ、それでけっこうですわ」

　愛衣の視線が今度はオレへと向けられる。

「行くわよ優樹。どっちが上か新参者に分からせてやりましょ」

「……ああ、分からせてやろうぜ！」

　オレは彼女の言葉に賛同し、気合いを入れ直す。

「それじゃあいくわよ！　どっせぇぇぇえぇぇえぇええぃぃぃッッ!!」

　協力してありすの記録を抜くとばかり思っていたが、突然愛衣はチョーカーをゆるめた。

　力が漏もれ白熱灯より強く光がともる。












　同時にオレの腕をとると、一本背負いの要領で水槽のなかに放ほうりこんだ。

「うぎゃぁぁぁぁぁああぁッッ！！！！」

　水が跳ね、狭い水槽の中に頭から突っこむ。

　もがいて何とか体勢を取り戻し、水面から顔をあげた。

「な、何しやがる！　って、今度は、何するつもりだよ!?」

　水槽に投げこまれたと思ったら、次は首根っこをつかまれ外に放り出される。

「ぐえッ!?」

　まるで車にひかれたヒキガエルみたいに地面に激突する。

「はい、一匹でかいのをすくったわよ。金魚というよりただのヘンタイだけど。でも誰だれも金魚以外をすくってはダメとは言ってないものね」

　ありすはあきれた表情で愛め衣いを見つめる。

　彼女はそれを降参の合図だと勝手に解釈して、薄い胸を張って勝ち誇った。

「優ゆう樹きがなんでもお願いを聞いてくれる？　はっ、叶かなって当然の願いを聞いてもらったからって、調子にのらないでよね。こいつはわたしのためなら、見てのとおり、たとえ火の中、水の中でも飛びこむんだから」

　勝利宣言を告げる愛衣を尻しり目めに、ありすは倒れたオレへ駆けより耳元でつげた。

「……猫ねこ柳やなぎ愛衣、能力発動でマイナス一〇点。残り二〇ポイント」

　こうしてオレはまた一歩破滅に近づいた。





　◇






「さささ、ささ、寒いッ。し、ししし死ぬ！」

　鼻水を垂らし自分で体を抱き締め震える。

　季節は六月。

　まだ昼間とはいえ、頭から足まで濡ぬれたら寒いに決まっている。

「ふん、ヤワな男ね。ちょっと水に濡れただけでガタガタ震えちゃって」

「人を金魚の水槽にぶちこんで、言うことはそれだけか？」

「あとは、そうね。ありすに勝てたのはわたしのおかげよ、感謝しなさい」

　本当にこいつは……。

「とりあえず服を着替えないと。そのままでは風邪をひいてしまいますわよ」

　と、ありすが気を利きかせる。

　そんな彼女に梓あずささんが声をかけた。

「お嬢様、お電話です」

「ごめんなさい、ちょっと失礼しますわね」

　ありすは携帯を渡されると、そのまま梓あずささんをともなって離れていった。

　去り際に微笑ほほえまれたが、オレにとってはその笑顔がむしろ怖かった。

「それじゃ教室に戻って着替えるか。誰だれかさんに水槽に落とされたせいでな」

　一矢報いるためイヤミを言うと、愛め衣いがほほをふくらませる。

「ふん。自業自得じゃない。あんな女にべたべたされたからって鼻の下のばして。そりゃ胸もそこそこあるし、スタイルもいいみたいだけど、だからこそ気にくわないわ。あの女」

「おい、愛衣。そりゃ言い過ぎだって。だいたい鼻の下なんて伸ばしてないし」

「嘘うそ。絶対伸ばしてた。わたし見たもん」

　オレは着替えるのを後回しに、愛衣に声をかける。

「たく、何をそんなに怒ってるかしらんが、本当にありすのことなんて――」

　足を踏み出す。

　だが、濡ぬれていた服が足にまとわりつき、バランスを崩させる。

「あっ」

　前のめりに転びそうになり、バランスをとるため愛衣に抱きつく。

「ンっ……！」

「……!?」

　ぽん！　という軽い破裂音。

　抱きついた拍子に、唇が触れ合ってしまった！

　彼女の柔らかな唇から妖よう気きを吸い取ったせいで元の姿に戻ってしまう！

　とっさに愛衣の頭を抱きかかえ、猫耳を隠す。

「ちょ、何すんのよ！　人の唇を……っていうか、変なとこさわんないで！　しかも冷たいし、なんか生なま臭ぐさいッ」

「冷たいのも、生臭いのもオマエのせいだろうが！」

　じゃなくて！　こんな人通りの多いところで元の姿に戻ったとありすにばれたら、大幅に点数を減らされる！　さらにこの姿がありすにばれたら一発アウトだ！

　しかし柔らかな感触と、彼女の真まっ赤かに染まるほほが間近にあった。

　鼻をくすぐる甘い匂においにオレは――

「やだ、ちょっと何息粗くして興奮してんのよ！　まったくこれだから男は……。いくらわたしが可愛かわいくて、抱き心地がいいからって、時と場所と事態を考えなさいよね！」

「愛衣、オレ……オレ……」

「だから、こんなところで発情しないでよ。そんな強く抱き締められたら痛いでしょ」

　だが我慢しきれず、彼女に心情を吐き出す。

「愛衣、オレ、めちゃくちゃ気持ち悪い」

「……はっ？」

　彼女が顔を覗のぞき込んでくる。

　その表情には意味が分からないとはっきり書かれていた。

「いや、だから愛め衣いとキスしたら突然、気持ち悪くなったんだけど、これってどういうことかな？　んんぐぃいぃッ！　って、なんで足を踏みつけるんだよ！」

「キスされて気持ち悪くなったのはこっちよ！　今すぐ唇剥はぎ取って消毒液につけたい気分だわ！」

「違うって！　愛衣とキスしたのが気持ち悪いんじゃなくて、愛衣とキスした後あと突然気持ち悪くなったんだよ。なんていうか胸焼けがするっていうか、体の内側を何かが暴れ回っているっていうか」

「なんだ、そういうこと。それは多分あれね、妖力酔いよ」

「妖力酔い？」

　首をひねると、愛衣が尻尾しつぽを気にしながら説明してくれる。

「まだ妖力のコントロールになれてない妖あやかしが、一定上の力を使ったり、吸収すると起きる現象よ。ここのところ小さ夜よちゃんの力を吸い取ったり、さっきわたしのを吸収したせいでラインを越えちゃったみたいね。でも大丈夫よ。慣れれば気持ち悪くなったりしないから」

「今すぐこの気持ち悪さを治す方法はないのか？」

　下へ手たをしたら、愛衣の頭に胃の中身を吐き出しそうだ。

「わたしの頭に吐いたら、殺すだけじゃすまないわよ！　お葬式に来た人たちに、ＰＣのハードディスクをコピーして配るからね」

「やめろッ。絶対にやめろ！　死者に鞭むち打って何が楽しい！」

「とにかく体内に溜たまった妖力を吐き出せばいいだけよ。でも教えてあげたいのはやまやまだけど、まずわたしが人の姿に戻らないと」

「だったら、早く人の姿に戻ってくれ」

「抱き締められてる限り無理よ。集中がみだされるから。一度離れないと元の姿には戻れないわ」

「分かった。それじゃこのまま部活棟の裏に回ろう。そこなら注意すれば人目には触れないだろうし」

「うぅ～、抱きつかれたままなんてイヤだけど、このさい背に腹はかえられないわね」

　オレたちは抱き合ったまま、不器用に歩きながら部室棟を目指す。

　だが、そこに一つの人影が現れる。

「あれ、そこにいるの優ゆう樹きと愛衣ちゃん？」

　その声に振り返ると、同じクラスメイトの男子生徒がいた。

　愛衣が男の声に肩を震わせる。

「なんで愛衣ちゃんと抱き合ってるんだよ。あっ、もしかして二人で出店回ってたのか？」

「あ、ああまぁな。それでちょっと愛め衣いが人混みに酔ってさ、木陰で休ませるところだったんだよ」

「一人じゃ大変だろ？　俺おれも手伝ってやるよ。二人で愛衣ちゃんを木陰に運ぼうぜ！」

　おい、その手つきはどう考えても運ぶ動きじゃないぞ！

　だいたい、なんでそんなに鼻の下を伸ばしてるんだよ！

　しかもありすや梓あずささんが戻ってくるかもしれない危険な状態なのに！　彼はさらに距離を縮めてくる。

「それ以上近づくな！」

　とっさに声を上げてしまう。歩いていた人々が何事かと凝視してきた。

「な、なんだよ。いきなり大声上げて」

「そりゃ、その、あれだよ……」

　それ以上近づかれたら猫耳がばれるとは言えない。

　脳みその神経が焼き付けをおこすほど、思考を走らせ言い訳を考える。

「体調が悪くなったっていうのは方便だよ。それぐらいすぐに察してくれよな。オレたち抱き合ってるんだぜ。しかも、これから木陰に行こうとしてるんだから、な、分かるだろ？」

　このセリフに彼は落雷が直撃したように驚きよう愕がくする。

「えっ、まさか!?　だって、優ゆう樹きはいつもクラスで胸がぺったんこな女に興味なんてないって言ってたじゃないか！」

　愛衣が再び足を抉えぐるように踏み抜いてくる。

　声を上げそうになるのを我慢しながら、脂あぶら汗あせを流す。

　そのままクラスメイトに目配せをして、ひきつった笑顔でセリフを続ける。

「とりあえずさ、そういうことだから」

「あ、ああ、悪かったよ。そのゆっくりしてこいよ！！！！」

　彼は涙を残し、走り去る。

　とりあえず、危機は去ったらしい。

「……優樹」

「なんだ、愛衣」

「創立記念祭が終わった後でいつもクラスで話している、胸の話を聞かせてもらうからね」

　……どうやら、危機はまだ去っていなかったらしい。




　無事、愛衣を人の姿に戻すことができた。

　オレも妖力を体内から放出する方法を教わり、気分の悪さも嘘うそのようになくなった。

　しかし、溜たまった妖力の放出なんて……ますます人間離れしていくな。

　電話から戻ってきたありすと梓さんは、愛衣と一緒に小さ夜よちゃんと合流して、食べ物を買ってから後を追うと言われた。

　濡ぬれ鼠ねずみのオレは、着替えのために先に戻る。

　ロッカーに入れっぱなしのジャージに着替えて教室に入ると、愛め衣いたちが机を四つほどくっつけて屋台の食べ物をならべていた。

「しかし、ずいぶん買いこんだな」

　ホットドッグ、お好み焼き、たこ焼き、わたあめｅｔｃ……あふれるほどさまざまな種類が置かれている。

「ほとんどありすさんが買ったのよ」

「お祭りは初めてだったので、物珍しくてつい買いこんでしまいました。なので遠慮なく食べてくださいね」

　と、いうとありすはずっと興味をひかれていたらしいわたあめに口をつける。

「甘くて、美お味いしいです。初めて食べる食感です♪」

　オレたちは彼女に触発され、屋台の食べ物に口をつける。

「しかし、わたあめを初めて食べるっていうのも凄すごいな。お嬢様っぽい発言だ」

「テレビなどではよくみかけていたんですけど。これもよく映ってました。けど、どうやって飲むんでしょうか？」

　飲み口を透明なガラス玉でふさがれているラムネを手にとる。

「貸してみろ。これはこうして飲むんだよ」

　ありすから瓶びんを受け取る。

　付属の凸型をしたラムネ開けを使いガラス玉を内側に押しこんだ。

「このとき瓶をななめにしてあけると、泡を出さずにあけられるんだよ。ほれ」

「ありがとう、ユウキさん。んぅ～、しゅわしゅわしますわ♪」

　ラムネを飲むと、炭酸の刺激にぎゅっと目を細める。

　次にありすはたこ焼きに手をのばす。

「はふぅ、熱いです。でも美味しいですわ」

「わたし、たこ焼き苦手なのよね。食べるとお腹なか壊すから」

「愛衣ちゃんはイカもダメですよね」

　と、愛衣と小さ夜よちゃんが仲良く二人でりんごあめをかじる。

「なんで二人でひとつのりんごあめを食べてんだ？」

「だってひとつまるまるは多すぎるんだもん」

「ですね。他ほかが食べられなくなっちゃいますよね。わふぅ～ん、りんごあめ美味しいです。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染みわたります」

　どこの酒飲みオヤジだ。

　でもたしかに小ぶりな種類のりんごだが、ひとつまるまるは多すぎる。

「二人とも仲がよろしくて、まるで姉妹みたいで可愛かわいらしいですわ。ワタシたちも負けていられませんね。はい、ユウキさん、あーん」

「ちょっ！　ありす!?」

　ありすはたこ焼きのひとつをつまようじで刺し、差し出してくる。

「優ゆう兄にいさん……」

「優ゆう樹き、それ食べたらどうなるか分かってるんでしょうね」

　正面に座る愛め衣いと小さ夜よちゃんの背後から、ドス黒い陽炎かげろうがゆらめく。

　そんな二人を無視して、ありすはさらにうながす。

「遠慮しなくてもけっこうですよ。はい、どうぞ」

「いや、ありす、今そんなにたこ焼きは食べたくないというか……」

「ユウキさん、まだ分からないんですか？」

　口元は笑っていたが、瞳ひとみはべったりと墨ぼく汁じゆうで塗りつぶしたように暗い。

　食べなければどうなるか、瞳で脅おどしてくる。

「さぁ召し上がれ」

「い、いただきます」

　逆らえるはずもなく、差し出されたたこ焼きを口にする。

「口元にソースがついてますよ。まったく子供なんですから」

　ありすはそういって口元についたソースを、舌でなめとる。

「「!?」」

　食べさせただけではなく、バカップルみたいな行動に二人は驚きよう愕がくした。

　そして、オレは初めて堪かん忍にん袋ぶくろの音を聞く。

　小夜ちゃんがイスを弾き飛ばし立ち上がる。

「優兄さんのバカ！　どうしてありすさんの言うことばかり聞くんですか！」

「そんなの決まってるじゃないですか。ユウキさんがワタシを愛しているからですわ」

「そ、そんなことありえません！　優兄さんは絶対にありすさんより、私のことを愛しているはずです！」

「証拠はあるのかしら？」

「もちろんあります！　優兄さんと一緒にデートしたこともありますし、そのときヌイグルミもとっていただきました！」

「ワタシもこのまえデートして、服を選んでもらいましたわ。ユウキさんにとっても似合ってるって褒ほめてもらいました。おかげで思わず買ってしまいましたわ」

「あれは街を案内しただけで！　服っていてもコス――もぐもがぁ！」

　途中のセリフを背後から梓あずささんに口を押さえられる。

　小夜ちゃんはムキになって対抗した。

「そ、それだけじゃありません！　優ゆう兄にいさんは……優兄さんは……私の下着をくんくんしたことだってあるんですから！」

　その一言で教室がシン、と水を打ったように静まりかえる。

　口を押さえていた梓あずささんが、今の発言でどん引きして手を離す。

　おかげで否定することができた。

「してないよ！　小さ夜よちゃんの下着をくんくんなんて、してないから！」

「嘘うそつきなさい！　その慌あわてよう、小夜ちゃんのぱ、ぱ、パンツをくんくんしたわね！　幼なじみの勘で分かるわ！　このドヘンタイ！」

　愛め衣いはオレの胸元をつかむと、ぶんぶんと揺さぶってくる。

「アホか！　そんな的外れな幼なじみの勘など捨ててしまえ！　オレは小夜ちゃんの部屋で下着を握り締めてタンスの中に隠れただけで、くんくんなんて断じてしてない！」

「あ、アホはあんたでしょ！　さらに犯罪臭がするマネしてんじゃないわよ！」

　そんな騒ぎを無視して、小夜ちゃんは勝ち誇った表情をありすへ向ける。

「どうですかありすさん。これが貴女あなたより、優兄さんに愛されている証拠です」

「その程度で愛されているだなんて。ふっ、やっぱり小夜ちゃんもまだまだお子様ね」

「どういう……意味ですか……」

　ありすは余裕の態度を崩さず、ユーラシア大陸を消滅させるほどの爆弾を投下する。

「だってワタシの初めては、ユウキに奪われたもの」

「「「！！！！！！！！！」」」

　教室にいた全員が言葉による衝撃の被害をうける。

　あまりの威力に時間すら停止した錯覚をおぼえるほどだ。

　恐らく初めてを奪われたというのは、こないだの尾行で手を繋つないだり、一緒にコスプレ衣装を選んだりなどの行為だ。

　彼女は分かっていてわざと誤解を与えるような言い方をしているんだ！

「騙だまされるな二人とも！　ありすが言ってるのは――ふご！　ふごごごがぁ!?」

　再び梓さんに口を押さえられ、強制的に発言権をうばわれる。

　愛衣は胸ぐらをつかんでいた手をするりと落とし、うなだれる。

　小夜ちゃんは机に手をつき、座りこみそうになるのを堪こらえていた。

「ふふ、うふふふふ……そうですか。だから、優兄さんはありすさんを優先してたんですね。ずっと優兄さんの初めてを狙ねらっていたのに……毎日、いつ求められてもいいように勝負下着を身につけていましたのに、うふふふ、そうですか……」

　聞こえてくる笑い声が、微妙に壊れていた。

　うつむいていた小夜ちゃんが顔をあげる。

　彼女は割わり箸ばしをおり、先を尖とがらせありすへと向けた。

「小さ夜よちゃん、止めろ！　さすがにそれは冗談じゃすまないって！」

　梓あずささんの拘束を振りほどき、オレはありすをかばう。

「どいてください。体を使って優ゆう兄にいさんをたぶらかした毒どく婦ふを今すぐ排除しますから」

「毒婦って！　め、愛め衣い！　オマエも小夜ちゃんを止めるのを手伝ってくれ――愛衣？」

　彼女へ振り返ると、怒りで封印を抑えきれなくなったのか体が光り輝いていた。

　その光量は金魚すくい屋の時の比ではない。

「ぎゃぁぁあ!?　め、愛衣、落ち着け！　怒りすぎだって！」

「はぁ？　なんでわたしが怒らないといけないの。別に、全然、まったく、これっぽっちも、マックス怒ってないわよ」

「怒ってるじゃん！　マックスマグナム怒ってるじゃん！」

　まるで自分に言い聞かせるみたいに、何度も何度も『怒っていない』とリフレインする。

「猫ねこ柳やなぎ愛衣、力を溢あふれさせているためマイナス一〇点。残り一〇ポイント」

　ありすがイスから立ち上がり、オレにしか聞こえないように耳元で告げる。

　ぐはぁあ！　さらに愛衣のポイントが減った！

「ご安心下さい。優兄さんは騙だまされただけで、少しも悪くありません。諸悪の根源はその毒婦です。だから、その人が消えればまた私の元に戻って来てくださいますよね？」

「別に怒ってないわよ。どうして優ゆう樹きのことでわたしが怒らないといけないの？　くくくくッ……生物工学的に理解できないわ」

「ッッッッッッ！」

「優樹！」

「優兄さん！」

　脳みその一部配線が切断し、口が勝手に動く！




「オレは……オレはまだ、ぴっかぴかの童貞だぁっあぁぁっぁあぁあああっぁぁッ！！！」




　再び教室が静まりかえる。

　童貞発言に小夜ちゃんが震える声こわ音ねでたずねてきた。

「ほ、本当ですか？　優兄さんはまだぴっかぴかの童貞さんなんですか？」

「ああ、もちろん童貞だよ！　ありすの初めてうんぬんは、男と初めて街を回ったり、手を繋つないだりしたってことだよ！　オレはまだまぶしいぐらい童貞だから安心してくれ！」

「よかった……優兄さんが童貞で本当によかったです」

　小夜ちゃんはわりばしを手放し、浮かんだ涙を指でぬぐう。

「そうよね。優樹が童貞じゃないはずがないわよね。そうよね！」

「あはははは、当たり前じゃないか！　フレッシュ童貞さ！」

　なんだこれ？

　中学生の幼なじみとその親友に、童貞だと告白するなんて。どんなプレイだよ……。

「へぇ～、やっぱり優ゆう樹きくんって童貞だったんだ？」

「ああ、そうですよ！　童貞ですよ！　それが何か問題ありますか、睦む月つきさん！　って、睦月さん!?」

　振り返ると、すぐ側そばにあこがれのお姉さまでスギの姉の、大おお杉すぎ睦月さんが立っていた。

　彼女は長い足を強調するような細身にジーンズに、胸の形がくっきり分かる白いシャツ、赤いカーディガンを羽は織おった活動的な服装だった。

　それにどんな格好をしても、睦月さんの大人おとなの色っぽさは損なわれず、目が釘くぎ付づけになってしまう――ってそんな事を言っている場合じゃない！

「睦月さん、ど、どどどうしてここに!?」

「もちろん創立記念祭を見に来たんだよ。それとうちの弟に用があったんだけど、携帯もつながんなくて。優樹くんなら居場所を知ってるかなと思って」

「スギですか？　あいつはカラオケイベントの司会をやるからもう体育館に移動してるはずですよ」

「本当？　それじゃ急がないと。そのイベントのためにあの子が買って用意したモノを忘れちゃって。もうそそっかしいんだから。これなんだけどね。『五cm天に近づくシークレットシューズ！　これであの子のハートにも近づいちゃおう！』よ♪」

　睦月さん、それは恐らくそれは買ってはみたもののステージで履はくのはプライドが許さず、泣く泣く置いてきたモノだと思いますよ。

　まぁ、分かってわざとやってるんだろうけど。

「太た一いちくんの居場所を教えてくれてありがとう。それじゃまたね」

「あ、はい、気をつけてください」

　睦月さんはそれ以上は何も言わず、背を向け歩き出す。

　変なことを叫んで嫌われたんじゃないかと心配したが、接する態度に変化はなかった。

　杞き憂ゆうに終わりほっと溜ため息いきをつく。

「あっ、そうそう優樹くん」

「は、はい！」

　睦月さんが足を止め振り返る。

「大声で『童貞だ！』なんて言っちゃダメだよ。童貞は恥ずかしいことじゃないんだから。だいじょうぶ、たとえ優樹くんが一生童貞でも私は気にしないし、きっとずっといいお友達でいられるから。だからもうそんな風ふうに騒いじゃダメだからね、お姉さんとの約束よ☆」

　そして、睦月さんは再び歩き出す。

　彼女の背中が見えなくなると同時に、オレは頭を抱えその場に座りこんだ。

「優ゆう樹きっ」

「優ゆう兄にいさん！」

「ユウキ」

　成り行きを見守っていた彼女達が声をかけてくるが、反応せず自分の世界に閉じこもる。

「世界なんて崩壊すればいいんだ！　世界なんてっ――」

　こうして新たな黒歴史が誕生した。
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「まったく、この程度でいじけるなんて。優樹もしかたないわね」

「でも良かったです、優兄さんが清らかなままで。一瞬あの毒どく婦ふに犯されてしまったのかと心配いたしました」

「…………もういいんだ、放ほうっといてくれ。くそっ、みんなしてオレのことをオモチャにしやがって」

　窓際に座り、一人いじける。

　愛め衣いと小さ夜よちゃんは打ちひしがれたオレの姿を見て、溜ため息いきをつく。

　そんな彼女たちを横目で盗み見て、ありすと梓あずささんの姿がないことに気が付く。

「ありすさんならさっきお手洗いに行ったわよ。梓さんもその付き添い。創立祭だから混んで時間かかってるのかも」

「そっか」

　噂うわさをすれば影、話をしているとありすのメイドである稲苗代いなわしろ梓さんが戻ってくる。

「あれ、ありすは？」

「お嬢様はまだ所用中です。自分だけ用事がありましたので、他ほかのメイドに付き添いを任せてきたのです」

　他の用事か、それじゃしょうがないな。

　ありすがいない方が安全だし、少しはくつろがせてもらおう。

「ところで優樹殿、この近くにＰＣはございませんか？　実はお嬢様の携帯の容量がいっぱいになったのでデータの移動をしたいのですが」

「それならいい物がありますよ」

　ジャージのポケットから鍵かぎを取り出し、自分のロッカーを開ける。

　中からノートパソコンよりさらに小さいモバイルＰＣを取り出す。

「これは？」

「先週、街に出たとき買ったんですよ。スギに自慢するため今日持ってきてたんです。よかったら使ってください」

「ご協力感謝します」

　彼女はケーブルを取り出し接続を確認すると、携帯のデータを一時ＰＣに移動する。

「携帯データの割には容量ありますね」

　画面に映し出されたデータ移動時間はけっこうなものだった。

「お嬢様は今回の試験やプライベートな日記などをすべて携帯でおこなうのです。ですから、どうしても容量が大きくなるんです」

「なるほど。携帯の容量からありすの私生活全般まで面倒を見て、梓あずささんは大変ですね」

　コピー画面を見ながら、梓さんと横に並び、たわいもない話をする。

「いえ、そうでもありません。自分はお嬢様が幼少の頃ころからずっとついておりますから、なれていますし。小さい頃は、友達のように接してくれたこともあります。一緒にマンガを読んだり、お菓子を食べたことも……でも成長するにつれて、自分たちは自らの立場をわきまえるようになりました。お嬢様はもう立派な大人おとな、自分がついている意味はもうありません。こうやって携帯のバックアップをとる程度です」

「いやいや、そんな謙遜しなくても。でも、ありすと梓さんの小さい頃は、可愛かわいかったんだろうなと、つい想像してしまいますね」

「自分は今と大差ありませんが、お嬢様はかよわく、可愛らしいという言葉がよく似合うお方でした。ですが体のことがあり、お嬢様は変わってしまわれた。より強くなろうと、妖あやかし調査委員会という権力をお求めになった。でも、それは理解できること。人は自らの信じる道を行くしかないのですから。――たとえ何かを、誰だれかを犠牲にしたとしても」

　そんな話をしているとデータ移動が終わる。

　今度は梓さんが持っていたフラッシュにデータを移し、携帯データをゴミ箱に入れてデリートする。直接コピーしてもいいとは思ったのだが、習慣なのかもしれない。

「ご協力感謝します」

「いえ、これぐらいたいしたことじゃないですよ」

「それでは自分はお嬢様の元に戻りますので」

　と、梓さんは一礼して教室を出て行く。

「愛め衣いちゃん、小さ夜よちゃん！　ここにいたんだ！」

　入れ替わるように悪友が顔を出す。

「スギ、なんでここにいるんだよ」

　カラオケイベントで体育館のステージにいるはずの大おお杉すぎ太た一いちが、二人を見付けると胡う散さん臭くさい笑顔で近づいてくる。

「カラオケイベントの司会やってたんじゃないのか？　てか、睦む月つきさんが探してたぞ」

「姉貴が？　うわぁ、イヤな予感しかしねぇ……」

　その予感は正しい。

「ステージは中休みに入ったから抜けてきたんだ。愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんに用事があってさ」

「用事？」

　振り返ると、彼女たちは渋い表情をしていた。

　スギは二人にかまわず話しかける。

「いやー、実は前からお願いしてたんだよ、カラオケイベントの出場。で、もうすぐ出番だから最後の確認に来たんだ」

「最後の確認もなにも、私たちはずっとお断りしてるじゃありませんか」

「…………」

　愛衣は黙ってオレの後ろに隠れる。

「そう言わずに、お願い！　頼むよ～、二人が出て歌って踊ってくれたら絶対に盛り上がるからさ。優ゆう樹きもそう思うだろ？」

「うーん……そう言われても……って、そういえば」

　年下の二人の踊りには興味はない。

　だが考えてみれば、カラオケイベントは記念祭の最後を飾る企画だ。

　ここで二人がイベントに出れば、ありすと一緒に行動することもなくなり、これ以上ポイントを減らされずに済むんじゃないか？

　これはナイスアイデアだ！

「そうだな。出たらいいんじゃないか、カラオケイベント。オレも二人がステージで歌って踊るところ見てみたいし」

「え、そ、そうですか。優ゆう兄にいさんがそうおっしゃるなら……」

　小夜ちゃんはまんざらでもなさそうに、ほほを赤くそめる。

「愛衣はどうだ？」

「……優樹が一緒に出るなら、出てもいい」

「オレも一緒に？」

　オレの後ろに隠れながら要求してくる。

　それでありすから二人を引き離せるなら安いものだ。

「分かった。オレも一緒に出るよ」

「なら、わたしも出てあげてもいい」

「ありがとう、愛衣ちゃん小夜ちゃん！　今回のカラオケイベントは盛り上がるぞ！」

「おい、オレへのお礼はないのかよ」

　スギはツッコミを無視して、

「それじゃそろそろイベントの休みも終わるし、戻るわ。三人はなるべく早く体育館裏に来てくれよな。スタッフには俺おれから言っておくから」

　と、忙しそうに廊下へ出て行った。

「じゃぁ私たちも支し度たくをすませてきますので、少々失礼しますね」

「準備が終わったら、まっすぐ体育館裏に行くから優ゆう樹きは先に行ってて」

「準備ってなにするのさ？」

「女の子には色々あるものなのよ」

「それじゃ行ってきますね、優ゆう兄にいさん。衣装、楽しみにしててくださいね」

　二人が外に出る。

　やれやれ、と頭をかく。だが、これで記念祭も最後だ。

　ようやく長かった試験も終わらせることができそうだ。




「聞いたわよ、ユウキ」

　それが教室に戻って来たありすの第一声だった。

「何をだ？」

「愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんのことよ。カラオケイベントに出るんですって」

「しょうがないだろ、さっきスギに突然頼まれたんだから」

「ワタシを二人から引き離すために受けたんじゃないでしょうね」

　鋭い。

　だが、オレは動揺をおくびにも出さず、机に出しっぱなしにしていた小型ＰＣをしまう。

「違うって、頼まれてしかたなくだよ。ありすだってあるだろう？　立場上断れないことってさ」

　彼女に向き直り営業スマイルを浮かべる。

「とにかくオレもステージで唄うたうからさ、ありすも観みに来てくれよな」

「……ええ、観に行かせてもらうわ。それがユウキたちと過ごす最後の時間のようだしね」

　少し寂さびしそうにありすが言った。

「別にこれで最後ってわけじゃないだろ」

　気が付くと、彼女に話しかけていた。口が止まらず言葉をつむぐ。

「試験が終わったら、今度は仕事関係なく遊びにくればいいだろ。今度は愛衣と小夜ちゃんも連れて、街を回ろうぜ。他ほかにも美う味まい物や楽しい場所とかいろいろあるから」

　ありすはその言葉に、驚いたような表情を見せる。

「……ユウキにとって、愛衣ちゃんと小夜ちゃんって、どんな存在なの？」

　突然の質問に、とっさには返答できなかった。

　彼女は視線をそらし、下を向いてしまう。

　そして自分で聞いておきながら、なぜそんなことを言ってしまったのか、後悔にも似た空気を漂ただよわせる。

　それでも言葉を無かったことにしないのは、本心では質問の答えを求めているからだろう。

　だから、というわけではないが、自分自身に問いかけながら答えを探す。

「愛め衣いと小さ夜よちゃんの存在ね。そうだな……やっぱり、今の時点では妹みたいなものかな。たまに女の子っぽい仕し草ぐさでドキッとさせられるし、異性として意識することも、どちらも同じぐらい好きって感情もあるけど――でもやっぱり、『家族』っていう感情のほうがまだ大きいかな。ずっと今日まで二人の側そばにいて、そして明日からも、彼女たちの隣にいたい。いつまで三人でいられるかは分からないけれど、今はそうしていたいんだ」

　ありすはうつむいてその言葉を聞いていた。

「でもありすにだって、いい家族がいるよな。マンガを買ってきてくれたお父さんや、昔から一緒にいる梓あずささん。小さい頃ころは、まるで姉妹みたいに見えたんだろうな」

「――小さい頃の話よ。昔は看病してもらったり、手を朝まで握ってもらったこともあったけれど。でも、所詮は仮のもの、今はただの主従の関係だわ」

　まあ主従でもいいけどな、と呟つぶやき、でも、と付け足す。

「ちなみにだからと言って、ありすを邪魔に思ったり、試験について恨んでいるとか、そういうことはないぞ。だって、それが仕事なんだろ？　だったらしょうがないさ」

　百ひやつ鬼き夜や行こうの調査員とはいえ、彼女もまだまだ年相応の女の子だ。

　重責の中で、人から怨うらみをぶつけられるのは辛つらいのだろう。

　だから、誰だれもありすを恨んでもいないし、怒ってもいないことを伝える。

　だってオレたちはもう友達なのだから。

「だから気にすんなって。オマエはしっかり自分の仕事をしろよ。まあ、最後のイベントを楽しんでくれよな」

　なんだか青春しているみたいで恥ずかしくなり、ごまかすように早口で告げる。

「それじゃ時間だしそろそろ行くよ。カラオケイベントはもう始まってるけど、オレたちが出るのは一番最後だから、梓さんも連れてかならず来いよな」

　オレは彼女の返事を聞かず、急ぎ足で体育館へと向かった。
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　体育館内は外からでも分かるほど盛り上がっていた。

　裏に回りスタッフの横をすり抜け、出番を待つ出演者待機スペースに滑すべりこむ。

　二人はまだ来ていない。

　ステージでは、男子生徒が一人で流行のロックを熱唱しているようだ。ここまで歌声が聞こえてくる。

　それから二人の生徒と一人の飛び入り参加者が歌声を披露した。

　最後から二番目の女生徒たちが、ステージに上がる。

　次はいよいよオレたちの番なのだが、二人はまだ来ていない。

「ごめんなさい、優ゆう兄にいさん。遅れました」

　ヤキモキしていると、愛め衣いと小さ夜よちゃんが小走りで駆け寄ってくる。

「遅いぞ、二人ともいったいなにをやってんだよ。あれ、その下、制服じゃないの？」

　彼女たちはバスタオルをはおり、着ているモノも制服から派手な衣装に替わっていた。

「制服で出るのも味気がないと思いまして、茜あかねさんにお電話して映はえる衣装を届けてもらったんです」

「わざわざそんなことしなくてもいいのに、小夜ちゃんたら……」

　楽しそうに笑う小夜ちゃんとは反対に、愛衣はそっぽを向きぶつぶつと文句を垂れ流す。だが、長年の付き合いからそれがただの照れ隠しだとすぐに見抜いた。

　愛衣も女の子だ。

　可愛かわいい衣装を着られて嬉うれしくないはずがない。

「茜さんの可愛い物コレクションが、こんな形で役立つとはな。しかし、ならオレも何か衣装を持ってきてもらえばよかったな。一人だけジャージって……」

「大丈夫よ。誰だれも優ゆう樹きなんて観みないから。ていうか、ミニスカフリフリ衣装を着たいなんて……幼なじみに女装癖があるなんてしらなかったわ」

「優兄さんのミニスカートフリフリ衣装姿、メイド服にセーラー服、看護師さんにチャイナドレス、巫み女こさんｅｔｃ……わふぅ～ん、見てみたいです♪」

　小夜ちゃんはほほに手をあてうっとりと瞳ひとみを細める。

　もし犬の尻尾しつぽがあったら、千ち切ぎれるほどの喜びようだ。

　やばい。初めて愛衣より、小夜ちゃんに恐怖を覚えてしまった。

「と、とりあえず次がオレたちだからすぐ舞台袖そでに行かないと」

「はぁ～、本当にステージに上がって歌うのね」

「ここまで来たんだ。覚悟決めろよ」

　愛衣の背中を軽く叩たたき、舞台袖へうながす。

　舞台袖に立つと、そこはまるで真夏を先取りしたように人々の熱気で蒸し暑かった。

　歌が終わると、スギが歌い手の女生徒たちに感謝の言葉を贈る。

『ありがとうございました！　それでは最後にもう一度、一年シスターズの方々に盛大な拍手を！』

　彼の声にあわせて爆発音みたいな拍手が体育館に響く。

『それでは次が最後の出演者となります！　我が校きっての美少女二人組といえば皆さん分かりますよね？』

『さ・よ・ちゃぁぁぁぁああぁぁっぁあっぁぁッんんんんんんんん！！！』

　スギのセリフを聞いた瞬間、野太い男子生徒たちの声がステージ前から聞こえてくる。

『Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ！　Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ！　さ・よ！　さ・よ！　ハイハイハイハイ！』

　そんな頭の悪いかけ声が、体育館いっぱいに鳴り響く。

　その騒ぎの中心に賢けん悟ごさんがいた。

「貴様らなんだその小声は！　お嬢様学校の生徒さんか！　もっと腹から声を出せえ！」

『小さ夜よ命』と刺し繍しゆうされたはっぴに袖そでを通し、鉢はち巻まきをまいている。そして同じはっぴをきた男たちにゲキをとばしていた。

「なんであの人は小夜ちゃんがこのイベントに出るって知ってるんだよ……」

　出演を承諾してそれほど時間は経たっていないぞ。

　なのにおそろいのハッピに袖を通し、謎なぞのかけ声をかけ音頭までとっている。

　賢悟さんはどうやって小夜ちゃんが出ることを知ったんだ？

　さらにその声に負けないようにあちこちからかけ声が飛んでくる。

『愛め衣いタン！　大好きだぁあぁぁッ！　愛してるぅううッ！！！！！！』

『きゃぁぁあぁぁ！　愛衣ちゃん！　私の妹になってえぇえええッ！！！！』

　ステージに立つスギは、二人の人気に苦笑し落ち着くのを待ってから喋しやべり出す。

『いや～大人気ですね。さすが、我が校始まって以来の告白数記録保持者たち。いまだに記録更新を競きそいあっているだけのことはありますねー』

　えっ？　そうなのか。

　愛衣も小夜ちゃんもそりゃ可愛かわいいから、彼女たちに好意を寄せている男子は多いとは思ったが、それほどとは知らなかった。

　二人に振り向くが暗くて表情をうかがうことはできない。

『でも、いまだに誰だれ一人として告白に成功してないんですよ。原因は分かってるんですけどね。恐らく愛衣ちゃんの幼なじみで、これから一緒に歌う倉くら田た優ゆう樹きってヤツが告白を断るよう二人を洗脳しているんですよ、きっと』

　ちょっ！　悪友、何言ってんの！

『もちろん証拠はありません。けど、それぐらいしないと幼なじみってだけで、優樹が愛衣ちゃんと小夜ちゃんに懐なつかれるとは考えられませんよ』

『倉田優樹を殺せぇええぇぇぇぇぇぇええぇえぇぇぇぇぇぇぇえッ！！！！！』

『愛衣タンと小夜タンをたぶらかす悪魔を生かしておくなぁあぁぁッ！』

『あの子たちはあいつに騙だまされて一緒にいるんだよきっと！』

　あの野郎、せっかく出てやってるのに、何会場を別の意味で盛り上げてるんだよ！

『だから、ぜひ優樹が出てきたら座布団やトンカチでも投げて、心の底から超絶全力で応援してやってくださいね！　それじゃＭＣはここまで！　さぁ皆さん、お待ちかねの美少女たちの登場です！　歌は――』

　このステージが終わったら覚えていろよ、悪友め。

　スギをステージ袖そでで呪のろっていると、彼が歌のタイトルを告げる。

　同時に、照明が一斉に落ちた。

　会場が引き潮のように静まりかえる。

　愛め衣いと小さ夜よちゃんがスタッフにはおっていたバスタオルを手渡し、暗くら闇やみの中ステージへと移動する。

　オレたちがそれぞれの位置につき準備が終わったことを告げると、イントロの音楽が体育館に響き渡った。

　歓声が津波のように飛び出す。

　曲は流行のテクノポップ調の曲だ。

　一斉にライトがステージを照らす。

『うおぉおおおぉぉおっぉおおっっぉぉおぉぉぉぉぉぉぉおおぉおぉっ！！！』

　観客のボルテージが一気に跳ね上がる。

　なぜなら愛衣と小夜ちゃんが歌を唄うたい、踊り出したからだ。

　しかも彼女たちは、肩を出し、丈の短いスカートに背中が大きくあいた衣装姿だった。

　愛衣が白とピンクを基調にした衣装で、ハチミツ色の髪を右側にサイドテールでまとめ、左足にだけ網タイツをはいている。

　逆に小夜ちゃんは黒を基調にした衣装で、黒くろ蜜みつ色の髪を左側にサイドテールでまとめ、右足にだけ網タイツをはいている。

　スタイルも髪の色も違うのに、まるで二人が双子のように錯覚させるデザインの衣装だ。

『愛衣ちゃん、小夜ちゃん、可愛かわいい！　踊りもうめー！』

『愛衣ちゃんって凄く歌上う手まいのね。これが天使の歌声ってやつね！』

　スギが二人に出演を持ちかけたのは、何も容姿がいいという理由だけではない。

　オレが中学生のときは、毎週三人の保護者の誰だれかの家で、宴会を開いていた。

　そのたびに酔っぱらった大人おとなたちから芸を披露するように強制させられた。そのせいで色々な宴会芸を覚えるはめになったのだ。

　このカラオケ芸も、一〇八宴会芸のひとつだ。

　スギはそれを知っていたから、声をかけたのだろう。

　最初の立ち位置は、愛衣と小夜ちゃんが前に出て歌い、オレが後ろで踊っている三角形だった。

　音楽に合わせて前の二人と入れ替わり、今度はオレが一人前へ躍り出る。

『倉くら田たあぁぁぁっぁぁっぁぁッ！　なんでおまえが前に出てきてるんだよ！』

『しかも、なんでそんなに無駄に歌も踊りもシンクロしてるんだよ！』

　二人とはうって変わって、ヤジが飛ばされる。

　そのあからさまな落差にへこたれず笑顔で、踊り歌う。

　再び、後ろで踊っていた愛め衣い、小さ夜よちゃんと入れ替わる。

　天井を指さし、その指をゆっくりと観客へと向け、小首を傾かしげウィンクする。

　すぐさまステップを踏み、今度は左右の愛衣と小夜ちゃんが立ち位置を入れ替える。

　そのスムーズな動きに賞賛の声があがり、リズムに乗って合いの手が入れられる。

　上着を脱ぎ振り回すほど興奮する生徒の姿も見られた。二人の踊りと歌に体育館の観客たちはボルテージを上げる。

　そして再び二人の立ち位置が入れ替わる。

　からくり人形みたいにくるりと回り、短いスカートがふわりと広がる。

『おおぉッ！』

　会場が異様な興奮につつまれる。

　下着が見えそうになったり、普段は拝おがめない二人の白い太ふと股ももや運動して桜色に染まった背中を惜しげもなくさらしているせいだ。

　興奮した男性たちが体育館の天井が壊れないか心配になるほどの応援を始める。

『Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ・ラブリー愛衣ちゃん!!　ラブリー小夜ちゃん!!』

　ノリノリになっている会場をさらに盛り上げ、愛衣と小夜ちゃんがソロで歌う。そのたびにそれぞれのファンは熱狂する。












「最後、いっくよーー!!」

「優ゆう兄にいさん、一緒に歌いましょう♪」

『Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ・ラブリー愛め衣いちゃん!!　Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ・ラブリー小さ夜よちゃん!!』

「声が小さいぞおまえらぁぁあああっっ!!　さあラストだ!!　腕が折れるまで、声が涸かれるまで!!　命つきるまで叫ぶのだぁぁぁあぁあっっ!!」

　賢けん悟ごさんの怒号すら霞かすませる歓声。

　そしてライトが消え、同時に曲が終わる。

　歌いきると、体育館は音楽と共に静まりかえる。

　だが、次の瞬間、内側から爆発したように万雷の拍手が鳴り響いた。

　再びついたスポットライトをオレと愛衣、小夜ちゃんは浴びながら額ひたいから玉の汗を流し、肩で息をしながらその拍手を全身で浴びる。

　オレたちは観客に向き直ると深々と一礼した。

　再び大きな拍手が巻きおこった。

『愛衣ちゃん、小夜ちゃんサイコーー！！！！』

『優ゆう樹きもよくやったぞーー!!　ただのダメ人間じゃなかったな！』

『小夜ちゃんも愛衣ちゃんも可愛かわいいーーー！　妹になってぇーー!!』

　観客のみんなに手を振りながら、愛衣と小夜ちゃんが手をつなぐ。その上気したほほには、やりきったという充実感があふれていた。

（やれやれ、どうやら上う手まくいったみたいだな）

　観客の熱気や手応えを感じて、内心で安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。

『アンコール！　アンコール！　アンコール！　アンコール！　アンコール！』

　誰だれからともなくアンコールが叫ばれる。

　スギが舞台袖そでに待機していた教師に何事かを尋たずねる。

　教師は腕時計を一いち瞥べつしてから、どこかに連絡をいれると耳打ちを返した。

　彼はうなずくと舞台袖から戻ってくる。

『えー、本当は進行が押しているため時間がないらしいのですが、理事長からもアンコールの声があったらしいです。なのでもう一曲歌えることになりました！』

　誰かが『理事長最高！　一生付いていきます！』と叫んだ。

　そこかしこで笑いが起きる。

『理事長の許可も下りたところで、お聞きします。もう一曲お願いしてもいいですか！』

　その問いに愛衣と小夜ちゃんは一度視線を合わせてからうなずきあい、

『いいともー！』と告げた。

　再び、温かい一体感を持った笑いが巻きおこる。

　あと一曲歌うと創立記念祭は終わるらしい。

　どうやらこれ以上ポイントを減らさずに済みそうだ。

　視線を観客へ向けると、視界の端に見知った顔をみつける。

　兎うさ月つきありすだ。

（梓あずささんはいないのか？）

　いつもありすの影みたいに張り付いている彼女の姿がなかった。

　そして、なぜか彼女の周りだけ切り取ったように空気が張り詰めている。

　舞台上と下で距離があるからそう感じるのだろうか？

　直感がそれを否定する。

「優ゆう樹き？」

「優ゆう兄にいさん？」

　そんな彼女をほうっておけず、気が付けば歩み寄っていた。そして、腕を差し出す。

　声は聞こえない。

　だが、彼女の唇がオレの名前に動いた気がする。

　兎月ありすは、さしのべた手にほほを薄紅色に染め、オレの行動に驚き腕を伸ばしかける。

「…………」

　だが、彼女は途中で止めてしまう。その手を取る資格が自分にはないと、そう気付かされたような瞳ひとみで。

　スギは汗をぬぐい、最後の息を腹から吐き出すように叫んだ。

『それでは第六十回城じよう南なん創立記念祭、伝統カラオケ大会ラストとなります！　曲は――』

　瞬間――

　スポットライトの光が大きく揺れ。音が途切れ、静寂が辺りを支配する。

「えっ!?」

　その下にいたオレは反射的に見上げる。

　まぶしさに目を細めながらも、スポットライトのひとつが、重力に従い落下してくるのを認識する。

「優樹！」

「優兄さんッ！」

　二人の叫び声が痛いほど鼓膜を叩たたいた。だが、それだけだ。体は突然のことで固まって回避行動をおこそうとしない。

『きゃあああぁぁぁ！』

　落下音。

　悲鳴。

　落ちたスポットライトはガラス部分が粉々に割れ、ステージ前にいた人々に降りそそぐ。

　落下の中心にいたオレは――

「優ゆう兄にいさん、大丈夫……ですか？」

「優ゆう樹き……ッ」

　床に体が横たえられている。

　二人の姿がオレをのぞきこんでいる。

　だが、何かの違和感が脳を刺激する。

　それは、彼女たちの頭にあった。獣けものの耳だ。

『愛め衣いちゃん、小さ夜よちゃん……その姿……』

『え、尻尾しつぽ……？　耳も……』

　ざわざわと広がる、人々の口から漏もれる疑問の声。

　二人はとっさに元の姿に戻り、落ちてきたスポットライトをはね除のけたのだ。

　強力な力に弾かれ、原形をとどめていない鉄のかたまりが床を転がっている。

　二人が、落下するスポットライトから守ってくれたおかげで、オレは直撃を免まぬかれたのだ。

　だが、そのせいで愛衣と小夜ちゃんは、大勢の人の前に姿をあらわしてしまった。

　なのに彼女たちが向ける表情は安あん堵どだった。




　――そして、その日。

　猫ねこ柳やなぎ愛衣、戌いぬ威い小夜の強制送還が決定された。





　◇






　城じよう南なん創立記念祭の翌日。

　日曜日の昼間。

　関係者が全員、倉くら田た家に集まっていた。

　居間の上座に兎うさ月つきありす、メイドの稲苗代いなわしろ梓あずささん。

　彼女たちから見て左手に戌威賢けん悟ごさん、小夜ちゃん。

　右手に猫びよう桐どう茜あかねさん、猫柳愛衣が揃そろって並び、オレは下座に一人で腰を下ろしている。

「あらためて自己紹介させていただきます。百ひやつ鬼き夜や行こう、妖あやかし調査委員会、調査員兎月ありすと申します」

　その声に誰だれも反応せず、沈黙が場を支配する。

「今回、猫柳愛衣、戌威小夜の人間社会適性調査をおこなわせていただきました。結果、大勢の人間の前で正体をさらしてしまったため、二人を調査員権限にもとづき強制送還とします。強制送還されたお二人は、一族内の施設ではなく百鬼夜行が管理している妖教育センターまたは収容所に入っていただくことになります。なお二度とこの地には戻って来られず、友人知人にも面会できなくなりますがご容赦ください」

「待ってください！」

　その決定に賢けん悟ごさんが声をあげる。

「たしかに二人は元の姿に戻ってしまったが、あれは事故じゃないですか」

「しかし、結果として大勢の人間の前で元の姿に戻ってしまった。隠いん蔽ぺいするにも目撃者数が圧倒的に多いですし、妖あやかし調査委員会として看かん過かすることはできません」

「言いたいことは分かるが、今回の調査はあまりにも唐突すぎないか？　それに二人の正体が、優ゆう樹きにばれた問題は解決済みだ。それを横から茶々入れるなんて、うちら一族のメンツを潰つぶすつもりか？」

　今度は茜あかねさんが、猫ねこ又また一族、犬いぬ神がみ一族をからめての指摘をする。

「そんなつもりは毛頭ありません。ですから調査員としてワタシのような若じやく輩はい者ものを寄こし、また期間も異例の短期でおこなわれたのです。しかしそれでも、今回のようなことが起きればお二人の強制送還は免まぬかれません」

　ありすは淡々とその指摘に反論を加える。

　茜さんはそれ以上の反論ができずに苦にがい顔で舌打ちする。

「元々無理な話だったんです、人間と妖との婚約・共存など。それは黒猫事件を経験している猫又一族が一番よくご存知では――」

「おい、クソガキ」

　茜さんが犬歯を剥むき出しに、ありすを睨にらみ付ける。

　その殺気は本物で、梓あずささんは反射的に主あるじを守ろうと身構える。

（黒猫事件……？）

　その事件の名を初めて耳にする。だが、それを聞き返すには、場の雰ふん囲い気きが鋭く尖とがり過ぎていた。

「それと今回の件は関係ないだろうが」

「……失礼しました。今のは失言です」

　ありすは頭を下げると、手を挙あげ梓さんを制する。

「それではこれ以上のご指摘もないようですので、解散とさせていただきます。猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌いぬ威い小さ夜よとその保護者の方々はこちらの指示があるまで自宅待機でお願いいたします。一応、うちのメイドたちに周囲を監視させていただきますので、軽はずみな行動は控ひかえてください。以上です」

「イヤです！」

　ありすが帰るために立ち上がると同時に、小夜ちゃんが声を荒あらげる。

　真珠のような珠たまの涙をこぼし、感情的に叫ぶ。

「優ゆう兄にいさんと二度と会えなくなるなんてイヤです！　そんな命令には絶対に従いません！」

　あの小さ夜よちゃんがまるで子供のように駄だ々だをこねる。

　そんな姿をありすは無感動に眺めていた。

「それでもかまいません。ですが、従っていただけない場合、百ひやつ鬼き夜や行こう、ひいては日本という国を敵に回すことになります。そうなった場合、犬いぬ神がみ一族も立場を悪くするということだけは理解しておいてください。犬神一族次期当主、戌いぬ威い小夜さん」

「ッゥ――！」

　小夜ちゃんはそれ以上何も言えず、うつむいてしまう。

「同じく睨にらんでも問題は解決しません。ですから、ことを荒立てないようお願いします。猫ねこ柳やなぎ愛め衣いさん」

　言われて、愛衣を見る。

　彼女は涙を溜ためこみ、ありすを噛かみ殺す勢いで睨んでいた。

「それでは失礼いたします」

　そう言ってありすが、席を立つ。

　そして、一人、また一人と立ち上がる。

　居間にはオレだけが取り残された。





■第五章　覚かく醒せい







「ここが、ありすの住んでいる家か――」

　彼女が借り切っている高級マンションの前に、オレはいた。

　黒服が周りを固めており、その中にはちらほらとありす付きのメイドの姿もある。

　ここに来たのは、彼女に直談判するためだ。

　オートロック前のインターフォンを押すとメイドの一人が応対して、扉を開けてくれる。

　高そうなつくりの受付を通り、エレベーターで階を指定し、降りる。

「…………」

　エレベーターを降りると、目の前にやや開ひらけた空間があり、装飾された扉がある。

　インターホンを押すと、中からメイドがあらわれ、だだっ広いリビングに案内された。

　高価そうだが落ち着いた家具や内装は、主あるじであるありすを思わせる。

「どうしたの突然、尋たずねてきたりして。まぁ要件は想像がつくけど」

　どこか楽しげな声こわ音ねでありすが、リビングに姿をあらわす。

　彼女は制服ではなく白を基調とした、優雅なワンピースを身にまとっていた。

「もちろん愛衣と小夜ちゃんのことについて、頼みに来た。今まで協力してきた、その見返りでもいい。二人を強制送還しないでくれ！　頼む！」

「そんなこと言われても困るわ。ワタシも職務に従って行動しているんだから」

「そこを曲げて頼む！　オレができることならなんでもするから！」

　膝ひざをつき、地面に額ひたいをこすりつける。

　二人と離れずに済むなら、ありすのクツを舐なめても、腕の一本を切り落とされてもいいと、すでに覚悟はできている。

　その熱意がありすに伝わったのか、条件を提示してきた。

「なら、ひとつお願いがあるの。それを叶かなえてくれたら、強制送還を取り消してあげる」

「本当か!?　オレにできることならなんでもやるよ！」

「むしろユウキにしかできないことよ」

「オレにしかできないこと？」

　ありすは笑った。

　それはまるで暗がりから獲物を狙ねらう捕食者のような笑みだった。

「愛め衣いちゃんをある場所に連れ出してほしいの。もちろん誰だれにも知られずにね」

「……なんで誰にも知らせずに愛衣を連れ出すんだ？」

「詮せん索さくはなしよ。黙って従ってちょうだい。じゃないと二人とも強制送還しちゃうわよ」

「質問に答えろ。じゃなきゃ協力はできない。それに今の要求を茜あかねさんや賢けん悟ごさんに話す」

　部屋に重く冷たい沈黙が降り積もる。

　脳みその細胞ひとつひとつがうずく。

　イヤな予感がする。

「……欲しいのよ」

「何が欲しいんだ？」




「愛衣ちゃんの命が、ワタシは欲しいのよ」




　まっすぐにこちらを見て、冷たく断言した。

「なん、だって？　愛衣の命が欲しいって……」

　一瞬パニックになる。

　許すって言ってたのに、代わりに愛衣の命をよこせって何だよ。

　いったい、彼女は何を言ってるんだ!?

「いいじゃない、愛衣ちゃんの命くらい。そうすれば小さ夜よちゃんは見逃してあげるわ。彼女、尽くしてくれるタイプみたいだし、男の人ってそういう娘こが好きなんでしょ？　自分の思い通りに動かせるおとなしい娘が。ワタシも目的を達成できて、ユウキも幸せになれる。万事まるくおさまるわね」

「何言ってるんだ!?　そんなことできるわけないだろ！」

「……そう。ならやっぱり最初の計画通り、ユウキには愛め衣いちゃんと一緒に死んでもらうしかないわね」

「ありす！」

　そのセリフに意識が白くなり、体が勝手にありすに飛びかかる。

　しかし、突然姿をあらわした梓あずささんに阻はばまれる。

　彼女はオレの横顔を強く叩たたかれ、無ぶ様ざまに床へ倒れた。

　口元をぬぐい叫ぶ。

「どうしてだ、ありす！　なんで愛衣を殺すなんていうんだよ！」

「そうね。ユウキには教えてあげてもいいかもね」

「あ、ありす!?」

　彼女は膝ひざをつき、床に座り込んでいたオレのほほに口づけする。

　ぽん！　という聞き慣れた破裂音。

「その耳……」

　ほほにされたキス以上の驚きを味わう。

　ありすの耳が人間のモノから、白い毛並みの兎うさぎの耳へと変化する。

「オマエ、兎の妖あやかしだったのか……」

　その事実を目の辺りにして、驚きから言葉を失ってしまう。

　だが、彼女は首をふった。

「いいえ、正確には兎の妖じゃないわ。ワタシは因幡いなば一族の父と人間の母のあいだに生まれたハーフよ。だから、妖力だって普通の妖の半分しかない。中途半端の出来損ないよ」

　彼女の声には自じ嘲ちようと長い間かけて築きあげたあきらめの感情が、痛いほどこもっていた。

「そして、この体は二十歳まで保もたないらしいわ。心臓の病気、ハーフのワタシにドナーなんていない。でも、ひとつだけ助かる方法があるらしいの。梓が教えてくれた、それは仙せん狸り――猫ねこ又また一族の中で神と呼ばれる、とてつもない力を手に入れることだって。彼女の妖力を移植すれば、ワタシは生き残ることができる」

「だから、愛衣を狙ねらっているのか？」

「ええ、そうよ。彼女のあの特別な力が欲しくて、ワタシたちはずっと監視していた」

「どれぐらいから、監視していたんだ？」

「愛衣ちゃんが、小さ夜よちゃんと友達になるあたりよ。最近は転入の手続きで忙しかったから手を抜いていたけれど」

　三年も前からかよ！

　最近のことは詳しくないならこの体質はまだ知らないかもしれないが、他ほかのことはあらかた知られていると思った方がよさそうだ。

「監視してすぐ愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんが互いを敵視している一族同士だって知ったわ。それが問題を引きおこすきっかけになることも予想できた。その問題がおきたときに介入できて、愛衣ちゃんが突然姿を消してもいい状況を作り出せる立場になるために妖あやかし調査委員会に入ったの」

　ありすは唄うたうように続ける。

「調査でポイントをゼロにするつもりだったけど、あなたが邪魔をしたせいでギリギリ届かなかったわ。しかもラストチャンスの創立記念祭で、引き離されたときは正直焦あせったわ。結果的に、万人に正体をさらすことができたからよかったけど」

「あれは事故じゃなかったのか!?」

「自分がお嬢様のご指示で落とさせていただきました」

　怒りが血管を駆けめぐり全身に行き渡る。

　しかし、殴りかかろうとしても、また梓あずささんに阻はばまれるだろう。

「愛衣ちゃんの力を奪った後は、ユウキと一緒に死んでもらうわ。筋書きはこう――試験に失格した彼女は、ユウキと会えなくなるのに我慢できず駆け落ちする。そして、二人はどこか遠いところで心中遺体として発見されました」

「本気で言ってるのか？」

「ええ、本気よ。愛衣ちゃんに神の力があると知ってから計画をずっと練ねってきた。ユウキにはお礼を言わないと。愛衣ちゃんと小夜ちゃんに二ふた股またをかけてくれてありがとう、おかげで、死なずに済むわ」

　オレが二股をかけたせいで、愛衣が殺されてしまう。

　予想外な事態に、声を荒あらげることも暴れる気力も奪われただ後悔の念を抱き続けた。

「憎んでもらっても、恨んでもらってもかまわないわ。けど、ワタシは絶対に止まらない。もう止まれないのよ」

　ありすがまっすぐオレを見る。

　その唇が、かすかに動く。

「でも、ユウキがもしワタシのものに……」

　だが、その響きは小さすぎて、耳に届くことはなかった。

「――なんでもないわ。忘れて。せめて、安らかに殺してあげる」

　ありすはうつむくと、それ以上何も言わず、部屋を出て行く。

「優ゆう樹き殿、創立記念祭の案内ありがとうございました。ＰＣをお貸しいただいてありがとうございました。ご無礼をお許しください」

　梓さんも一礼をし、ありすの後に続いて部屋を出る。

　他ほかのメイドが姿をあらわすと、オレに手錠をはめ別室へと連れて行く。

　抵抗する気力もわかず、まるで人形のようにただ引きずられた。
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　連れてこられた一室は、家具などひとつもない六畳間のフローリング部屋だった。

　オレは床に倒れ、カーテンもない窓から月を見上げる。

　現状は最悪だ。

　愛め衣いと小さ夜よちゃんの正体が大勢の人間に見られた。

　その原因となったスポットライトを落としたのは、ありすたちだ。

　だが、証言だけで物的証拠がない。

　しかも証拠があったとしても、二人の強制送還を撤回できる保証はない。

　それに愛衣の力を抜き取らなければ、今度はありすが死ぬらしい。

「罠わなにはめられて、監禁までされてるんだ。ありすが死んでも、自業自得じゃないか」

　しかし、好きなアニメを楽しそうに話す表情や、アニメショップでコスプレをしていた姿などが脳裏をよぎる。

「馬ば鹿か、今はそんなこと考えてる場合じゃないだろうが。ありすは愛衣の命を狙ねらってるんだぞ。あいつらが動く前になんとかしないと」

　その為には、ここをなんとか出なければいけない。それから愛衣と合流し、彼女に命を狙われていることを伝える。

　だが、仮に合流したとしても、その後強制送還されたのでは意味がない。

　愛衣の命を守り、委員会の決定も覆くつがえさなければ。

　考え込みながら、やけにまぶしい月明かりから逃れるため顔を腕で隠す。

「愛衣をショウから助けに行く時の夜空もこんなんだったな」

　まぶたの裏にその時の夜空が鮮明によみがえる。

「あの時は、小夜ちゃんに数日地下に監禁されたっけ」

　地上で吸う数日ぶりの空気は、頭がくらくらするほど美う味まかった。

「いくら食べ物や娯楽、ネットに繋つながったＰＣがあっても地下では暮らせそうにないな……ＰＣ？」

　脳裏をよぎるかすかな光。




『お嬢様は今回の試験やプライベートな日記などをすべて携帯でおこなうのです。ですから、どうしても容量が大きくなるんです』




『ええ、そうよ。彼女のあの特別な力が欲しくて、ワタシたちはずっと監視していた』




　脳裏をありすたちのセリフが走り抜ける。

　床から勢いよく上半身をおこす。

「もしかしたら、あそこにありすが事件の犯人だっていう証拠があるかもしれない！」

　ありすは携帯に行動のデータをほとんど入力していた。その可能性はかなり高い！

「その証拠があれば二人も強制送還されずに済むかもしれない。よし、愛め衣いをまず助けて、それから証拠を手に入れて――って、どちらにしてもここから抜け出さないといけないか。トイレに行きたいとか騒ぐか？　でも、シビンを持ってこられたらどうする？」

　いや、梓あずささんに看護プレイをされるのも悪くないかも――そんなバカなことを考えていると、

「!?」

　ベランダから人影が伸びていることに気が付く。

　振り返るとそこには、見知った顔が立っていた。

「小さ夜よちゃん!?」

　慌あわてて口を押さえる。扉に視線を向けるが、今の声を聞いて様子を見に来る気配はない。

　ベランダに駆け寄ると、窓の鍵かぎを開ける。

　夜の冷たい空気がほほをなでた。

「こんばんは、優ゆう兄にいさん」

　彼女は朝日に輝く初雪のような純白の着物に袖そでを通し、元の犬耳の姿をしていた。

　オレはその光景に既視感デジヤブを覚える。

「こんばんは。じゃなくて！　どうしてここにオレがいるって分かったの？」

「優兄さんの匂においを追ってきたんです。元の姿に戻れば犬並みに嗅きゆう覚かくが鋭くなりますから」

　小夜ちゃんは笑顔で答えてくれるが、その笑顔が怖い。

「そ、そうなんだ。それよりちょうどよかった。この手錠を解いてくれないかな？　そして、一緒に愛衣を助け――って、どうして小夜ちゃんは刀を抜くの？」

「これは刀ではありませんよ。小こ太だ刀ちですよ」

　よく見れば外の造りは白木造りの刀と似ているが、長さが前より短い。

「ははは、そうなんだ。ひとつ勉強になっちゃったな。あの、それで、その小太刀で何をするつもりなのかな？」

「優兄さんは覚えてらっしゃいますか？　この前言ったことを」

　その柔らかく、穏おだやかだが妙に無機質な声こわ音ねに唾だ液えきを飲みこむ。

「もし二度と会えなくなるなら、優兄さんを殺して私も死にますと言ったことを」

　やっぱりかぁあぁぁあッ！！！！！

　つまり、小夜ちゃんは心中をするためにオレを探してたわけだ！

　どうりでこんなマンションで、手足を束縛されてる姿を見ても疑問に思わないわけだ。むしろ都合がいいとか思ってるんじゃないか!?

「でも、私は優ゆう兄にいさんを殺したくありません。ですから、私と一緒に逃げてください」

「それって、つまり……」

「はい、私と駆け落ちしてください」

「駆け落ち!?」

「はい」

　小さ夜よちゃんは溶けてしまいそうなほど瞳ひとみを潤うるませ、迫ってくる。

「一緒に逃げてください！　そして、二人で知り合いのいないどこか遠い町で暮らしましょう。私が働きに出ますから！」

「いや、ちょっと待って」

　オレは彼女から距離を取るように後ずさる。しかし、足に手錠をかけられているため、すぐに尻しり餅もちをついてしまった。

　小夜ちゃんは膝ひざをつき、さらに距離を縮めてくる。

「六畳一間で、お風ふ呂ろのついてないアパート暮らしになっても、優兄さんが側そばにいてくださればそれだけで幸せです！　だから、私と一緒に駆け落ちしてください！」

「小夜ちゃん、落ち着いて！」

「もし駆け落ちしてくださらないなら……」

　彼女は幽ゆう鬼きのようにふらりと立ち上がり、音もなく小こ太だ刀ちを抜く。

「優兄さんを食べさせていただきますね」

　小夜ちゃんは月をバックに微笑ほほえむ。

「優兄さんの肉も、皮膚も、目玉も、内臓も、髪の毛も、爪つめも、垢あかも、汚お物ぶつも、骨も全すべて血の一滴も啜すすり、残さず食べますね。そうして本当の意味で私たちはひとつになるんです」

「さ、小夜ちゃん、冗談だよね？」

　だが、彼女の瞳はどこまでも真剣だった。

「料理は愛情っていいますよね？　私は世界で誰だれより一番美お味いしく優兄さんを食べられる自信があります」

「それは料理を作るときの言葉で、食べる側の言葉じゃないよ！」

　小夜ちゃんは迷いなく歩み寄ってくる。

「優兄さんを全部食べることで、二人の魂は肉体ごと結びつき本当の意味でひとつになるんです。決して離れることはなくなるんです。素敵ですよね。あっ、安心してくださいね、食べ終わった後、ちゃんと私も後を追いますから」

　さらに彼女は距離を縮めてくる。

「優兄さん、愛してます。愛してます。愛してます。食べてしまいたいほど、私は優兄さんを愛しています」

　小さ夜よちゃんは薄い笑みを口元に浮かべ、手にした白はく刃じんを愛いとおしそうに向けてくる。

「さぁ選んでください。私と一緒に駆け落ちするか、食べられてひとつになるか」

　月をバックに、ガラス玉のような無機質な瞳ひとみで見下ろしてくる。

　彼女のセリフが心底本気だということは、地下に監禁された実体験で理解している。駆け落ちを選ばなければ、小夜ちゃんは本気でオレを食べるだろう！

　蛇へびを前にしたカエルのように震えながら、生き残るために必死に説得する。

「駆け落ちって、全すべての問題を投げ出して、他人に苦労を押し付けて逃げるってことじゃないか！　そんな無責任なやりかたをしてもいいのかよ!?」

「私だってできるなら逃げ出さず、皆さんに祝福されて結婚したかったです。ですが、それはもう叶かなわない願い。だから、もうこうするしかないんです」

「なら！　もしオレたちが二度と会えなくなるのを阻止できるとしたらどうする？」

　そのセリフに、小夜ちゃんの目に理性の光が灯ともる。

　無理心中したくない一心で、たたみかけた。

「さっきありす達が言ってたんだ！　あのスポットライトを落としたのは自分達だって。その証拠があるとしたらどうする？　それに、やつらは愛め衣いのことを狙ねらっているんだ！」

「証拠って、それは本当ですか？　えっ、というかありすさんと梓あずささんが愛衣ちゃんを……どうして。あっ、そういえば優ゆう兄にいさんはなぜ手錠をかけられているんですか？」

　ようやく彼女は普通の思考に戻ってくれたらしい。

「詳しい話はここを出た後だ。とりあえず、この手錠をなんとかしてくれないか？」

　助かった歓喜に浸ひたっている間もなく、苦笑いを浮かべ手首を目の高さに掲げた。
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「もう、優兄さんがあんな悲鳴をあげるからですよ」

「そりゃあげるよ！　十五階から飛び降りたら！　むしろ漏らさなかっただけ褒ほめてよ！」

　あの後手錠を切断してもらい、マンションから小夜ちゃんに抱えられて脱出した。

　だがあまりの高さに悲鳴をあげ、メイドたちに気づかれてしまった。

「愛衣ちゃんの家に連絡を入れたら、ありすさんに呼び出されて高校の校舎に行ったそうです。携帯はつながりません」

「愛衣がありすに!?　証拠のこともあるし、急ごう、小夜ちゃん！」

　メイドたちに囲まれないように気をつけながら、地元民しか知らない抜け道を使い遠回りしながらも目的地を目指す。

「証拠の件ですが、もし優兄さんがおっしゃることが本当なら、確実に反論の材料として使えます」

「それがあればオレたちが引き離されることはない？」

　息を切らしながら、彼女にたずねる。

「はい！　それほどの証拠があるなら、大丈夫です。むしろ逆に、ありすさんたちを施設送りにできます。ですが、その前に愛め衣いちゃんを確保しなければ」

「なら、さっさと愛衣を探して、証拠を手に入れよう！　そしてもとの生活に戻るんだ！」

　ガケを登り、曲がりくねる裏道を走り抜けると、いつもの分かれ道にたどりつく。

「目的地まであと少しですね」

　そう、目的地とは私立城じよう南なん高校だ。

　ここに物的証拠があり、そして愛衣もこの場所に呼び出されているはずだ。

　オレたちは全速力で、通い慣れた道を走り続けた。
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　オレと小さ夜よちゃんは足音を忍ばせ辺りをうかがいながら、校門をくぐる。

　今まで通りすがりに見てきた校庭などには、愛衣がいる気配はなかった。

　小夜ちゃんの話では愛衣は教室に呼び出されているとのことだったから、扉は開いているのだろうが、さすがに敵の監視が予想される中、真正面から中には入りづらい。

「でも、考えてみたら、他ほかのルートでどうやって校舎に入ろう」

「やはり窓を切ってしまうのが手っ取り早いかと」

　小夜ちゃんが懐ふところから小こ太だ刀ちを取り出す。

「いや、でも窓を切ったら防犯装置が作動するんじゃ……っていうか割るんじゃなくて、切るのね」

「それでは失礼します」

　抜刀、納刀が一瞬でおこなわれる。

　窓ガラスの一部が切り取られる。そこから手を入れ窓の鍵かぎをあける。

「よし、警報が鳴らないみたいだし、行けるぞ！」

「愛衣ちゃんはもう教室に入っているかもしれません。それに証拠もその近くにあるんですよね」

「ああたぶんオレの――」

　突然、口を押さえられる。

「そこです！」

　小夜ちゃんは切り抜いたガラス片を暗くら闇やみに投とう擲てきする。

　ガラス片は暗闇の中に消えるが、割れる音はいっこうに聞こえてこない。

　代わりに聞き覚えのある声が、闇やみからひびいた。

「さすが犬いぬ神がみ一族。気配を隠すのには、自信があったのですが」

　月光の下に、追跡者が姿をあらわす。

「ありす！　梓あずささん！」

　二人の服装はさきほど別れた格好のままだった。横に愛め衣いはいない。

　多分呼び出して待っていたところで、オレたちをみつけたのだろう。

（愛衣はまだ捕まってないみたいだな、よかった）

　梓さんは眉み間けんにシワをよせ、オレと小さ夜よちゃんを睨にらむ。

「優ゆう樹き殿、小夜殿、なぜこんなところにいるのですか？　脱走やその手助けをするなど、罪が重くなるだけではありませんか。今からでも遅くはありません、投降してください。今ならまだ妖あやかし調査委員会に報告しないとお嬢様が約束してくださいます」

「梓の言う通りですわ。今回のことは大目にみてあげますから、大人おとなしくしてください」

　小夜ちゃんがいるため、ありすは猫を被かぶりお嬢様モードを演じる。

　彼女はその演技を一いつ蹴しゆうした。

「もうその胡う散さん臭くさい演技はなさらなくて結構ですよ。道すがら大まかな事情は、優ゆう兄にいさんから聞きましたから」

　二人の目の色が変化する。

「そう、ならもう演技する必要はないのね。愛衣ちゃんを呼び出したのも知っているのでしょう？　彼女はまだ到着していないからちょうどいいわ。愛衣ちゃんを捕まえる前に、あなたたちを片づけてあげる」

　演技がばれていると分かるとすぐに、ありすは猫かぶりを止やめ素顔をさらす。

「優兄さん、ここは先に目的のものを手に入れて、それから愛衣ちゃんをさがしましょう。二人は私が抑えますから、先に行ってください」

「うん、頼むよ！」

　前のオレなら彼女を残して行くことに抵抗を感じていただろう。だが、今は違う。

　愛衣を助けるとき、ショウの部下を圧倒した小夜ちゃんの姿はいまだまぶたの裏に焼き付いている。その彼女が妖とはいえ、女性二人に後おくれをとるとは思えない。

　それにまた前みたいに人質に取られ、邪魔をしてしまう可能性の方が高い。

「よっ、と」

　窓を開け、枠を乗り越える。

「逃がしません！」

　梓さんが地を這はう蛇へびのように鋭く、素早く襲いかかってくる。

「優兄さんの邪魔はさせません！」




「犬神流剣術・神しん弓きゆう！」




　小こ太だ刀ちを納刀した彼女は、力を溜ためこみ体を縮める。そして、彼女自身が弓から放たれた矢のように梓あずささんへと一直線に跳び、懐ふところへと潜もぐりこんだ。

　片手突きのように伸ばした小太刀の先端が、彼女のみぞおちへとめりこむ。

　梓さんは声をあげる暇ひまもなく、吹き飛ばされコンクリートの上を転がる。

「って！　小さ夜よちゃん！　何本気だしてるんだよ！　殺したらダメだって！」

　窓枠から身を乗り出し思わず注意する。

「ご安心ください。ちゃんと手加減はしましたから」

　彼女はその叫びに、笑顔で答える。

「ありすさんも、これ以上私たちの邪魔をするなら容赦しませんよ？」

　しかし、彼女は動じた様子を見せず、それどころかあきれたように指示を飛ばす。

「梓、相手は子供とはいえ犬いぬ神がみ一族次期当主よ。いい加減、本気で戦いなさい」

「ＹＥＳ、マイ、フロイライン」

　大の字に倒れていた梓さんが、何事もなかったように立ち上がる。

　さっきのみぞおちの一撃は、素人しろうと目めから見ても無傷で済む威力ではなかった。

　なのに梓さんは、メイド服についたほこりを払うだけで、痛がる素そ振ぶりすら見せない。

「参ります」

　梓さんが悠然と歩き距離を縮める。

　それを待つ小夜ちゃんではなかった。




「犬神流剣術奥義・断だん鉄てつ剣けん！」




　あの鉄の扉を切断した技を梓さんに向ける！

　だが、結果はまったく逆だった。




「大おお亀がめ流りゆう甲こう鎧がい術じゆつ・空くう槍そう撃げき！」




「きゃッ！」

　両手を交差したまま刀を受け止めると、弾き、指先で小夜ちゃんの肩を切り裂く！

　服と肉を切った梓さんの手刀は、淡く輝く緑色の光を放っていた。

　小夜ちゃんは少し離れた位置で肩をつかむ。

　血が着物を汚すが、傷は思ったほど深くはないらしい。

　しかしまさか、彼女の攻撃が防がれ、さらに反撃されるなんて！

「無駄よ。今の梓には、下へ手たな攻撃じゃかすり傷ひとつ作れないわ」

　ありすは腕を組んだままのんびりと、話しかけてきた。

「知ってる？　大おお亀がめ一族は、甲こう羅らが退化した代わりに妖力を堅固化する能力を得たのよ。彼女の両手を覆おおうあの淡い緑の光がその証あかしよ。どんな物理攻撃も止め、圧倒的な硬度で敵を貫く。今の梓あずさは対物アンチマテリアルライフルすら止められるわ」

「意識を集中した部分ならですが」

　戦いの最中なのに、梓さんはありすのセリフに余裕の表情で注釈を付ける。

「……なるほど、だから私の攻撃が弾かれたんですね。タネは理解しました」

「たとえタネが分かっても、どうすることもできません。今の自分には、生半可な攻撃では痣あざひとつ作れません。抵抗は無駄です、投降してください」

　たしかにこれは絶望するしかない。

　なのに小さ夜よちゃんはなぜか笑っていた。

「この程度で投降しろと？　冗談は止やめてください。ヘソでお茶を沸かしてしまいます」

　彼女は小こ太だ刀ちを握りなおし、再び戦うために構える。

「小夜ちゃん！」

　彼女は声に振り返るとにっこりと笑う。

　そして体を低くし、再び距離を縮めるため走り出す。

　梓さんの右手の攻撃を、紙一重でかわす。












　すぐさま振り下ろされる左手を小こ太だ刀ちで受け止めると、小さ夜よちゃんは彼女のみぞおちに左手で触れた。

　もちろん体に直接触れることは淡く光る緑色の妖力でできない。

　だが、小夜ちゃんに焦あせりも、狼ろう狽ばいの色もない。

　彼女は短く息を吸う。




「犬いぬ神がみ流柔術秘奥義・鎧よろい通どおし！」




　小夜ちゃんの両足直下の地面が陥かん没ぼつする。

　同時にトラックに吹き飛ばされたように梓あずささんがぶっ飛んだ！

「梓！」

　さすがにありすも焦ったのか声こわ音ねを荒あらげる。

　梓さんはなんとか両足で着地するが、腹部を押さえ片かた膝ひざをつく。

「げほ！　ごほ！　な、なんですか今のは!?　自分は甲こう鎧がい妖よう装そうをといていないはず！」

「堅い鎧よろいも、柔らかい布でもこの技の前に意味はありません。それら全すべての物体を自身の腕の延長と考え、任意の場所や臓器などに衝撃を与えることができるのですから。俗に言う『裏当て』『遠当て』と呼ばれる技術です」

　小夜ちゃんは悠然とかまえる。

「しかし、梓さんもさすがです。とっさに危険を察して自分から飛ぶとは……。ですが、次は当てます」

「それはこちらのセリフです。さすが犬神一族次期当主というわけですね」

　梓さんも口元をぬぐい立ち上がる。

「優ゆう兄にいさん、ここはお任せください！　優兄さんは証拠の方を！」

「あ、うん！　了解！　小夜ちゃん気をつけてね！」

　オレは小夜ちゃんを残して土足で階段を駆け上がる。

　それを見送って、彼女は再び刀を構える。

「兎うさ月つきありすさん、稲苗代いなわしろ梓さん。お覚悟をお願いします」





　◇






　階段を駆け上がり、自分のクラスに転がりこむ。

　たしかロッカーに入れっぱなしだったはずだ。

「暗くてよく……これだ、あった！」

　予想通り目的の物はロッカーに入っていた。

　それはモバイルＰＣだ。

　創立記念祭のときに、梓あずささんがありすの携帯容量がいっぱいになったと言っていたからデータ移動に貸したのだ。

　データはゴミ箱に捨てられ消されたが、余裕で復旧できる。

　ＰＣを小こ脇わきに抱えて廊下に出る。

「そのＰＣが、探し物みたいね」

　その廊下の先に兎うさ月つきありすが兎うさぎ耳姿で立っていた。

「ありす!?　小さ夜よちゃんはどうした！」

「梓が抑えこんでいるわ。うちのメイドを馬ば鹿かにしないで。女の子一人相手に、ワタシを先に進ませられないほど無能じゃないわ」

　さすがの小夜ちゃんでも二人を同時に抑えるのはさすがに無理か。

　けど相手は女子だ。全力で走れば逃げ切れるだろう。

「それでそのＰＣの中に何があるのかしら」

　その質問には答えず、背中を向け一いち目もく散さんにダッシュする！

「!?」

　すぐ上を一陣の風が吹き抜ける。

　ありすが、いつのまにか進む先に立っていた。

「そんなに驚かないで。ただあなたの頭上を跳び越えただけよ。これでも因幡いなば一族の半妖よ、逃げられると本気で思っていたの？」

　つまり、頭上を兎のように跳び、回り込んだのか!?

　まずい。半妖だから甘くみていた。恐らく力もあっちが上だ。

　強硬手段で来られたら絶対に勝てない。

「それでその中には何が入っているの？」

　再度の質問。

　逃げるスキをうかがいながら、とりあえず時間稼かせぎのため質問に答える。

「創立記念祭で梓さんに、ありすの携帯の容量がいっぱいだからデータ移動にＰＣを貸して欲しいと言われたんだ。そのデータが入ってる」

「そんな！　ありえないわ！　その中には今回の計画書のデータとかも入っているのよ！　梓がそんなマネ……」

　だが、オレと小夜ちゃんの逃亡。

　そして、この学校でＰＣを持っている事実。

　そのどれもがありすにオレのセリフが真実だと告げていた。

「この件が片付いたら梓を問い質ただして、場合によっては処罰を考えないといけないわね。まぁいいわ。梓といえどもミスはあるだろうだし、部下の不始末は主あるじが責任をとるって相場が決まっているものね」

　混乱から立ち直ると、赤い瞳ひとみを向けてくる。

「取引しましょう」

「取引？」

「愛め衣いちゃんと秘密を知った小さ夜よちゃんはこのまま生かしておくわけにはいかないけど、ユウキだけは助けてあげる。それに二人がいなくなっても一族の掟おきてに従って殺されないよう守ってあげるわ。ワタシの遊び相手兼執事として、雇ってあげる。どうかしら？　なんなら、梓あずさを一日好きにしていい権利を付けてもいいわよ」

「梓さんを一日好きにか、そりゃ魅力的な提案だ」

「だったら！」

　ありすは表情をほころばせる。だが、オレは首をふった。

「答えはＮＯだ」

「……どうして？」

「約束したんだ。愛衣と小夜ちゃんと。いつか絶対にどちらかを選ぶって。両方愛してるなんて中途半端なマネはしないって。だから、まだ答えを出していないのに二人を売るようなマネはできない。絶対にだ」

　その短い答えに、ありすがうつむく。

　再び顔をあげたその目は、真まっ赤かに染まっていた。

「だったらお望み通り殺してあげる。しょせん、こんな生活は夢だったのよ。あなたを殺す。そしてワタシは誰だれもいない、あの場所に戻るだけ」

　冷えきった表情で、ありすが一歩一歩、近づいてくる。

　だがオレは、

「悪いけど、まだ死ぬつもりはないぜ。放課後の女教師プレイもしてないんだからな！」

　自身を奮い立たせるため声をあげる。そして、窓から飛び降りる。

「十五階に比べればなんぼのもんじゃい！」

　内臓が浮き上がる感触。

「どわぁぁぁぁぁあッ！！！！」

　落下は一瞬だった。

　三階から飛び降りたが、運よく柔らかい花壇へと落ちる。

　土がクッションになってくれたおかげで、足をくじくこともなかった。

「それで逃げたつもり!?」

　驚きから回復したありすが、後を追って飛び降りようとしている。

　土を払うのももどかしく、ＰＣをしっかりと握り締め走り出す。

「けど、追いつかれたらアウトだぞ！　どうするオレ！　どうする！」

　一番いいのは、小さ夜よちゃんと合流することだ。しかし、彼女たちは移動したのか、戦っていた場所にはいない。

　なら、人通りの多い場所に出よう。そうすればいくらありすでも、そう簡単に手出しはできないはずだ。

　高校の正門を目指して走る。

「無駄よ、半妖とはいえ妖あやかしからは逃げられないわ」

　ありすが頭上を飛び越え、正門の前に着地する。

　彼女の忠告を無視してすぐさま背を向け、校舎に入るため走り出す。

　足下のコンクリートが爆はぜた。

　反射的に足を止めてしまう。

　振り返ると、ありすの手には黒光りする拳銃が握られていた。

「これ以上、鬼ごっこに付き合うつもりはないわ。ＰＣを渡しなさい」

　オレは拳銃でＰＣを壊されないように抱き締め、後ずさる。

「！」

　階段につまずき、校舎より低い位置にある校庭へと転げ落ちる。

「くぅ、ッゥー」

　背中をしたたかに地面にぶつける。

　オレは痛む体を無視して立ち上がった。

「動かないで。下へ手たなところに当たったらいたずらに苦しむだけよ」

　ありすは霜がびっしりとへばりついているような、底冷えする声で階段を下りてくる。

　銃口はいまだ向けられたままだ。

「もう一度チャンスをあげるわ。ＰＣを渡しなさい」

　階段を下りきり、手を差し出してくる。

「ユウキも本当は死にたくないでしょ？　いいじゃない裏切ったって、だってそうしないと自分が死んでしまうんだから。殺してもしかたないじゃない……」

　彼女の表情に暗い影がさす。

　その声こわ音ねはまるで自身に言い聞かせるような響きをふくんでいた。

「何度聞かれても、チャンスを与えられても答えは変わらない。オレはまだ愛め衣いや小夜ちゃんから離れたくないんだ！」

　ありすは歯ぎしりし眉まゆ根ねをよせた後、表情を醜みにくくゆがめる。

「なら、もういいわ！　偽善を抱えて死んでしまえ！！！」

　火薬音を鳴らし、銃口から命を刈り取る弾丸が発射される。




　刹せつ那な――ありすとオレのあいだを、見覚えのある光の奔ほん流りゆうが走り抜ける！




「なっ!?」

　ありすが絶句する。

　その光に弾丸が飲みこまれ消失した。

　この光に覚えのあるオレは硬直せず、チャンスをのがさず走り寄る。

「！」

　こちらの接近に気が付き、ありすが拳銃をかまえ直すがもう遅い。

　抱きつくと、地面へと押し倒すことに成功する。

　彼女の唇に自身の唇をかさねた。

「ン……ンンンンンッッ！」

　もがくありすをおさえつけ、唇を押し付ける。

　口を離すと、組み敷いた彼女の顔は真まっ赤かに染まり、涙目になっていた。

「ど、どういうつもり？　人のファーストキスを強引に奪って、なにするのよ！　許さないっ……って、あれ、力が入らない……!?」

　押さえつけている腕を振りほどこうと力をこめるが、ぬいつけられたように動かない。

「何をしたの！　力がまったく入らないわ。ううん、まるで力を吸い取られたような……まさか!?」

「正解。ありすの妖力を吸い取ったのさ」

「妖力吸引能力者!?　そんなの今までの監視にも、資料にもなかったわよ！」

「そりゃそうだ。こんな体質になったのは、ショウを倒すとき愛め衣いの神様の力を浴びたからだ。その後、百ひやつ鬼き夜や行こうや人間側の研究所に知られたら研究材料としてばらばらにされるって聞いたから、知られないようにしてたんだよ」

「……ワタシたちの調査不足ってわけね。どうしてこう上う手まく運ばないのかしら」

　彼女はまるで安あん堵どするように息を吐き、目をつぶる。

　オレはそれを見届けると、光の発射点へ視線を向ける。

「サンキュー、オマエが弾丸を吹き飛ばしてくれたおかげで命拾いしたよ。……ほんと、無事で良かった」

　そこには幼なじみの猫ねこ柳やなぎ愛衣が立っていた。

　鈴付きチョーカーを外し、不機嫌そうにハチミツ色のツインテールをなびかせている。

　オレは愛衣の無事を確認できて安心し、溜ため息いきをつく。

「…………」

「ん、どうした愛衣？」

　声をかけるが、反応はない。

　無言で側そばまで歩いてくると、彼女に蹴けり飛ばされた。

　押さえこんでいたありすの手を離してしまう。

「な、なにしやがる！」

「それはこっちのセリフよ。ありすに呼び出されてから優ゆう樹きの家に行ってもいないし、捜してたらこんなに遅くなっちゃったわよ！　それで遅れて学校に来てみれば、なにありすとキスしてんのよ！　ありすの呼び出しって、これを見せつけたかったわけ!?」

「いや、だから、それは……ありすの妖力を吸って抵抗する力をうばうためで別に邪よこしまな気持ちでしたわけじゃねえよ！」

「ふぅ～ん、まぁいいわ。それより覚えてる？」

「覚えてるって、何をだよ」

　愛め衣いの雰ふん囲い気きがおかしい。

　キスのことをそれ以上は追求せず、異常に冷めた瞳ひとみで淡々と言葉をつむぐ。

　オレはこの空気を何度もかいだことがある。

　これは不吉な死の匂においだ。

「『もし優樹と二度と会えなくなったら、わたしの手で殺す』って」

「愛衣！　おまえもか!!」

　再び既視感デジヤブにおそわれる。

「二度と会えなくなるってことは、わたしとの約束を破ったのと一緒よ。だから、この手で殺してあげる」

「じゃあ、さっきの一撃は、拳銃の弾を狙ねらったんじゃなくて……オレを狙ってたのか!?」

「ええ、そうよ。さっきは上う手まくよけられたけど、この距離ならはずれないわよね」

　愛衣は凍った瞳で、手のひらを突きつけてくる。

「ちょっと待て！　落ち着いて話を聞いてくれ！　もうオレたちが引き離されることはなくなったんだ！」

「命いのち乞ごいは見苦しいわよ、優樹」

　手のひらに黄金色の光が収束する。

「安心して、あんたを殺したらわたしもすぐに後を追ってあげ――」

「……彼が言ってることは本当よ。愛衣ちゃんたちの強制送還は取り消されるでしょうね」

　ありすが愛衣のセリフを遮さえぎり、真実を告げる。

「だから、あなたたちが引き離されることはないわ」

　その言葉に愛衣の瞳に理性の光がともった。

「優樹、ありすさんの言ってることは本当なの!?」

「ああ、本当だ！　あのステージのスポットライトを落としたのは、彼女たちなんだ！　その物的証拠も手にいれた！　だから、オレたちが引き離されることはもうないんだよ！」

「ありすさんたちが、どうしてそんなことするのよ!?　証拠ってどこにあるの！」

　愛め衣いはチョーカーを付けるのも忘れて、矢や継つぎ早ばやに質問してくる。

　それにありすが答える。

「愛衣ちゃんの神の力を移植しないと、ワタシは二十歳まで生きられないの。だから、あなたたちを罠わなにはめ力を奪おうとしたのよ」

　そのセリフに、愛衣が言葉を失う。

　オレはすでに聞かされていたため、表情を曇らせたが驚きはしなかった。

「殺しなさい」

　彼女がまぶたを開くと、その赤い瞳ひとみで、撃ち抜くように睨にらみつけてくる。

「ユウキに負けた時点で、死は確定したわ。だから、今すぐ殺しなさい。その手でワタシをくびり殺しなさいよ！」

　愛衣は彼女の気迫にたじろぐ。

　オレは耐えきれずうつむいてしまった。

「貴方あなたたちみたいな恵まれた人間には分からないでしょうね！　体にメスを入れられる辛つらさ。何度も注射して青黒くなった内側の肘ひじ！　味のしない病院食！　死んだように暗く、静かな病室！　走り回って遊ぶ同世代の子供たちをただ窓から見下ろす惨みじめさ！」

　それだけじゃない――と、喉のどをからし絶叫する。

「ワタシは三歳のとき、お母様に捨てられたわ！　お父様も仕事が忙しくてほとんど会いに来てくれない！　学校に通ったらイジメられた！　クツも隠された！　頭から泥水をかけられもした！　その理由を教えてあげましょうか！　ワタシが他ほかの子たちと違うからよ！　髪も、瞳も、丈夫な体も持っていないから！　ワタシは除のけ者にされた！　ワタシには何もない！　何もないのよ！　だから、猫ねこ柳やなぎ愛衣の力が欲しいの！　猫柳愛衣の力さえ手に入れば、ワタシは死なない！　そのうえ、普通の人と同じ健康的な体になる！　そうすればきっと普通で、満たされた幸せが手に入るはずなのよ！」

　それは肉と骨を削けずり吐き出すような叫びだった。

　オレはいまだ地面に座り込んだまま、言葉を発した。

「ありすはそれで本当に幸せになれるのか？」

「ふは、あはは、なるほど！　他人を殺してでも生き延びるのは悪だって言いたいのね。ふざけないで！　自分がその立場にいないからキレイ事が言えるのよ！　この偽善者！」

「違う！　オレはありすの考えを否定してるわけじゃない！　そうじゃないんだ……」

　彼女の言葉に頭をふる。

「オレはまだ愛衣と小さ夜よちゃんと離れたくない。二人を失いたくないんだ。……けど、ありすをこのまま見殺しにもしたくない」

「…………」

「愛衣の力がないと二十歳まで生きられないって聞いて、ずっと考えてた。一生懸命、頭痛がするまでずっと……けど、オレ、頭悪いから、バカだからみんなが助かる方法を思いつけなくて」

「……ほんとバカね。ワタシはあなたたちを殺そうとしていたのよ。憎むべき敵よ？　考える必要なんてないじゃない。切り捨てればいいのよ」

「できないんだ。オレだって自分の利益のため、尾行したとき嘘うそをついた。他人を殺して自分が助かる状況に置かれたら、そうしているかもしれない」

「だから同情したの？」

「同情がないといえば嘘だ。だけど、違う。オレは友達として、ありすを助けたいんだ」

　彼女はその言葉に一瞬押し黙った。

　だが、すぐに反論する。

「友達って……ワタシたちは出会ってまだ一週間も経たってないし、調査員と調査対象者で……ワタシはずっとユウキを騙だましてたのよ？　なのに、友達なんて」

「時間が短いとか調査委員と調査対象者とか、騙してるとか騙されてたとか、そんなの関係ない。オレはただ、ありすに死んでほしくないんだ」

　いつわりのない胸のうちを吐き出す。

「病気のこと詳しくは知らないし、オレみたいなダメ人間じゃなんの役にたたないかもだけど、愛め衣いを殺さずに治す方法を一緒に探させてくれないか？　きっと、誰だれも死ななくていい方法があるはずだ。だから……」

　我慢していた。

　けれど、こらえきれず涙を流してしまう。

　それが呼び水になったのか、ありすの瞳ひとみからも大粒の涙がこぼれはじめる。

　涙と共に胸の底にずっと抑えていた感情が、あふれ出す。

「……この体を治すために神の力が必要だって聞いて三年前からずっと監視してきた。愛衣ちゃんと小さ夜よちゃんが友達になったとき。三人で初めて出かけたとき。愛衣ちゃんのお誕生日会を開くため、ユウキと小夜ちゃんが準備していたけど、結局凝こりすぎて間に合わなかったことも知ってる。毎週の飲み会や三人で披露していた宴会芸。愛衣ちゃんと小夜ちゃんが中学校にあがったときのみんなの喜ぶ顔……全部、全部知っているわ」

　もうそれを止める術すべは彼女には残されていなかった。

「羨うらやましかった。あの輪の中に入りたいと思った。でも、ワタシはそれを壊さないと生きていけない、あの中には入れないんだって、遠い蜃しん気き楼ろうの世界のことだって諦あきらめてた……」

　声は涙でかすれ最後まで形にはならなかった。

　ありすは親に叱しかられた子供のように喉のどを震わせ、見栄も外がい聞ぶんもなく泣きじゃくる。




「誰も殺したくない……でも、死にたくない。ワタシも愛衣ちゃんと小夜ちゃんと……ユウキと友達になりたい。生きたいよぉ」




「ありす……」

「まったく、優ゆう樹きの言うとおりよ。ありすさんはほんとにバカなんだから。そういう事情があったなら話してくれればよかったのに。わたしの妖力は一般の妖あやかしの数十倍あるんだから、ちょっとぐらい抜かれても問題ないわよ」

　愛め衣いはチョーカーを付け直し嘆たん息そくする。

「ごめんなさい……ごめんなさい」

　オレは立ち上がり、ありすへ手のひらを差し出す。

　彼女は迷いなく、その手をつかむ。

　腕を引っぱり、地面に座らせた。

「お嬢様！」

「優ゆう兄にいさん！」

　小さ夜よちゃんと梓あずささんが牽けん制せいしながら互いに駆け寄ってくる。

　そのまま走ってきて、小夜ちゃんはオレと愛衣の側そばに立つ。

　梓さんは他ほかにメイドを四人ほど引き連れ、五メートルほど離れ対たい峙じする。

　メイドたちが肩からさげたサブマシンガンをかまえる。

「愛衣ちゃん、優兄さん、ご無事ですか!?　早くありすさんから離れてください！」

「大丈夫だよ、小夜ちゃん。もう終わったから」

「……ふぇ？」

　オレの言葉に要領をつかめず可愛かわいらしく小首をかしげる。

　ありすは涙をぬぐうと、憑つき物が落ちた表情で梓さんに声をかける。

「……梓。もういいわ。もう、ワタシたちの計画は終わったのよ」

「お嬢様？」

　息を吐き出し、夜空を飾る満月をあおぐ。

「もういいのよ……」




「それは困ります。今更止やめていただくわけにはいかないです」




　だが、主人の命令にメイドの稲苗代いなわしろ梓さんは、反対の意を唱える。

「梓？」

　まるでべろりと皮を剥はいだように、彼女の雰ふん囲い気きが一変する。

　その変化に一番戸惑っているのがありすだった。

「これは命令よ。計画は中止するわ。だから、銃をおろしなさい」

　だが、メイドたちは主人の命令を無視して、サブマシンガンの銃口をはずさない。

　指は引き金に添えられ、一歩でも動いたら蜂はちの巣にされる圧倒的な緊張感がただよう。

「止やめなさい！　命令が聞こえないの！」

「はい、聞けないです」

　梓あずささんはすっぱりと切り捨てる。

「お嬢様には倉くら田た優ゆう樹き殿、猫ねこ柳やなぎ愛め衣い殿、そして戌いぬ威い小さ夜よ殿を殺していただかないと困るのです。そしてその後、お嬢様自身にも死んでいただきます」

「な、何ですって!?」

　ありすがメイドたちを睨にらむ。

　だが、彼女は表情を変えず、淡々としゃべり続ける。

「愛衣殿の力を奪わないと、お嬢様が死ぬというのは嘘うそです」

「え……、あ、梓、それはどういうことなの!?」

「いくら愛衣殿に神の力が宿っていても、他者に移植することはできません。万が一できたとしても、体の弱いお嬢様では、力の大きさに耐えきれず死んでしまうでしょう」

　それに、とさらに言葉を続けた。

「お嬢様の体はたしかに生まれたときは弱かったかもしれませんが、適切な治療をこれから行い、あと数年成長を待てば病状は良くなります。二十歳を迎えても死ぬことはありません。むしろ、常人と同じ健康な体になります」

　オレも愛衣も小夜ちゃんもどう反応すればいいか分からず、黙って成り行きを見守る。

「全すべては、百ひや鬼つ夜きや行こう妖あやかし調査委員会、委員長――お嬢様、あなたの叔お父じを討つためです」

　その場にいる全員が、梓さんの声に耳を傾ける。

「あなたの叔父、妖調査委員会委員長はその権力を私的に利用し、無実の妖に罪を着せ施設に送っているのです」

　初耳だったのか、ありすの表情が凍る。

「自分の兄も無実の罪を着せられ、いまだ施設の中にいます。ここにいる他ほかのメイドの家族、親しん戚せき、友人、恋人なども同じ目に遭あっているのです」

「それがどうしてオレたちを殺すことに繋つながるんだよ!?」

　質問に梓さんは顔を向けてくる。

「お嬢様が、皆さんを殺す。そしてお嬢様も反撃を受けて亡くなる。その後妖調査委員会の調査委員が、自らの保身で事件を企くわだてたと判明すれば、どうなると思いますか？」

　耳が痛くなるほど辺りが静まる。

「猫ねこ又また一族、犬いぬ神がみ一族の重要人物殺害というスキャンダルに、いくら権力の強い妖調査委員会といえどのがれることはできない。その時を狙ねらって、今まで自分たちが集めてきた証拠を手に、委員長を告訴するつもりです」

「だから、あんな分かりやすい証拠をＰＣに残したのか」

　腕の中にある携帯データが入ったＰＣに、あらためて視線を落とす。

「気付いてくださって嬉うれしかったです。しかも、こちらの理想的な形で、小さ夜よ殿が優ゆう樹き殿を連れ出してくれました」

　本気を出して警護をしていれば、小夜ちゃんも家を抜け出しオレを連れ出すことはできない、と梓あずささんは付け足す。

「……なるほどね。でも、わたしたちがそう思おも惑わく通り殺されると思ってんの？」

　愛め衣いはチョーカーに手をのばす。

　だが、銃口を素早く向けられさえぎられる。

「強がっても無駄ですよ。そのチョーカーを身に付けている限り神の力をふるうことができないのは調査済みです。せいぜい一般的な妖あやかしよりやや強い程度、他者を守るほどの余裕はありませんね？　優樹殿の妖力吸収能力は自分たち妖には驚異ですが、それ以外はただの人。近づかねばそう恐れる必要はありません」

　愛衣にそんな弱点があったとは!?

　たしかに神の力をふるうときは必ずチョーカーを外していた。

　さらに驚くべきことはオレの能力まで梓さんが知っていたことだ。

　どうやら彼女たちは知っていて、ありすの病と同じくわざと報告をしなかったようだ。

「小夜殿も愛衣殿と同じく、他者を守るほどの余裕はありませんね？」

「くっ……」

　いまだ小こ太だ刀ちをかまえる小夜ちゃんは、その指摘に歯は噛がみする。

　つまり、二人はオレとありすを見捨てれば自分たちだけは助かるわけだ。

　しかし、見捨てることができないのは、創立記念祭のステージで証明している。

　このままでは愛衣と小夜ちゃんは、オレを庇かばって死んでしまう！

　梓さんはそこまで計算して銃口を向けているんだ。

　ありすはいまだ突然の事態にぼうぜんとしている。

（本当にもう全員が助かる方法はないのか？）

「ご安心ください。優ゆう兄にいさんは、私の一命にかけましてもかならずお守りますから」

　オレが怯おびえていると勘違いした小夜ちゃんは、覚悟を決めた声こわ音ねで断言してくる。

　愛衣も言葉にはしないが、自分一人で逃げるマネはしないと瞳ひとみが語っている。

　だが、オレは二人を犠牲にしてまで助かりたいとは思っちゃいない。

「それでは、いつまでも茜あかね殿や賢けん悟ご殿をごまかせるとは思えませんので。現場を見られては厄介ですから、そろそろ終わらせていただきますね」

　梓さんの指示にメイドたちの殺気が増大する。

　息をするのもためらうほど、緊迫感が引き絞られていく。

　考えろ！　きっと死なずに済む方法があるはずだ！

　灰色の脳細胞が死滅するのもかまわず、思考をフル回転させる。

　網もう膜まくに過去の映像が、フラッシュ映像みたいに浮かんでは消える。それはまばたきほどの時間だったが、全員が無事助かる重大なヒントを提示してくれた。




　創立記念祭で、愛め衣いにキスをしてオレは体調を崩してしまった――その原因。




　さきほど吸収したありすの妖力。




（まだ助かる手があるじゃないか！）

　それは成功率は恐らくほぼゼロの、無謀な作戦とすら呼べない代しろ物ものだ。

　だが、皆を救うためにはこれしか方法はない。

　震える膝ひざを叱しつ咤たしながら、ありすをかばうように立つ。

「気が短いですね、優ゆう樹き殿は。そう急がずとも皆ちゃんと死んでいただきますよ」

　梓あずささんを無視して、愛衣と小さ夜よちゃんに話しかける。

「愛衣、小夜ちゃん……二人はオレたちにかまわず、梓さんたちを倒してくれ」

「「!?」」

　そのセリフに二人は動揺する。

　梓さんが冷笑を浮かべた。

「たしかに優樹殿とお嬢様を見捨てれば、自分たちを倒すことができるでしょう。ですが、彼女たちにそれができますか？」

　彼女の嘲ちよう笑しようを無視して、愛衣と小夜ちゃんに語り続ける。

「べつに自じ暴ぼう自じ棄きとか、自己犠牲になろうとかそういう殊しゆ勝しような考えで言ってるわけじゃないぞ。ちゃんと銃弾を防ぐ勝算があるんだ。だから、オレとありすのことは無視して梓さんたちを止めてくれ」

「まだそんな馬ば鹿かなことを。どうすればただの人間に銃弾が止められるというのですか？」

　左右に立つ愛衣と小夜ちゃんも困惑の表情を浮かべ、ためらっていた。

　三割ほど、自分たちを生かすための出任せではないか、と疑うたぐっている。

　さすがに命がかかっている状況だ。

　はい、そうですか、とすぐには納得してくれない。

「愛衣！　小夜ちゃん！」

　オレはそんな迷いを断ち切るため、彼女たちの名を呼ぶ。

「頼む！」

「……はい、了解いたしました。おおせの通りにしますね。でも、優ゆう兄にいさんが死んでしまったら、私も後を追わせていただきますからね」

「どうやって銃弾を防ぐか知らないけど、男なら吐いた唾つばは二度と飲めないわよ。もし死んだりしたら、生き返らせてもう一度わたしの手で殺してやるんだから！　覚悟しなさいよッ」

　軽口を飛ばし、二人と交互に顔を合わせ微笑ほほえみあう。

「……優ゆう樹き殿はあくまで自分たちの邪魔をしたいのですね」

「違いますよ」

　オレは彼女の目を睨にらみ付けながら断言する。

「梓あずささんたちが間違ったことをしようとしているから止めたいんです」

「優樹殿は、大切な人を奪われた苦しみを知らないからそんなことが言えるんです！」

「梓さんも、ありすもどうして一言『助けて』って言えないんだよ！　この馬ば鹿か野郎が！」

　梓さんは叫びに表情から色を失う。

「もとより議論するつもりはないです！　撃て！」

　それをごまかすように声を張り上げ、手を振り下ろす。

　メイドたちは冷徹に迷わず引き金をしぼった。

　乾いた発砲音。

　愛め衣いは左に跳び回避しながら、チョーカーに指をかける。

　小さ夜よちゃんは右に跳び回避しながら、小こ太だ刀ちをすべらせる。

　そして四つの銃口から放たれた弾丸は、吸い込まれるようにオレへと当たる。

「優樹！」

「優ゆう兄にいさん！」

　銃弾の痛みと衝撃に視界はぶれ、世界が暗くら闇やみに支配される。

「そ、そんな馬鹿な!?」

　だが、それは一瞬のことで、片かた膝ひざをついたが、生きてふてぶてしく笑ってやった。

　この結果に梓さんも、撃ったメイドたちも驚きを隠せずにいる。

「小夜ちゃん！」

　叫ぶまでもない。

　彼女はすでに動いていた。

　驚き動きを止めていたメイドたちは、小夜ちゃんの接近に反応が遅れる。

　三人のサブマシンガンを切り刻み、最後の一人が撃った弾丸をするりとかわす。そして、当て身をいれ気絶させる。

　最後に残された梓さんが、小夜ちゃんを警戒しながら後ずさる。

「どうして!?　たしかに弾は当たったはず！　優樹殿は妖力吸収能力以外はただの人間ではありませんか！　なのになぜ！」

「昨日きのう、いや、もう一昨日おとといですか。創立記念祭を回ってる途中で間違って愛め衣いとキスしちゃったんですよ。そのせいで『妖力酔い』になっちゃって。そのとき教えてもらったんです、妖力の放出方法ってやつを」

「そ、それではさきほど銃弾をふせいだのは!?」

「はい、さっき吸収したありすの妖力を放出してはじいたんですよ」

　これは大おお雑ざつ把ぱに分類すれば梓あずささんの使っていた甲こう鎧がい妖よう装そうと原理はおなじだ。

　だが、効果は一瞬でタイミングが合わなければ死んでいたが、なんとか成功した。

　自分でも言うのもなんだが、よく上う手まくいったものだ。

「これで終わりです！」

　小さ夜よちゃんが止とどめをさそうと距離を縮める。

　だが、梓さんは一人になっても抵抗を続ける。

「大おお亀がめ流甲鎧術・空くう槍そう撃げき！」

　小夜ちゃんはぎりぎりでその一撃をさけ、再び距離をとる。

　梓さんは冷静だった仮面を剥はぎ取り、声を荒あらげた。

「なぜ邪魔をするんですか！　自分たちはただ大切な人々を助けたいだけ！　貴方あなたがたにそれを邪魔する権利はありません！」

「だからって、わたしたちの大切な人たちを傷つけていい理由にはならないでしょ。あんたは自分が一番嫌っている奴やつらと同じことをしてんのよ？」

　愛衣のそのセリフが彼女のもっとも一番深い心の部分を突き刺す。

　愛衣はその手のひらを梓さんへと向ける。

「悪いけど、親友も、あっちのダメ人間も奪われるつもりないから。もし奪うって言うなら――神の怒りに触れると知りなさい！」

　吹き上がる蒸気のような黄金の光が、手のひらに収束、刹せつ那な、放出される。




「猫ねこ又また流仙せん術じゆつ・疾しつ風ぷう迅じん雷らい！」




「うぐぅぅぁぁぁぁあぁァぁッッッ!!」

　ショウを倒した光の奔ほん流りゆうが梓さんを飲み込む。

　二人のあいだの地面は粉々に砕け、真昼と勘違いするほどの光量が生まれる。

　光の爆発に霞かすんだ目が視力を取り戻すと、梓さんは泥まみれで倒れていた。

　小夜ちゃんの攻撃を防いだ甲鎧妖装も、神様の力には耐えきれなかったらしい。

　それでも意識は失わず、彼女は口から血をしたたらせながら体を起こす。

　泥まみれの無惨な姿で地面に座り、彼女は薄く笑う。

「作戦は失敗ですね……くっはは。もう、これで自分は何もかもなくしてしまいました。お終しまいです」

　そう言って、彼女は息を大きく吐き、懐ふところから拳銃を取り出す。

　銃口を自身のこめかみに押し付け、かすかに微笑ほほえんだ。

「さようなら、優ゆう樹き殿、愛め衣い殿、小さ夜よ殿。それにお嬢様――」

　小さく息を吸い、

「言い訳にしかなりませんが、お嬢様と一緒にいた時間が、自分にとって一番楽しい時間でした。銃を向けた無礼をお許しください。それでは――」




　パァン、と乾いた火薬の音が空に響く。




　だが、銃弾は、梓あずささんには届かなかった。

　最後の力を振り絞って跳躍した、ありすが彼女を庇かばい、地面に押し倒したのだ。

　発射された弾丸は、ありすの頭をかすり血をしたたらせる。

　押し倒される形になった梓さんのほほに、血が落ち赤い痕あとを残す。

「……ッぅ」

「お嬢様、銃弾が。血が、お怪け我がが……」

「こんな怪我、たいしたことないわ。平気よ」












「お嬢様……どうして……自分は、お嬢様を殺そうとしたのに」

「何をそんなに驚いてるの？　当たり前じゃない。だって、ワタシは貴女あなたの主あるじなんだから」

　ありすは梓あずささんの顔を覗のぞきこみ、微笑ほほえむ。

　その笑みには嘘うそや偽いつわりなどみじんも含まれていない。正真正銘の笑みだ。

「そ、そんなじ、自分はお嬢様を騙だましていたのですよ？　お嬢様を殺して、その死を政治的に利用しようとしていたんですよ、なのに……」

　ありすはすぐには答えなかった。

　目をつぶり、自身の内側にあふれでてくる感情の意味を味わっているようだった。

「……さっき、ユウキはこんな気持ちだったのね」

「お嬢様？」

　ありすがまぶたを開く。

　その瞳ひとみは迷いなく、まっすぐ梓さんを貫く。

「そんなの関係ないわ。どれだけ苦しくても、傷つけられても、梓と一緒に……いたいのよ」

　語尾が震える。

　瞳から伝う涙が赤い血と混じり合い、再び梓さんのほほに痕あとをつける。

「ごめんなさい、梓、あなたたちの苦しみに気付いてあげられなくて。叔お父じがあなたたちの大切な人たちを奪って、そのことを知らずに毎日を過ごして……ごめんなさい……ッ」

「お嬢様、お嬢様……！」

「病気で苦しんでいるワタシの手を朝まで握ってくれたり、発作的な癇かん癪しやくに嫌気を見せず側そばにいてくれたり、一緒にファッション雑誌をめくって笑い合った梓を……家族だと思っていたあなたを苦しめてごめんなさい。ごめんなさい……」

　梓さんは起き上がり、泣きじゃくるありすを抱き締める。

　強く、強く、まるで泣き虫の妹をあやす姉のように。

「お嬢様、自分の方こそすみませんでした。自分は……誰だれも信じることができなかった。こうするしか方法がないと、兄を助け出すことができないと馬ば鹿かみたいに思いこんで……お嬢様を叔父と同じく敵だと憎んで……」

　そしてひとつ息を吸い、彼女も涙を流す。後悔と、そして、悲しさとは正反対の感情とがその涙には込められている。

　ありすを抱き締める腕をほどき、告げる。

「自分は自首します。全すべてを明るみに出す為に。お嬢様たちの命をねらった罪と、優ゆう樹き殿たちにご迷惑をかけたことをわびるために……」

「ワタシも梓たちと一緒に行くわ。そして叔父の罪を、ワタシの罪を償つぐなうわ。絶対に、この命に代えても梓たちの大切な人たちを助け出してみせる」

「お嬢様――ッ」

　彼女たちは、涙を流し、全すべてに幕を降ろした。

　そんな彼女たちの姿を見ていると、胸の奥深くから尊さと美しさに対する敬意が湧わき上がってくる。

「どうやら一件落着みたいね」

「愛め衣い、小さ夜よちゃん」

　気が付けばすぐ側そばに彼女たちが立っていた。

　二人の瞳ひとみにも自分と同じ感情が浮かんでいた。オレは再び視線をありすたちに向け頷うなずく。

「ああ、もう大丈夫みたいだな」

　もうこれで終わりだと自覚すると、緊張の糸が切れたせいか意識がすーっと波のように引いていく。

　地面が地震が来たみたいに立っていられない。

（やば、無理をしすぎたか……）

　痛みはないが、慣れない力を使ったせいで体に負担が来ているのかもしれない。

　そんなことをぼんやり考えながら、オレは倒れてしまう。

「ゆ、優ゆう樹き!?」

「優ゆう兄にいさん！」

　愛衣と小夜ちゃんの驚きの声は、空耳のように遠かった。





　◇






　深海に沈降していた潜水艦が浮上するように、意識が、ゆっくりと浮かび上がる。

「…………」

　ありすと梓あずささんを見守っている途中、意識を失ったことを思い出す。

　薄く目を開くと、なぜか遠くを見つめる愛衣を下から見上げていた。

　後頭部に広がる柔らかく温かな感触。

　彼女の膝ひざに頭を乗せていることを理解する。

　耳を澄すませると、茜あかねさん、賢けん悟ごさん、他ほかにも大人おとなの声が聞こえてくる。

　どうやら事態の収拾をしてくれているらしい。

　愛衣を含めてまだ誰だれもオレが目を覚ましたことに気付いていないようだ。

「……なんで二度と会えなくなるって考えたら、優樹を殺してわたしも死のうなんて思ったんだろ」

　そんな呟つぶやきに反射的に目をつぶってしまう。

「こんなバカで、スケベで、デリカシーがなくて、将来負け組確定のダメ人間に会えなくなるぐらいで……」

　愛め衣いはまだオレが意識を取り戻していることを知らない。

　だから、これが彼女の本音なのだ。

　自分が社会不適合者でダメ人間なのは自覚しているから反論できないのが悲しい。

　しかし、ここまで嫌われていたとは……。

　なぜか今ここで息絶えてもいいほど落ち込んでしまう。

「ほんと、こんなヤツ――」

　甘い少女の匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　その理由に至る前に、唇にやわらかな何かが触れる。

　薄く瞳ひとみを開くと、目を閉じて耳まで真まっ赤かにした愛衣の顔がそこにはあった。

　慌あわてて目を閉じる。

「……でも、わたしは」

　それ以上は声にならず、彼女の喉のどに飲みこまれ胸の中へと消えてしまう。

　夜風が吹き抜ける。

　今のは夜天に浮かぶ満月が視みせた一時の夢か、幻か、それとも――





■Epilogue　葉桜終わりし季節に







「んんぅ～」

　カーテンの隙すき間まから差し込む光をさけるため身をよじる。

　まどろむ意識で、あの事件から一週間以上経たっていることを思い出す。

　この数日、妖あやかし組織『百ひやつ鬼き夜や行こう』ではかなりの混乱と騒動が起きたらしい。

　原因は兎うさ月つきありすによる告発だ。

　兎月ありすの叔お父じは、妖調査委員会を私物化し、罪無き妖たちを冤えん罪ざいへと追い立てていた。

　その証拠を持ってありすは、猫ねこ又また、犬いぬ神がみなどの有力な一族をバックに叔父を訴えたのだ。

　百鬼夜行は、事を大きくしないため内々で処理することにしたが、叔父と関かかわっていた関係者全員を刑罰に処し、無実の罪を着せられていた者たちの釈放を行うことを約束してくれた。

　だが、これで一件落着とはいかなかった。

　その交渉が終わると兎月ありすがステージにスポットライトを落としたことを認め、殺害計画を実行したことを自供した。

　この件でありすは、妖あやかし調査委員会の調査委員の資格を剥はく奪だつ。

　稲苗代いなわしろ梓あずささんや他関係者は、強制施設送りになったと聞かされた。しかし情じよう状じよう酌しやく量りようがあり、刑期はかなり短いらしい。

　そして、大勢の前に正体をばらしてしまった愛め衣いと小さ夜よちゃんはというと。

　ステージで元の姿に戻ったのをごまかすため、学校中にある噂うわさを流すことになった。

　その噂とは――




「ねぇ、聞いた？　愛衣ちゃんと小夜ちゃんがステージで獣けもの耳と尻尾しつぽの格好になったのって、二年三組の倉くら田たって人の命令なんだって」

「うん、聞いた、聞いた。愛衣ちゃんたちと一緒にステージに立っていた男の人でしょ？　なんでもアンコールの後、その格好に着替える手品をして、その姿で歌えって命令されてたらしいよ。なんでもその倉田優ゆう樹きって人、女の子の恥ずかしがる姿を見るのが、趣味なんだって」

「愛衣ちゃん、小夜ちゃんかわいそう。そんなヘンタイに弱みを握られてるなんて」

「あれ？　あたしの聞いた話じゃ。もう心も体もトリコになってるって話だよ？　家では首輪と鎖で繋つながれているんだって」




　校内はこの噂でもちきりで、今では二人の犬耳猫耳が本物だと思う者は誰だれもいなくなった。

　だが、その代償としてオレはクラスで孤立し、下駄箱には不幸の手紙があふれるほど詰めこまれ、家には無言電話、学校では蔑さげすみの目で見られるようになった。

　だが、人の噂も七十五日。

　それまで堪たえ忍しのぼう。

　寝ていると、階段を上がる足音が聞こえてくる。

　数はひとつ。愛衣と小夜ちゃんのどちらだろう？

「ユウキ、さぁ朝ご飯もできてるわよ。起きないと学校に遅刻するわよ」

　うん、ユウキ？

　体を揺すって起こしてくる人物は、愛衣と小夜ちゃんにしては声の調子がちがう。

　しかも、その声こわ音ねはずっと気にかけていた誰かとそっくりだった。

　慌あわてて布団から顔を出す。

「あ、ありす!?」

　部屋にはなぜかありすがいた。

　しかも、彼女はメイド服を着ている。

　オレはまだ夢を視みているのだろうか？

　だが、それを否定するように話しかけてくる。

「おはようユウキ。昨日きのうはよく眠れたかしら？」

「いや、昨日は面おも白しろい深夜番組が連続であってさ、寝るのが遅かったんだよねー……じゃなくて！　なんでありすがここにいるんだよ！　しかもなんでメイド服!?」

　手を伸ばして、彼女のスカートに触れ、持ち上げる。

　……確かに本物だ。夢じゃない。

「それが猫ねこ又また一族、犬いぬ神がみ一族からの処罰だからよ」

　彼女はめくられたスカートを恥ずかしそうに元にもどすと、赤く染まったほほでオレを見る。

「はい？」

「今回の事件、梓あずさや他ほかのメイドたちに唆そそのかされたとはいえ、ワタシの罪は重いわ。だから、妖あやかし調査委員会の調査委員の資格剥はく奪だつの他に、ユウキに一年間奉仕をするよう猫又一族、犬神一族から申し渡されたの」

「いや、だから、どうしてそこでありすがオレに奉仕することになるんだよ！」

「建前上は、迷惑を一番こうむったユウキへの謝罪のため。……でも、本心はワタシとユウキを、け、結婚させようとしているみたい。ワタシもイヤだって言ったんだけど、どうしてもって言われたから、仕方なく来てあげたのよ」

　彼女のほほはさらに真まっ赤かに染まる。

　結婚、という単語のところで詰まるあたりが、つい可愛かわいいと思ってしまう。

「って、ちょっとまて。話がさらに飛躍してついていけんぞ」

　起き抜けのまだ完全に動いていない脳みそで、必死に内容を理解しようとする。

「つまりね、仙せん狸りの生まれ変わりと呼ばれる猫ねこ柳やなぎ愛め衣いも、犬神一族次期当主の戌いぬ威い小さ夜よも、ただの人間であるユウキに嫁とつがせるにはおしいと両一族が思ってるってことよ」

　表情を元にもどし、ありすは説明を続ける。

「だから、ワタシというスケープゴートをユウキに差し出したの。一年間、年とし頃ごろの男女が一緒にいれば間違いぐらい起きると期待してね。ワタシたちが結婚すれば、ユウキは妖の身内になって殺す理由がなくなる。おそらく両一族の一部の独断でしょうけど」

「おい、マジかよ……」

「少なくとも今言った状況は、本当よ」

　彼女はこちらを試すように微笑ほほえむ。

「……っておい、ずいぶん余裕そうだけどいいのか？　このままその一部の奴やつらに踊らされて」

「まあ、しかたないわ。一年間奉仕をするかわりに、梓たちの刑期を短くするって約束してくれたし。主あるじとして、彼女たちの苦しみに気付かなかった償つぐないをしたかったから。それに……」

　ありすは真まっ赤かにほほを染め、潤うるんだ熱っぽい瞳ひとみでうつむく。

「……ユウキの顔を、もう一度見たかったから」

「それって……どういう意味だ？」

「どういう意味って、別に恋愛的な意味じゃないわよ。ただ、なんていうか……気になったの。ただそれだけ」

　真っ赤になっているありすがうつむき、指を組み恥ずかしそうにする。

　そんなありすをつい可愛かわいいと思い、彼女の近くに行きたくなってしまうが、その気持ちを無理矢理押しとどめる。

「いや！　だ、騙だまされないぞ！　また尾行のときやこの前の事件のようにオレを担かついでるんだな！　きっとそうだ！　だいたいオレみたいなダメ人間をありすが、そんな気にするはずないじゃないか！」

　床に頭を打ち付け、愚かな考えを抹消しようとする。

「身から出た錆さびとはいえ、そこまで自分のことを卑ひ下げしなくてもいいのに。同どう棲せいを始めたらまずその考えを矯正する必要があるみたいね」

「ちょっと待て！　オレはまだ一緒に暮らすことを認めたわけじゃないぞ！」

「ならお友達として泊めてちょうだい。ここ以外、今のワタシに行く場所なんてないんだから。家賃は体で払うわ」












「か、体で!?」

　脳内を体で払う具体例が流れる。

　兎うさ月つきありすの裸エプロン、背中を流してもらい、膝ひざ枕まくらで耳かき、コスプレ衣装を着てもらってのイメージプレ＆撮影会ｅｔｃ……鼻の奥から熱い血ち潮しおがあふれそうになる。

「体で払うっていうのは、ユウキが考えてるようなことじゃないわよ。炊事洗濯なんかの家事全般や身の回りのお世話のことよ」

「モチロンワカッテルサ。ナニヲイッテラッシャルンデスカ、アリスサンハ」

「でも、ユウキが望むなら……その、つまり、その……」

「へぇ、ちょ、ありすさん？」

　彼女は恥ずかしがりながらも、オレの目をまっすぐに見つめる。

　たまらず後ずさるが、狭い自室に逃げ道などなく、すぐ背中が壁にあたる。

「ユウキ……」

　彼女のふっくらとした唇が、まっすぐこちらへ向かってくる。

「だ、ダメだよありす。そんなこと……」

　口では拒むが、彼女を押しとどめることはできず流される。

「優ゆう兄にいさん、ごめんなさい！　なぜか目覚ましが止まって遅刻してしまいました！」

「わたしも寝坊しちゃって。だから、朝ご飯、昨日きのうの売れ残りのケーキでいいよね、優ゆう樹き！」

　制服姿の愛め衣いと小さ夜よちゃんが、絶妙のタイミングで部屋に入ってきた。

　誰だれもが互いに驚き、動きを止める。

　最初に我に返ったオレは、慌あわてて重なりかけたありすの唇から離れる。

「ち、違うんだ！　聞いてくれ！　これには深い訳わけがあって！　そう、訳だよ！　ありすがそのオレのメイドになって、ご奉仕することになったんだよ！　いや、現実と空想をごちゃ混ぜにしてるわけじゃないぞ！　オレはいたって正常だ！　昨日だって深夜ＴＶのお姉さんにはぁはぁしてたしって、そんなことはどうでもいいよね。つまり、オレが言いたいことは――」

　だが、二人の瞳ひとみは言い訳など聞いていなかった。

「本当に優樹って勇気あるよね。あっそうか、勇気と優樹をかけてるのか。それを証明しようとしてるのね」

「うふふふ、愛衣ちゃんったらお上じよう手ずですね。でも、もしそれが本当なら、これはちょっとお仕置きが必要ですね」

「小夜ちゃん、気が合うわね。さすが親友。それじゃ今日は小夜ちゃんの家の地下室でお説教＆お仕置きパーティーだね。もちろん朝まで」

　二人は笑っていたが、背後からは真っ黒な炎をのぼらせていた。

　そこにすかさず、ありすはその炎をより大きくするであろう燃料を投下する。

「ユウキの言っていることは本当よ。今回の事件の罰ばつとして一年間、ここに住み込みで彼に奉仕することになったの。よろしくね」

「ふ、ふざけないでください！　そんな罰がどこにあるんですか！」

「そうよ！　だいたい住み込みって、それってつまりど、同どう棲せいってことじゃない！　そんなの幼なじみとして、優ゆう樹きのご主人様として絶対に認めないわよ！」

「……認めないって言われてもね。はい、これ百ひやつ鬼き夜や行こうからの書類」

　怒り心頭の愛め衣いと小さ夜よちゃんは、ありすから書類の紙を受け取る。

　彼女たちの顔色が、赤から青に変わり、再び赤くなる。

　どうやら本当に正式な書類らしい。

「そんなずるいです！　優ゆう兄にいさんと同棲なんて！」

「しょうがないわ。上からの指示だもの」

　ありすは二人に余裕をみせつけるように髪をかき上げる。

「……ならわたしも一緒に暮らすわ」

「め、愛衣!?」

　突然の重大発言に声がうわずってしまう。

「それは名案ですね。私もご一緒しますね」

　小夜ちゃんが喜き色しよくの微笑ほほえみを浮かべ、手のひらをあわせる。

「二人とも落ち着いて！　どうして一緒に暮らすことになるんだよ！」

「何よ！　ありすはよくてどうしてわたしたちが一緒に暮らしちゃダメなのよ！」

「そうですよ！　はっ、まさか優兄さん……ありすさんのことが……」

「ちょ！　小夜ちゃん落ち着いて！　別にありすのことなんてなんとも想おもってないよ！」

「……そう。人のファーストキスを奪っておいてそんなひどいこと言うのね」

「あ、ありすさん!?」

　その発言に愛衣と小夜ちゃんは同時に叫び声をあげた。

「優樹！」

「優兄さん！」

「だから、あれは、なんて言うか……う、うわぁあぁぁぁん！　ごめんなさぁぁぁいっ！」

　晴れ渡った空に悲鳴がどこまでも高く響き渡る。

　その声は、初夏の匂においを乗せた風に流れ。

　葉桜が散って、新緑を迎える街の中へと、淡い光となって消えていった――





《ｅｎｄ》







あとがき




　本作をお手にとってくださって、誠にありがとうございます。斉さい藤とうです。

　皆様のおかげで二巻を出すことができました！　本当にありがとうございます！

　二巻では新キャラとして、『オタクお嬢様』（ネット用語で言うと邪じや気き眼がん）が出てきます。二ふた股またを無事生き残った倉くら田たくんに、さらなる試練と新しい女の子が――とうとう三さん股またをかけてしまうのか!?　倉田くんの命運やいかに!?　といった内容です。多人数にせまられる系のラブコメが好物な方は、是ぜ非ひよろしくお願い致します。

　この巻は本当に苦労しました。とくに新キャラの兎うさ月つきありすは、家に引きこもり、友達も作れず、その寂さびしさを埋めるためにアニメやマンガなどにはまったんですが、自分は中学時代から友達が多かったので、書くのに苦労してしまって――と、そう思っていた時期もありました。

　そんな幻想もこないだかかってきた母親からの電話で、粉々に破壊されました。

　内容は次の通りです。

『お姉ちゃんには同窓会の案内来てるけど、あんたには来てないよ』

　あれ？　同学年全員参加で、双子だから同じ条件のはずなのに……。中学時代は、けっこう友達がいると思っていたんですが。部活動にもうちこんで、クラスの輪の中にいたつもりだったんですが、あは、あははははは……あぁ、どうせオレはピエロだよ!?

　いいんです！　信じられる人たちは、倉田くんを読んでくれている読者さまだけでいいんです！　うわぁぁぁ～～～～ん！

　グス……では最後に、二巻を発売するにあたりお世話になった方々に謝辞を。

　イラストを描いてくださったフミオ様、いつも最高のイラストをありがとうございます。二巻より登場した新キャラも大変可愛かわいく、一人イラストを眺めニヤニヤしております。

　担当のＳ様。ご迷惑ばかりかけて本当に申し訳ありません。死力を尽くして頑張ります。

　編集長様、校正さまや営業さま、また自分の知らないこの本に関かかわってくださった皆さま。本当にありがとうございます。

　また初めてのファンレターをもらいました！　千葉県のＳ君、ありがとう！　本当にありがとう！

　額がく縁ぶちに入れて飾り、毎日拝おがんでます――というのは冗談で、大切に保管して落ちこんだときなどに読んで励はげみにしております。

　そして最後に、読者さま方へ。皆さまのおかげでこうして二巻を出すことができました。

　今後とも全力を尽くして参りますので、もし次巻が出た折には、是非『倉田くん』をよろしくお願いいたします！
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